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１．調査・研究の目的 

長岡市は、「長岡市総合計画（平成 18 年度～平成 27 年度）」において、人口減少社会

のなかで魅力や活力のある都市を実現するために、人・もの・情報・文化などの多様な地

域交流の推進をしようとしている。そのなかの一つの施策として、「まちの駅」による地

域交流の推進があげられている。 

「長岡市総合計画 前期基本計画（平成 18 年度～平成 22 年度）」では「まちの駅」に

関連する施策の内容として、 

 「海」や「農」など地域資源を活用したさまざまなタイプの「まちの駅」を展開し、

地域の情報を発信する交流拠点づくりを推進します。 

 民間事業者が設置する「まちの駅」を含め、市内全域の「まちの駅」のネットワー

クを構築します。また、長岡市の新しい魅力を発信するため、全国各地の「まちの

駅」との情報交換や連携を進めます。 

と記述されている。そのための基本施策の目標の内容は、 

 市内全域に「まちの駅」の開設とネットワーク化を進め、交流の場や機会を増やす。 

であり、具体的な目標値は、 

 正式認証を受けた「まちの駅」開設箇所数を基準年度である平成 17 年度の１か所

から目標年度である平成 22 年度には 50 か所開設する。 

というものであった。この目標は、１年早く平成 21 年度に達成されている。 

多様な地域交流の推進に関連して「長岡市総合計画 後期基本計画（平成 23 年度～平

成 27 年度）」では、現状と課題で、 

 長岡市は、地域間交流及び地域内交流の拠点として市内全体に「まちの駅」を設置

し、そのネットワーク化を推進しています。観光や芸術文化、スポーツ、健康、農

業、海、川など、それぞれのテーマに沿ったまちづくりを支援し、人々の交流や地

域の情報発信などを行う場である「まちの駅」の魅力を活かしながら、地域交流の

拠点として地域の更なる活性化を図るとともに、全国に展開する「まちの駅」とも

連携しながら、都市連携の推進力ともなることが期待されています。 

と整理し、「まちの駅」のネットワークの一層の充実を施策の方向性と位置づけ、基本施

策の目標の内容を、 

 「越後長岡まちの駅」相互のネットワークを強化し、地域情報の発信力を高める。 

としている。具体的な目標値は、 

 「まちの駅」としての活動数及び情報発信数を基準年度である平成 21 年度の 75 件

から目標年度である平成 27 年度には 125 件にする。 

というものである。 

 平成 23 年度の長岡市の「まちの駅」開設数は 57 駅であり、開設数は順調に伸び、まち

の駅フェスタなどでも多くの人が参加しているが、昨年度のヒアリング調査などから受け

た印象は、必ずしも「まちの駅」間の連携が進んでいるというものではなかった。そこで、

今年度は、越後長岡まちの駅の情報発信活動を通して長岡市の魅力を市民や地域の人々に

伝えると共に、まちの駅の活動を通して駅長やまちの駅のスタッフの方の意識がどう変わ
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ったのかを調査し、まちの駅の活動が魅力や活力のある長岡市を実現するために役立って

いるのかを検証する。 

 本調査・研究の目的は上述の通りであるが、具体的な活動は本調査・研究の構成のとおりであ

る。 

 平成 23 年時点で、全国の「道の駅」は 977 駅、「まちの駅」は 1680 駅であるが、「まちの駅」

の認知度は決して高いものではない。そもそも「まちの駅」とはどういう経緯で開設されたのか、

その特徴は何なのかを明らかにするために、第２章で「まちの駅」の概要を整理し、あわせて平

成 19 年度からゼミの取組として「まちの駅」に何らかの形でかかわってきた延長線上に今年度

の活動もあるため過年度ゼミでの取組を簡単に紹介しておく。 

第３章では「越後長岡まちの駅ネットワーク」の情報発信を目的として、今年度ゼミで行った

「まちの駅」にかかわる活動を紹介する。主な活動は①「越後長岡まちの駅ネットワーク」57

駅のパネル作成、②作成したパネルと各駅で扱われている商品などを学園祭で展示することによ

り情報発信をしようとする試みである「パネル展及び商品展示」、③まちの駅のすばらしさを体

験してもらうための「まちの駅の食材を使った学園祭での炊き込みご飯とみそ汁の販売」である。 

第４章では 57 駅を対象に「まちの駅」の活動がまちの駅の方にどのような意識の変化をもた

らしたのかを地域づくりの観点から検証するためのアンケート調査結果を紹介する。主な調査内

容は①まちの駅の属性（所在地、認定からの期間、施設形態）、②まちの駅としての活動（交流

機能、情報発信機能、イベント参加の有無）、③まちの駅になる前後での意識変化（地域活動へ

の興味、まちづくりへの関心度、地域資源への関心度、役割認識）である。 

第５章ではこれらの活動や調査結果を踏まえてとりまとめを行う。 

 

 

  

本調査・研究の構成

越後長岡まちの駅の情報発信
＜活動内容＞
① まちの駅のパネル作成
② パネル展及び商品展示（学園祭）
③ まちの駅の食材を使った模擬店の

実施（学園祭）

調査・研究の目的

地域づくりへの意識変化の検証
（アンケート調査）
＜調査内容＞
① まちの駅の属性
② まちの駅としての活動
③ まちの駅の活動による意識変化

とりまとめ

「まちの駅」の概要
過年度ゼミにおける
調査研究・活動の概要
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２．「まちの駅」の概要と過年度ゼミにおける調査研究・活動の概要 

2.1 「まちの駅」の歴史と概要 

(1) 「まちの駅」の歴史 

「まちの駅」のお手本に、「道の駅」がある。「道の駅」は一般国道脇につくられた駐

車場、トイレ付の休憩施設で、「休憩機能」「情報交流機能」「地域の連携機能」の 3 つの

機能をあわせもった施設である。平成 2 年に広島で開催された「中国地域まちづくり交流

会」のシンポジウムでの参加者の発言、『不思議なのですが、ＪＲには駅があるのに、な

ぜ道路には駅がないのでしょう。道路地図にはＪＲの駅は載っています。家族でドライブ

していても、家内は１～２時間しますとトイレのことが気にかかるようです。すると、道

路地図を見て、ＪＲの駅を探すことになります。各市町村に１つくらい、そういう施設が

どこにあるのか道路地図に載せてみてはどうでしょうか』を受けて、平成 3 年に地域交流

センターが社会実験を行い、この成果をもとに平成 5 年に制度化された。 

現在「道の駅は」ドライバーの休憩拠点、観光情報の発信基地、地域おこし等で注目

され、設置数は 977 カ所（平成 23 年 8 月現在）にのぼる。いまや「道の駅」は国民に支

持されるインフラへと成長を遂げた。 

一方で、地域との関わりや、駅同士・地域間のネットワークといったソフト面での工

夫はなかなか進んでいないのが現状である。この駅や地域、“人のつながり”の機能を強

化していくために生まれたのが「まちの駅」である。平成 23 年 3 月現在の「まちの駅」

は、全国で約 1680 駅である。そして全国の「まちの駅」関係者が集まって意見交換する

全国大会がこれまで 14 回開催されている（平成 23 年 12 月現在）。 

「道の駅」「まちの駅」の検討経過とまちの駅全国大会の一覧は以下の通りである。 

 

「道の駅」「まちの駅」検討経過年表 

年 月 動   き 

平成 2 年 1 月 中国地域まちづくり交流会で、「道の駅」の提案がなされる 

平成 3 年 10 月 

 ～平成 4 年 4 月 
中国・中部・関東の 3 地域で、道の駅社会実験開始 

平成 5 年 2 月 建設省道路局により、道の駅制度化 

平成 10 年 3 月 
全国総合開発計画の 4 つの戦略の１つに「地域連携軸の展開」があ

げられる。 

平成 10 年 3 月 
中部西関東・北東北地域を皮切りに「連携センター（まちの駅の前

身）」の提案・社会実験開始 

平成 11 年 1 月 2,700 通の応募から、「連携センター」→「まちの駅」に名称確定 

平成 11 年 5 月 570 点の応募から、「まちの駅」シンボルマーク決定 

平成 11 年 5 月 

   ～現在 

各地域で「まちの駅」の社会実験や連携強化キャンペーンを実施。

平成 23 年 3 月現在の参加施設は約 1680 ヶ所。 

平成 12 年 8 月 「まちの駅」の全国ネットワーク「まちの駅連絡協議会」正式発足

平成 16 年 7 月 「海の駅」発掘イベント「日本ぐるっと一周・海交流」完了 

平成 17 年 11 月 「健康の駅推進機構」発足 
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平成 18 年 9 月～ 
海の駅、川の駅、健康の駅、学びの駅等、テーマ性の高い拠点連携

の展開と組織化 

平成 20 年 11 月～ まちの駅の実験制度廃止 

資料）まちの駅連絡協議会「まちの駅全国大会in上野」配布資料『まちの駅の歴史』より。 

   まちの駅連絡協議会「まちの駅全国大会in鶴来」配布資料『21 年度の取組み概要報告』より。 

   まちの駅公式サイト「まちの駅どっと混む」より。 

 

まちの駅全国大会一覧 

年 月 動  き 

平成 13 年 8 月 まちの駅全国フォーラム 日本経済新聞社 

平成 14 年 3 月 まちの駅全国フォーラムin櫛形 

平成 14 年 7 月 「全国まちの駅連絡協議会」総会・勉強会 KOTOBUKI D.I.センター 

平成 15 年 8 月 
第 4 回「まちの駅連絡協議会」総会&フォーラム 2003 

まちの駅ぽっぽ町田 

平成 16 年 2 月 第 5 回「まちの駅連絡協議会」フォーラムin長岡 

平成 16 年 10 月 第 6 回「全国まちの駅総会・勉強会」 宇都宮大学 

平成 16 年 10 月 第 7 回「全国まちの駅総会・勉強会」in見附 

平成 18 年 2 月 第 8 回まちの駅全国大会in甘木・朝倉 

平成 18 年 9 月 第 9 回まちの駅全国大会in会津若松 

平成 19 年 10 月 第 10 回まちの駅全国大会in上野 

平成 20 年 11 月 第 11 回まちの駅全国大会in富士市 

平成 21 年 11 月 第 12 回まちの駅全国大会in鹿沼 

平成 22 年 10 月 第 13 回まちの駅全国大会in鶴来 

平成 23 年 7 月 第 14 回まちの駅全国大会in東京 

資料）まちの駅公式サイト「まちの駅どっと混む」より。 

 

(2) 「まちの駅」のコンセプト 

 まちの駅をひとことでいうと「公共施設からまちかどのお店まで、既存の施設・空間に

設置できる、人と人の出会いと交流をサポートする、まちの情報発信拠点」である。その

コンセプトは、「ひと・テーマ・まちをつなぐ拠点」であり、具体的には次の 4 つの側面

を持っている。 

○ 人と人の出会いと交流を促進するヒューマンステーション 

「まちの駅」とは、地域住民や来訪者が求める地域情報を提供する機能を備え、

人と人の出会いと交流を促進する空間施設である。また、まちづくりの拠点となり、

まちとまちをつなぐ役割を持つものである。人と人をつなぐ場であるということか

ら、ヒューマンステーションと呼ぶことができる。 

○ まちの窓口、サロン機能などの機能を有する空間 

機能は、①まちの窓口としての案内機能（窓口機能）、②人の交流を促進する交

流機能（サロン機能）等を持ったものである。そして、何よりも重要なことは、
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その拠点が何らかのテーマを持っており、オープンな空間であるということであ

る。 

○ まちづくりテーマをつなぐ、テーマステーション 

それぞれの「まちの駅」には活動テーマがあり、そのテーマを連携させること

で、豊かなまちづくりに貢献することができる。人々が運営する諸施設のテーマ

には、福祉、医療、アート、教育、スポーツ、観光、農業、海など、様々なもの

がある。「道の駅」はドライバーの休憩拠点というのが大きなテーマであり、「道

の駅」も、「まちの駅」のひとつと考えることができる。「まちの駅」は、テーマ

とテーマをつなぐ場であるということから、テーマステーションと呼ぶことがで

きる。 

○ 行政・民間を問わない設置・運営形態 

「まちの駅」は主に、既存施設を活用して設置することを想定しており、その

設置・運営主体は行政・民間を問わない。民間版の「まちの駅」にこそ自由な工

夫が許されるといえる。 

 

  これらを簡単に言えば、「まちの駅の機能」は次の 4 機能に集約される。 

① 休憩機能：誰でもトイレが利用でき、無料で休憩できる機能 

② 案内機能：「まちの案内人」が、地域の情報について丁寧に教える機能 

③ 交流機能：地域の人と訪問者の、出会いと交流のサポートをする機能 

④ 連携機能：まちの駅間でネットワーク化し、もてなしの地域づくりをする機能 

 

2.2 過年度ゼミにおける調査研究・活動の概要 

 本ゼミでは平成 19 年度より、「まちの駅」をテーマに調査研究活動を行ってきた。その

概要は以下のとおりである。 

＜平成 19 年度＞ 

①文献・資料調査により「まちの駅」の歴史と概要を整理し、②文献・資料調査及び

ヒアリング調査により、長岡市における「まちの駅」の現状と課題をまとめ、③「まちの

駅 長岡大学」の活性化に向けて以下の 4 つの提言を行った。 

提言１：交流会への積極的参加と学生への情報発信 

提言２：教職員及び学生による「まちの駅 長岡大学」活性化協議会の設置 

提言３：学内での「まちの駅 長岡大学」の認知と予算・人的協力体制の構築 

提言４：学校施設の積極的解放と学外への情報発信 

＜平成 20 年度＞ 

 平成 19 年度の調査を受ける形で、①全国の「まちの駅」へのアンケート調査の実施、

②長岡市の「まちの駅」のパネル及び商品の展示、③「まちの駅」の食材を使った模擬店

（豚汁とおにぎりの販売）を行った。活動②及び③は学園祭（悠久祭）で実施したが、③

についてはGP（平成 19 年度採択、現代的教育ニーズ取組支援プログラム「学生による地

域活性化提案プログラム―政策対応型専門人材の育成」）の活動ではなく、ゼミ独自の活

動として行った（補助金の対象外） 
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＜平成 21 年度＞ 

 平成 20 年度のアンケートの調査結果及び、アドバイザーになって頂いている『長岡市

民センター』の職員の方のすすめを受けて、①富士地域、会津地域、本庄地域の「まちの

駅」にヒアリング調査を実施した。あわせて平成 20 年度同様、②長岡市の「まちの駅」

のパネル及び商品の展示、③「まちの駅」の食材を使った模擬店（豚汁とおにぎりの販売）

を実施した。昨年度のヒアリング調査からは以下の３点の提言を行った。 

 提言１：マスコットの募集と作成 

 提言２：パスポートの作成 

 提言３：ウォーキングイベントの実施 

 上記以外にも、「まちの駅」やGPを通しての活動をパネルにし、学内に展示するなど多

くの活動を行ってきた。その結果、平成 19 年度には学生にほとんど知られていなかった

「まちの駅」が、今ではほとんどの学生がその存在を知るようになっている。また、図書

館や駐車場の一般開放など実行に移された提言もある。 

＜平成 22 年度＞ 

 長岡市内にある全ての「まちの駅」（平成 22 年調査時 50 ヵ所）でヒアリング調査を実

施し、その内容を学生の視点でまとめた紹介パネルを作成した。作成したパネルは学園祭

（悠久祭）でのパネル展として展示し、多くの人に足を運んで頂いた。そして、例年同様

に「まちの駅」の食材を使った模擬店（豚汁とおにぎりの販売）も行った。 

 また、越時計店の協力を経て、大手通りにあるブロンズ像を使ったカレンダーを作成し、

「まちの駅」のパネルと同様にホームページでの配信を行った。 

その他にも様々なイベントに参加し、和島地域で行われたイベントでは平成 21 年度の

提言であるウォーキングイベントも実施された。 

 

 

３.「越後長岡まちの駅」の情報発信活動 

3.1「越後長岡まちの駅ネットワーク」参加駅のパネルの作成とＨＰの作成 

 今年度は学生の視点でまちの駅を PR するために「越後長岡まちの駅」の 57 駅全てのパ

ネルを作成した。作成に当たってはまちの駅を訪問し、様々なお話を伺った。その情報を

整理し、一駅一枚のパネルにまとめた。 

 併せて、ヒアリング時に『「まちの駅」の活動による地域づくりに関する意識調査』を

お願いした。その結果は、「第４章 地域づくりへの意識変化の検証」としてまとめてあ

る。 

3.1.1 ヒアリング調査と紹介パネルの作成  
(1)ヒアリング調査 

 今年度の活動はまず「越後長岡まちの駅」57 駅へのヒアリング活動から始まった。 

 ヒアリング活動は３班に分かれて地域を分担し活動を行った。班の中でも個人が分担の

駅を持ちヒアリングを中心的に進めとともに、パネル作成も担当することとした。なお、

「まちの駅」名は、「長岡市民センターのＨＰ、まちの駅、ネットワーク参加駅の紹介」

に掲載されている平成 23 年 10 月現在の名称を採用した。 
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     ヒアリングの担当地域及び班メンバー構成（◎は各班のリーダー） 

（注）「刘梁」については、パソコンにより、「刘」のフォントがない場合があり、その場

合には「劉」を用いている。 

(2)パネル原案の作成 

各班の４年生がパネル作成担当者になり、パネルの原案を作成した。内容は、昨年度

ヒアリングした 50 駅には、昨年との変更点や新しい情報、写真等を入れることにし、新

しくできた７駅については、まちの駅の基本情報や紹介、写真等を入れることにした。 

提出されたパネルは担当者による仕上がりの差はあったが、昨年度と遜色のない物がで

きたと思っている。また、学生目線でまちの駅を紹介するために入れた「学生のつぶやき」

も昨年と似たようなことをつぶやくことがないようにした。 

(3)まちの駅の方からの修正 

 各まちの駅へカラーで印刷したパネル原案の確認を郵送にてお願いをし、修正箇所があ

った場合、パネル原案の用紙に直接書き込み、FAX で返信していただいた。まちの駅から

返信が来たら、修正し、再度 FAX でまちの駅へ送り確認を取った。また、返送がなかった

まちの駅へは、パネル作成者が連絡を取り、修正の有無を確認した。 

まちの駅からの確認が済んだパネル原案は A3 用紙に印刷して、パネルにした。 

(4)反省点 

 昨年度よりヒアリングを始めたのが 1 カ月遅かったため、過密なスケジュールになった。

また、新しくできた７駅のうち３駅は今年度の夏にまちの駅になったため、10 月にヒア

リングを行い、学園祭のパネル展示までにパネルを作成しなければならなかった。夏に加

わった「まちの駅」については、把握をしてからすぐに連絡を取りヒアリングをするべき

だった。 

パネル原案確認の返信がなかったまちの駅には、こちらから早めに再度連絡して確認

を取り、修正があれば 1 日でも早くとりかかるべきだった。パネル作成は４年生が担当し

たが、活動的な学生とそうでない学生の差をなくすために、全員が同じ数のパネルを作成

することにした。その結果、作成時間に差はあったものの各自担当した駅のパネルを作成

することができたが、来年度は、学生がみな活動的であってほしいと感じた。 

 

  

班 
担当地域 
メンバー 

1 班 
旧長岡（7 駅）、小国（4 駅）、越路（5 駅）、三島（3 駅） 

◎小嶋さやか、竹内祐輝、中嶋真悠美、賀容、彭丹、渡辺直斗 

2 班 
旧長岡（10 駅）、川口（3 駅）、山古志（3 駅）、和島（3 駅） 

◎中山佳之、粉川大樹、関根絢也、浅井将太、刘梁 

3 班 
旧長岡（6 駅）、栃尾（4 駅）、寺泊（3 駅）中之島（4 駅）、与板（2 駅） 

◎大平卓弥、小林薫、南雲涼、大平雅史、胡黎、陳琴 
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(5) 学生たちが作成したまちの駅紹介パネル 

以下の表の作成者名に書かれた学生がパネル作成担当者である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 地域 駅名 作成者
1 長岡 ながおか　まちの駅 小林薫
2 長岡 越後長岡　酒と味の駅 竹内祐輝
3 長岡 健康の駅　四郎丸交流空間　わいが家 竹内祐輝
4 長岡 健康の駅　ながおか 中山佳之
5 長岡 暮らしの駅　能建 粉川大樹
6 長岡 情報の駅にこっと 中山佳之
7 長岡 長岡駅前　越後の地酒駅 小林薫
8 長岡 農の駅　あぐらって長岡 南雲涼
9 長岡 花あふれる駅　コメサン 小林薫

10 長岡 花火の駅・長岡花火ワールド悠 粉川大樹
11 長岡 まちの駅　江口だんご 関根絢也
12 長岡 まちの駅　越後の米穀商　高田屋 中山佳之
13 長岡 まちの駅　おまつり広場 中山佳之
14 長岡 まちの駅　古事記COM 小嶋さやか
15 長岡 まちの駅　情報てんこもり 南雲涼
16 長岡 まちの駅　セピア色のまち摂田屋　星野本店 中山佳之
17 長岡 まちの駅　長岡グランドホテル 南雲涼
18 長岡 まちの駅　長岡大学 中嶋真悠美
19 長岡 まちの駅　松田ペット 小嶋さやか
20 長岡 まちの駅　よってげさ 大平雅史
21 長岡 まめまめの駅 竹内祐輝
22 長岡 ラジオの駅 小嶋さやか
23 長岡 ＯＮＥ　ＬＯＶＥ　音楽の駅 関根絢也
24 中之島 大口れんこんお菓子の駅 南雲涼
25 中之島 中のしま　いっぷくの駅 南雲涼
26 中之島 まちの駅　中之島ふれあい市 南雲涼
27 中之島 メディアさぽーと　まちの駅 南雲涼
28 越路 朝日郷　酒と食と文化の駅 竹内祐輝
29 越路 越路　古民具の駅 小嶋さやか
30 越路 繋がりの駅　成田屋 竹内祐輝
31 越路 手作り漬物の駅 小嶋さやか
32 越路 ほたる焼きとせんべい峠の駅 中嶋真悠美
33 三島 清水地蔵の次の駅 小嶋さやか
34 三島 まちの駅　喜芳 竹内祐輝
35 三島 みしま地酒の駅 小嶋さやか
36 山古志 竹沢よりみちクラブ291の駅 関根絢也
37 山古志 山古志六地蔵の駅　茶坊主 中山佳之
38 山古志 湯と食とやすらぎの駅 関根絢也
39 小国 ぎんなんアイスクリームの駅 中嶋真悠美
40 小国 ちょこっと休憩　まちの駅おぐに 中嶋真悠美
41 小国 まちの駅　養楽館 中嶋真悠美
42 小国 和紙の駅 中嶋真悠美
43 和島 おみそ屋の駅 中山佳之
44 和島 まちの駅　扇屋 関根絢也
45 和島 まちの駅　もてなし家 関根絢也
46 寺泊 まちの駅　菓子処　越後物語 小林薫
47 寺泊 まちの駅　寺泊 小林薫
48 寺泊 海な渡の駅 小林薫
49 栃尾 あぶらげ巻き寿司の駅 大平卓弥
50 栃尾 とちお靴の駅 大平卓弥
51 栃尾 栃尾表町雁木の駅 大平卓弥
52 栃尾 日本茶の駅 大平卓弥
53 与板 まちの駅　人生の交差点 大平雅史
54 与板 まちの駅　よいた 大平雅史
55 川口 まちの駅　あぐりの里 粉川大樹
56 川口 まちの駅　あんたや 粉川大樹
57 川口 まちの駅　越後川口やな場 粉川大樹
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ベ
ル

ギ
ー

ビ
ー

ル
(右

)豊
富

な
種

類
の

ウ
ィ

ス
キ

ー

学
生

の
つ

ぶ
や

き
竹

内
祐

輝
み

ん
な

で
撮

影

佐
田

さ
ん

の
奥

さ
ん

か
ら

報
告

書
や

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
に

対
す

る
的

確
な

ア
ド

バ
イ

ス
を

い
た

だ
き

と
て

も
為

に
な

り
ま

し
た

。

こ
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

活
か

し
て

今
年

度
の

報
告

書
を

わ
か

り
や

す
い

も
の

に
し

て
、

人
の

記
憶

に
残

る
も

の
に

し
た

い
と

思
い

ま
し

た
。

竹
内

祐
輝
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健
康
の
駅

な
が
お
か

【
健

康
の

駅
な
が

お
か

】

〒
94

0-
00

98
長

岡
市

信
濃

2-
6-

18


TE
L/

 0
25

8-
31

-7
70

0
FA

X/
 0

25
8-

31
-7

71
7


開

業
時

間
/ 9

:0
0～

17
:0

0


お
休

み
/ 水

曜


U
RL

/ h
tt

p:
//w

w
w

6.
oc

n.
ne

.jp
/~

ke
nk

oh
-n

/「
そ
の

人
の
築

き
あ
げ
て
き
た
暮
ら

し
を
支

え
ま
す
」を

理
念

に
、
地
域

の
皆

様
の

生
き
が

い
づ
く
り
を
支

援
し
、

併
せ

て
介

護
サ

ー
ビ
ス
、
住
居
サ
ー

ビ
ス
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
高

齢
者

セ
ン
タ
ー
で
は

入
浴

施
設

、
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
け
る
場

所
、

貸
し
和

室
・研

修
室
が

ご
ざ
い
ま
す
の

で
お
気

軽
に
お
問

い
合

わ
せ
く
だ
さ

い
。

長
岡 4

『
若

返
り
の
場

所
』

高
齢

に
な
る
と
体

力
が

減
退

し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
体
力

の
減
退

を
緩

や
か

に
し
、
体
力

を
維
持

す
る
た
め
、
健

康
の

駅
な
が

お
か

に
は

『
し
な
の
健

康
倶

楽
部

』が
あ
り
ま
す
。
何

事
も
強

制
せ

ず
、
自

ら
や

る
気

を
出

し
た
人

が
長

く
通

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
身

近
な
人

が
元

気
に
な
っ
て
い
く
の

を
見

て
、
自

分
も
元
気

に
な
り
た
い
と
思

う
そ
う
で
す
。
そ
の

他
に
、
押
し
花
、
囲

碁
、
工
芸

な
ど
の

活
動

も
し
て
い
ま
す
。

高
齢

者
に
、
い
か

に
地

域
の

中
で
健

や
か
に
生

き
て
い
た
だ
く
か

。
生

き
生

き
と
し
た
地

域
社
会

を
何

ら
か
の

形
で
作
っ

て
い
か

な
け
れ

ば
な
ら
な
り
ま
せ
ん
。

カ
ラ
オ
ケ
を
す
る
場
所

も
あ
り
、
施

設
の

利
用

者
と
職

員
が

仲
良

く
歌

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

他
に
、
若

い
人

が
研
修

室
を
利

用
し
た
り
、
幼

稚
園
児

や
小

学
生

か
ら
絵

な
ど
の
作

品
を
提

供
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

研
修

室
で
は
、
押

し
花

、
囲

碁
、
工

芸
な
ど
の
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

『ケ
ア
ハ

ウ
ス
し
な
の

』は
介
護

の
な
い
住
居

施
設
で
す
。
転
倒

し
て
も
怪
我

を
し
な
い
よ
う
に
、
床
が
柔
ら
か

く
な
っ
て
い
ま
す
。
信

濃
川
を
望
め
る
通

路
は

車
椅

子
が

す
れ

違
え
る
よ
う
に
、
ゆ
っ
た
り
と
広
く
な
っ
て
い
ま
す
。

学
生

の
つ
ぶ

や
き

駅
長

の
滝

本
さ
ん

は
と
て
も
気

さ
く
な
方

で
楽

し
い
ヒ
ア
リ
ン
グ

で
し
た
。
施
設

の
中

は
清

潔
で
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。
年
配

の
方

に
特

に
お
す
す
め
で
す
。

中
山

佳
之

長
岡 ３

施
設
情
報

・
「健

康
の
駅

」は
、
健

康
な
ま
ち
づ
く
り
を
リ
ー
ド
す
る
交

流
す
る
駅
で
す
。

・
名
前

の
由

来
は
、
交
流

の
場

で
わ
い
わ
い
や
る
と
い
う
思

い
を
こ
め
て
、

「
わ
い
が
家
」
に
し
ま
し
た
。

・
月
１
回

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
し
て
悠

久
山

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

・
歌
声

広
場
は
、
毎
週

金
曜

日
の
午
後

７
時

か
ら
１
時

間
く
ら
い
行

い
、

２
０
人

く
ら
い
の
人
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

・
２
階
に
は
、
最

新
機

器
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
が
あ
り
、
健
康

づ
く
り

運
動

教
室

で
は
そ
れ

ぞ
れ
専

門
の
講

師
が
教

え
て
い
ま
す
。

・
わ
い
が
家
喫

茶
は
、
毎

月
第

２
・
４
木

曜
に
開

か
れ

て
い
る
が
、
午

後
１
時

３
０
分

～
３
時

の
間
し
か
や
っ
て
い
な
い
。

・
ま
た
、
「わ

い
が
家
」
は
四

郎
丸

の
他
に
山
通

り
・笹

崎
・新

町
地
区
に

サ
テ
ラ
イ
ト
駅

が
あ
り
ま
す
。

・
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
は
置

い
て
い
る
が
、
持
っ
て
行

く
方

が
少

な
い
の

で
、
せ
っ
か
く
の
情
報

で
す
の
で
是
非

お
持
ち
帰

り
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

学
生
の
つ
ぶ
や
き

健
康

づ
く

り
運

動
教

室
で
行

っ
て

る
運

動
が

た
く
さ

ん
あ

る
こ

と
を

知
り
ま

し
た

。
私

は
エ

ア
ロ
ビ

ク
ス

を
少

し
だ

け
や
っ

て
た

こ
と

が
あ

る
の
で

、
興

味
を

持
ち

ま
し
た

。

竹
内

祐
輝

〒
9
4
0－

0
04
2

長
岡
市

土
合

4
-1
-
1
4

TE
L
：
0
2
5
8-
3
0
-1
1
6
1

FA
X
：
0
2
5
8-
3
0
-1
1
7
5

開
業

時
間

：
8
:
30
～

17
:
0
0

お
休
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：
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曜
・
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日
・

お
盆

・
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末
年

始
UR
L
/
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t
p
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/
w
ww
.
n
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a
o
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-
i
ry
o
u
-s
e
i
ky
o
u
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p
/
i
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e
x
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t
m
l

健
康
づ

く
り

運
動

教
室
は

エ
ア
ロ

ビ
ク
ス

教
室

や
の
び
の

び
体

操
、
足

腰
元

気
な
ど

の
教

室
が
あ

り
、

午
前
中
に

教
室

が
あ

る
時

は
ス

ト
レ
ッ

チ
す

る
時
間
が

あ
り

、
な
い
日

は
体

調
を
改

善
す

る
時
間

に
し

て
い
る

。
陶

芸
は

、
組

合
員

さ
ん
の

趣
味

で
作
ら
れ

た
作

品
を
展
示

し
て

い
ま
す

。
今

後
は

、
出

張
で

健
康
チ

ェ
ッ
ク

を
行
う

こ
と

も
考
え
て

い
ま

す
。

や
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エ
ヌ
・
シ
ィ

・
テ
ィ
っ
て
？

エ
ヌ
・
シ
ィ
・
テ
ィ
に
加
入
す
れ
ば
、
ア
ン
テ
ナ
が
無
く
て
も

ケ
ー
ブ
ル
一
本
で
エ
ヌ
・
シ
ィ
・
テ
ィ
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
話
な
ど
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
だ
け
で
見
ら
れ
る
地
域
情
報
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
あ
り
、
地

元
の
話
題
・
祭
り
の
様
子
等
、
地
域
情
報
が
見
ら
れ
ま
す
。

駅
長
の
山
ち
ゃ
ん
こ
と
山
本
龍
さ
ん
が
リ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登

場
し
、
長
岡
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
発
見
！
な
が
お
か
山
ち
ゃ
ん
ね

る
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 学

生
の
つ
ぶ

や
き

今
年
6月

に
加
入

し
た
ば

か
り

の
駅
で

す
が

、
ま
ち

の
駅
の

活
動

や
長
岡
の
情
報
発
信
に
対
し
て
と
て
も
意
欲
的
で
す
。

長
岡

の
三

大
学

一
高

専
の

学
生
と

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
し

、
情

報
発

信
を

し
た

い
と

考
え

て
い

る
よ

う
で

す
。

私
た

ち
学

生
自

ら
、

ま
ち

の
駅

の
紹

介
を

し
た
映

像
を

作
成

し
、

Ｎ
Ｃ

Ｔ
さ

ん
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
た
い
で
す
。

関
根
絢
也

中
山
佳
之

情
報

の
駅

に
こ
っ
と

【
㈱
エ
ヌ
・
シ
ィ
・
テ
ィ
】

〒
94

0-
00

32
  長

岡
市

干
場

1-
7-

9
営

業
時
間

/9
:0

0～
18

:0
0

お
休
み

/1
/1

お
盆

TE
L 

/ 0
25

8-
33

-0
90

9
FA

X 
/ 0

25
8-

33
-0

09
0

U
R

L 
/ h

tt
p:

//w
w

w
.n

ct
9.

co
.jp

長
岡

６

施
設
情
報

平
成
2
3
年
6
月
に
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
エ
ヌ
・
シ
ィ
・
テ
ィ
が
干
場
の
新
社
屋
に
移
転
し
ま
し
た
。
移
転
を

機
に
、
ま
ち
の
駅
に
新
た
に
加
入
し
ま
し
た
。

1
階
お
客
様
ホ
ー
ル
に
は
「
ま
ち
の
駅
コ
ー
ナ
ー
」
「
キ
ッ
ズ

コ
ー
ナ
ー
」
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
速
度
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
「
お
む
つ
替
え
の
で
き
る
多
目
的
ト
イ
レ
」
「
給
水

機
」
な
ど
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
市
政
に
関
す
る
情
報
、
ニ
ュ
ー
ス
や
グ
ル
メ
情
報
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
毎
日
の
暮
ら

し
に
密
着
し
た
さ
ま
ざ
ま
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

新
社
屋

休
憩
ス
ペ
ー
ス

キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

駅
長
の
山
ち
ゃ
ん

長
岡 5

暮
ら
し
の
駅

能
建

【
㈱

能
建

長
岡

支
店

】

主
に
一

般
住
宅
の
建

築
を
行

っ
て
い
ま
す

。
地

域
づ
く
り
や
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
ー

を
大

切
に
し

て
い
て
、
地

域
の
人
が
気
軽
に
訪

れ
や

す
い
駅
で
す

。
今

後
、
暮
ら
し
に
関
わ
る
情

報
を
ま
ち
の
駅

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
発
信

し
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー

ス
ペ

ー
ス
を
設

け
て
い
ろ
い
ろ
な

作
品
を
展

示
し
て
い
る
。

ま
ち
の
駅
通

信
な
ど
が
気
軽
に
読

め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

■
住
所
〒

94
0-

00
94

新
潟
県
長

岡
市
中
島
７
丁

目
４
－

１
８

■
電
話
番

号
01

20
-3

9-
14

79
■

営
業
時

間
8:

15
～

17
:1

5
■

定
休
日

年
中
無
休
（
正
月

除
く
）

学
生
の
つ
ぶ

や
き

不
動
産

や
リ
フ
ォ
ー

ム
の
相
談

以
外
に
も
気

軽
に
訪
れ
る
こ
と

が
で
き
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
で
し
た
。
地
域

と
の
交

流
に

も
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

粉
川
大
樹

カ
ル
チ
ャ
ー

ク
ラ
ブ

2ヵ
月

に
1回

の
ペ
ー

ス
で
カ
ル
チ
ャ
ー
ク

ラ
ブ
と
い
う
教
室
を
開
い
て
い
ま
す

。
活
動
内

容
は
会
に
よ
っ
て
様
々
で
、
「
ス

ケ
ッ
チ
教
室
」
や
「
料
理
を
作
り
な
が
ら
学

ぶ
韓

国
語

教
室
」
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
カ
ル
チ
ャ
ー

新
聞

も
発

行
し
て
い
ま

す
。
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～
お
店

の
紹
介

～
少
量
生
産
の
地
元
の
お
酒
を
扱
っ
て
い
る
お
店
で
す
。
人
気
商
品
は
、
鶴

齢
、
景

虎
、
越

州
で
す
。

情
報
発
信
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
で
は
な
く
、
訪
れ
る
お
客
さ
ん
に
瓦
版
を
配
る
こ
と
で
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
駅
の
活
動
は
道
案
内
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
、
他
に
も
商
店
街
や
商
工
会
議
所
な
ど
で
地
域
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
て
い
て
、

地
域
に
対
す
る
思
い
入
れ
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

長
岡

駅
前

越
後

の
地

酒
駅

【
㈲

サ
ト
ウ
商
店

】

〒
94
0‐
00
62
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岡
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間
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0～
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月
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00
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日
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お
休
み
：
不
定
休

長
岡 ７

カ
ー

ネ
ー

シ
ョ

ン
プ

ラ
ザ

鶴
齢

景
虎

越
州

～
地

域
に
対

す
る
思

い
入
れ

～

人
が
住
み
や
す
い
町

高
齢
者
の
方
に

対
応
し
た
街

高
齢
者
に
と
っ
て

様
々
な
活
動
が

や
り
が
い
に

な
っ
て
ほ

し
い

学
生

の
つ
ぶ

や
き

お
店

に
並

べ
ら
れ
て
い
る
商
品
は
地
元
新
潟
の

も
の
を
扱

っ
て
い
ま
す
。
ま
ち
の
駅
の

活
動
以
外
に

地
域

活
性
化
の

た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
り
、
地
元

に
対
す
る
思
い
入
れ
や
活
性
化
に
力
を
い
れ
て

い
る
と
感

じ
ま
し
た
。
若
者
の
人

に
も
知

っ
て
ほ

し
い
お
店

で
す
。

小
林

薫

現
在
と
昔
で
は
、
若
者
の

方
の
生
活
の
感
覚
が
変
化

し
て
き
て
い
ま
す
。
昔
は

ス
ケ
ー
ト
場
や
映
画
、
温
泉

な
ど
が
街
中
に
あ
り
、
大
手
通
周
辺
に
は
人
が
多
く

集
ま
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
老
若
男
女
問
わ
ず
楽
し
め

る
場
所
が
ほ
し
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
来
年
度
、
完

成
予
定
の
ア
オ
ー
レ
長

岡
に
期
待
し
た
い
と
お

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

お
酒

の
価

格
が

他
の
物

価
に
比

べ
高

か
っ
た
昔

は
、
少
量
で
満
足
で
き

る
甘

い
お
酒
が
主
流
で
し
た
。
時
代

が
代

わ
り
、
健
康
的
に
食
と
共
に
お

酒
を
楽

し
む
傾

向
と
な
っ
た
現

代
は

、
淡

れ
い
辛

口
の
新
潟
清
酒
は
今
日
で

も
人

気
が

あ
り
ま
す
。

長
岡 ８

農
の
駅

あ
ぐ
ら
っ
て
長

岡
【
ふ

る
さ
と
体

験
農

業
セ
ン
タ
ー

】

〒
9
40
-0
8
21
長
岡

市
栖
吉

町
3
67
0

■
T
EL
/0
2
58
-
34
-
53
6
0

FA
X
/0
2
58
-
34
-
53
5
7

■
開
業
時

間
/
 9
:
00
～
1
7
:0
0

■
お
休
み

/月
曜
日
、

年
末
年

始
■

U
RL
/

ht
t
p:
/
/w
w
w.
a
gl
a
tt
e
.n
e
t

誰
で
も
気
軽
に
農

業
の
体
験

を
で
き
る
施

設
で
す
。
収

穫
か
ら
調

理
ま
で
全
て
体
験

で
き
ま
す
。
中
で
も
ハ
ム
、
ベ

ー
コ
ン
の
加
工
体

験
が
人
気

で
す
。

雪
国
新
潟

ら
し
く
、
冬

期
間
限

定
（

11
月

～
4月

）
の
体

験
メ
ニ
ュ
ー
“
味
噌

作
り
”
も
あ
り

ま
す

。
今

の
時

代
、
健
康

に
気
を
使

う
人
が
増
え
て
い
ま
す

。
腰

を
屈
め
苗

を
植

え
、
広
い
畑

を
歩

き
ま
わ
り
野
菜

の
世

話
を
し
て
、
収

穫
し
た
果

実
の
重
み

を
ず

っ
し
り
感

じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
汗
を
流
す
農

業
は
、
生

産
性
の
あ
る
運

動
で
す
。

学
生

の
つ

ぶ
や

き

新
鮮

な
地
場
野

菜
も
買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
の
家
は
農
家
で
は
な
い
の

で
、
農
業
の
体
験

を
し
て
み
た
い
で
す

。
粉
川
大

樹
広
い
空
間
に
新

鮮
な
風
が
通
り
抜

け
ま
す
。
私
営
ス
キ
ー

場
の
入
口

に
あ

る
の
で
、
是
非
立

ち
寄

っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

南
雲
涼

談
話
室

誰
で
も
気

軽
に

利
用

す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

広
い
敷

地
の

水
田
が

あ
り
オ
ー
ナ
ー

を
募
り
貸
し
出

し
を
し
て
い
る
。
都

心
の

オ
ー
ナ
ー
も
い
る
。
（地

元
農

家
が

管
理
し
て
い
る
）
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D
at

a
〒

94
0-

00
87

長
岡

市
千

手
3-

10
-4

0 
TE

L/
02

58
-3

2-
11

40
   

FA
X/

02
58

-3
2-

11
21

開
業

時
間

/9
:0

0~
18

:0
0、

9:
00

~1
7:

30
(日

・
祝

の
み

)
お
休

み
/水

曜
日

U
R

L/
ht

tp
://

w
w

w
.k

om
es

an
.n

et

長
岡

９

・
年

中
を
通

し
て
多
く
の

種
や
花

、
資
材

を
取

り
扱

っ
て
い
る
店

で
す
。

・
配

達
は

旧
市

内
と
三
島

～
与
板

地
域

、
越

路
町
（
一
部

）
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
（忙

し
い
時

期
は

４
～

５
月
）

大
根

の
種

10
種

類
、

き
ゅ
う
り
の

種
２
０
種

類
な
ど

1つ
の

品
種

で
も
多
く
の
種

を
扱
っ

て
い
ま
す
。

種
は

1袋
に

50
～

70
粒

入
っ
て
い
ま
す
。

新
商

品

・
レ
タ
サ
イ
→
小

さ
な
白
菜

、
大
き
さ
は
タ
バ
コ
の
箱
よ
り
大

き
い
く
ら
い
で
す
。

・
サ
ラ
ダ
春
菊
→

水
洗
い
で
食
べ

ら
れ

る
春
菊

で
す
。

・
オ
レ
ン
ジ
美

星
→

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
の
一
種
で
す
。

・
サ
ク
サ
ク
王

子
→

イ
ン
ゲ
ン
豆
の

一
種
で
す
。
食
感
が

サ
ク
サ
ク
し
て
い
ま
す
。

・
紅
し
ぐ
れ

大
根

・
レ
ッ
ド
キ
ャ
ベ
ツ

学
生

の
つ
ぶ

や
き

種
の

販
売
だ
け
で
な
く
、

1月
に
は

ハ
イ
ブ
長

岡
で
の

園
芸

フ
ェ
ア
に
参

加
し
た
り
と
積

極
的

に
活

動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
訪

れ
る
お
客

さ
ん
は

年
配

の
方
が

多
く
来

店
し
ま
す
。

店
内

に
は

季
節

ご
と
に
旬

な
野

菜
の

一
覧

が
貼

っ
て
あ
り
、
駅

長
の

古
山

さ
ん
は

と
て
も

話
や

す
く
、
種

や
野

菜
だ
け
の

こ
と
だ
け
で
な
く
色
々

な
事

を
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
林

薫

～
人

気
商

品
～

ネ
ギ
→
季
節
を
問
わ
ず
に
年
中
人
気
が
あ
り
ま
す

!!
枝

豆
→
荒

地
に
ま
い
て
も
、
育
て
る
こ
と
が

で
き
る
。

レ
タ
ス
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
→
家
庭
菜
園
で
人
気
が
あ
る
。

ほ
う
れ

ん
草
→
震

災
の

た
め
に
売

上
が
上
が
っ
た
。

長
岡

１
０

花
火
の
駅
・
長
岡
花
火
ワ
ー
ル
ド
悠

【
花
火
の
駅
・
長
岡
花
火
ワ
ー
ル
ド
悠
】

〒
94
0
-
0
85
3
 
長
岡

市
中
沢

3
-5
2
5
-
7

■
TE
L
･
F
AX
/
0
2
58
-
3
4
-8
7
3
1
 

■
開
業

時
間

/
1
0:
0
0
～
1
6
:
0
0

■
お
休
み

/
月

曜
日

～
水
曜

日

約
30

年
も
の
間
、
花

火
の
研

究
を
行

っ
て
い
る
館

長
の
長

谷
川

健
一

さ
ん
と
、
人
と
接

す
る
事

が
大

好
き
な
駅
長

の
長

谷
川
栄

久
子

さ
ん
が

2人
で
行

っ
て
い
ま
す

。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
と
し
て
コ
ー
ヒ
ー

（2
00

円
）
を
飲
み

な
が
ら
い
ろ
ん
な
人

と
交

流
で
き

ま
す
。
花

火
好
き
の
人

が
多
く
集

ま
り
花
火

の
話

に
花

を
咲
か
せ

て
い
ま
す
。

学
生

の
つ

ぶ
や

き
駅

の
雰

囲
気
や

館
長
、
駅

長
の
人

柄
が
と
て
も

馴
染

み
や

す
く
１
回

行
っ
た
ら
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
り

ま
す

!!そ
の
く
ら
い
オ
ス
ス
メ
で
す

!!
粉

川
大
樹

カ
フ
ェ
ス
ペ
ー

ス
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
を
設

け
ア
マ
チ
ュ
ア

カ
メ
ラ
マ
ン
の
作

品
を
展

示
す

る
場
に
な
っ
て
い
る
。

「
夏

季
限

定
お
み

や
げ
」
お

菓
子

屋
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
商

品
。

「
長

岡
大

花
火
パ
ッ
ク
」
を
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー

で
販

売
。

と
に
か
く
館

内
に
は
花

火
に
関

す
る
グ
ッ
ズ
が
い
っ
ぱ

い
!!花

火
好

き
の
方

は
も
ち
ろ
ん
、
ゆ
っ
く
り
コ
ー

ヒ
ー

を
飲

め
る
所
を
求

め
て
い
る
人

に
も
す
ご
く
オ
ス
ス
メ
で
す

!!!
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ま
ち
の

駅
越

後
の

米
穀

商
高
田

屋
【
㈱

高
田

屋
商

店
】

〒
94

0-
11

06
  長

岡
市

宮
内

2-
8-

32
営
業
時

間
日
の
出

～
日

の
入
り

休
日

日
曜
・
祝
日

TE
L 

 0
50

-3
37

8-
93

43
FA

X
02

58
-3

2-
80

08
U

RL
ht

tp
://

w
w

w
.k

os
ih

ik
ar

i.c
o.

jp
/

長
岡

１
２

学
生

の
つ

ぶ
や

き

周
り
の
古
い
町
並
み
は
と
て
も
い
い

雰
囲
気
で
す

。
学
園
祭

で
は

毎
年
こ
ち
ら
か
ら
お
米
買
っ
て
い
ま
す
。
米
袋
に
赤

ち
ゃ
ん
の
写
真

を
張
り
、
生
ま
れ
た
と
き
の
重
さ
の
お
米
を
入
れ
た

、
袋
詰
め
の
お

米
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
記
念
に
購
入
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

中
山
佳
之

高
田
屋
商
店
は
長
岡
市
で
明
治
時
代
か
ら
つ
づ
く
米

穀
商
で
す
。
「
安
心
し
て
」
「
お
い
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

新
潟

県
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
や

魚
沼

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
始

め
と
し
た
豊
富

な
種

類
か

つ
質

の
高

い
お
米

を
販

売
し
て

い
ま
す
。
お
客

様
に
喜

ん
で
召
し
上

が
っ
て
い
た
だ
け
る
お
米

を
厳

選
し
て
お
届

け
い
た
し
ま
す
。
ま
た
通

信
販
売
で
も
多
く
取

り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。
お
店
の
看
板
は
昨
年
の
秋
頃
新
し
く
さ
れ

た
そ
う
で
す
。 お
店

の
前

で
そ
ば

も
売

っ
て
ま
す

お
店
の
前

地
域

情
報

8月
第

2週
に
は
宮
内
夏
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

お
店

の
向

か
い

に
は

宮
内

地
区

出
身
の

画
家

秋
山

孝
氏

の
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
が

あ
り

ま
す

。
館

内
に

は
秋

山
孝

氏
が

描
い

た
お
よ
そ

60
点
の
ポ
ス
タ
ー
等
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
度
行
か
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

秋
山

孝
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

巨
大

だ
ん

ご
が

目
印
！

！

〒
94

0-
20

43
長

岡
市

宮
本

東
方

町
52

-1


TE
L/

 0
25

8-
47

-4
10

5
FA

X
/ 0

25
8-

47
-4

10
0


開

業
時

間
/ 9

:0
0～

18
:3

0
（
甘

味
喫

茶
・雪

甘
月

・ギ
ャ
ラ
リ
ー

10
:0

0～
17

:0
0ま

で
）


お
休
み

/ 元
旦

の
み


U

R
L/

 h
ttp

://
w

w
w

.e
-d

an
go

.c
om

長
岡

１
１

団
子

づ
く
り
は
、
ガ
ラ
ス
越

し
に
見

学
で
き
ま
す
。
団
子

に
笹

を
巻
く
手

早
さ
に
関

心
し
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
店

内
を
抜

け
裏

庭
を
行
け
ば
、

洋
菓

子
を
販
売

し
て
い
る

雪
甘
月
（ゆ

き
か
ん
げ
つ
）

が
甘
い
匂
い
を
漂

わ
せ

て
い
ま
す
。
モ
ダ
ン
な
雰
囲

気
を
体

感
し
な
が
ら
、
ロ
ー

ル
ケ
ー
キ

の
ふ

わ
ふ

わ
で

素
朴

な
味

を
楽

し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

学
生

の
つ
ぶ

や
き

素
敵
な

モ
ダ

ン
な
雰

囲
気

の
店

内
で

お
団
子

と
抹

茶
を
い

た
だ

き
、

と
て
も

お
い
し

か
っ
た
で

す
。

中
庭
が

と
て

も
素
敵

で
し

た
。ま
ち
の

駅
江

口
だ
ん
ご

【
江

口
だ
ん
ご
本
店

】

創
業

明
治

3
5
年

の
歴

史
あ
る
だ
ん
ご
屋

さ
ん
で
す
。

日
中

は
笹

だ
ん
ご
、
ち
ま

き
等

、
新

潟
の
伝

統
菓
子

を
製

造
し
て
い
る
工

程
を

地
元

の
古

民
家

を
再

生
し

た
店

内
で
ご
覧

い
た
だ
け

ま
す
。
甘

味
喫

茶
や

餅
菓

子
の
販
売

を
行

っ
て
い
る

他
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
併

設
し

て
い
ま
す
。

今
の
時

代
に
合
う
よ

う
に
工

夫
さ
れ

た
昔

の
技

術
が
、
あ
ち
こ

ち
に
見

ら
れ

ま
す
。

店
内
で
天

井
を
見

上
げ
れ

ば
、
雪
国

特
有

の
太

く
し
っ
か
り
し

た
梁
に
驚
き
ま
す
。

若
者
が
良
い
な
と
思

え
、
お
年
寄
り
が
懐

か
し
い
と
思

え
る
作

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

関
根

絢
也

２
階
に
甘
味

喫
茶

と
な
っ
て
お
り
、

安
ら
ぎ
を
も
た
ら
し
て
く
れ

ま
す
。

国
内
産

の
餅

米
と
よ
も
ぎ
の

新
芽
の

柔
ら
か

な
部

分
の

み
を
使

用
し
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
お
団
子

を
食

べ
な
が

ら
美

し
い
景

色
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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学
生

の
つ
ぶ
や

き

私
は
古

事
記

に
つ

い
て
全
く
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
関
根

さ
ん

の
お
話

を
聞

き
、
古

事
記
の
面
白
さ
に
触

れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
来

れ
ば
、
古

事
記
に
つ

い
て
の
話
は
尽
き
ま

せ
ん
よ
。

小
嶋
さ
や
か

〒
94
0-
20
32
 長

岡
市

石
動
町

33
2-
12

■
TE
L/
02
58
-8

4-
77
9
3

■
FA
X/
02
58
-8

4-
77
9
3

■
開

業
時
間

/1
0:
00
～

18
:0
0

■
お

休
み

/不
定

休
■

UR
L/

ht
tp
:/

/w
ww
.
ko
j
ik
i
.o

rg

古
事

記
に
関

して
こ
れ
ほ
ど
の
資

料
が

そ
ろ
っ
て
い
る
所
は
な
か
な
か
な
い
！

花
火

の
駅
の
長

谷
川

さ
ん
の
紹

介
で
平

成
２
３
年

か
ら
ま
ち
の
駅

に
な
り
ま
し

た
。
駅

長
の
関

根
聡

さ
ん
は
、
１
２
、
３
年

前
か
ら
古

事
記
を
研
究

して
い
る
そ

う
で
、
古

事
記

の
資

料
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
日
本

で
最
古
の
辞

書
や
古

事
記

の
資

料
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
見

せ
て
い
た
だ
き
ま
した

。
本

業
は
カ
メ
ラ
を
中

心
と
した

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

。
カ
メ
ラ
、
古

本
、
古

い
光

学
製

品
の
買

取
り
も
して

い
ま
す
。
ツ
ァ
イ
ス
の
じ
ゃ
ば
ら
カ
メ
ラ
を
中

心
と
した

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
レ
ト
ロ
で
素

敵
で
す
。

長
岡

１
４

１
階
は
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
お

り
、
カ
ラ
オ
ケ
も
あ
り
ま
す
！
ビ
デ
オ
や
写

真
撮

影
も
で
き
る
よ
う
、
設

備
が
整

っ
て

い
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
・演

劇
、
野

球
・
サ
ッ
カ
ー

等
の
撮

影
や
、
画

像
、
動
画

の
デ
ジ
タ

ル
処

理
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制

作
な
ど
、

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
作

業
も

承
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
ち
ら
は
駅

長
の
関

根
さ
ん
が
書
い
た
記

事
の
一

部
で
す
。

検
証

：
『古

事
記

』
上
巻
が
伝

え
る
歴
史
的
事

実

2
0
0
0
年

前
に
も
大

津
波
が
襲

来
。

作
成

： 2
01

1年
6月

11
日

古
事
記

研
究

会
関

根
聡

コ
ム

〒
94

0-
21

01
長
岡
市

寺
島

81
7

営
業

時
間

9:
00

～
19

:0
0

TE
L 

  0
25

8-
28

-1
93

0
FA

X 
  0

25
8-

21
-3

83
0

休
み

元
旦
の
み

U
RL

ht
tp

://
w

w
w

.to
-a

.c
o.

jp
/

こ
ち
ら
の
ま
ち
の
駅
は

ト
ー
ア

長
岡
本

店
で
す
。
国
道

8号
線
寺

島
町
交
差

点
そ
ば

。
神

仏
具
、
お
香
、
ロ
ー

ソ
ク
、
お
祭
り
用
品
等

、
品
揃
え
豊
富

で
す
。
史

跡
、
名
所
案

内
や
仏

壇
、
墓
石

、
霊

園
の
ご
相
談

等
、
お
気
軽

に
お
立

ち
寄

り
く
だ
さ
い
。
今

年
4月

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
、
全
天
候

型
の
墓

石
展
示

ス
ペ
ー
ス
が

で
き

ま
し
た
。
店
内
の

奥
の
方

に
は
テ
ー
ブ
ル
と
イ
ス
が
置

い
て
あ
り
こ
こ
で
休
憩

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

長
岡

１
３

学
生

の
つ
ぶ

や
き

店
内

は
広

く
て
明

る
く
清
潔

で
す
。
奥
の

方
に
は

休
憩

ス
ペ
ー
ス
が
設

け
て
あ
り
ま
す
。
新

し
く
で
き
た
全
天

候
型

の
墓

石
展

示
ス
ペ
ー
ス
で
雨

、
風

で
も
関

係
な
く
墓

石
を
見

る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
是
非
足

を
運

ん
で
み
て
下

さ
い
。

中
山
佳

之

ま
ち
の

駅
お
ま
つ
り
広

場
【
ト
ー
ア
㈱

】

店
内
の
様

子
1

お
店
の
前
で

全
天
候
型
の
墓

石
展

示
ス
ペ
ー
ス

店
内
の
様

子
2

Ⅱ- 66 



- 1
8 

- 
                        

 

ま
ち

の
駅

セ
ピ

ア
色

の
ま

ち
摂

田
屋

星
野
本
店

【
㈱
星
野

本
店
】

長
岡

１
６

学
生
の
つ
ぶ
や
き

お
店
の
中
は
と
て
も
落

ち
着
い

た
雰
囲
気
で
安
ら
ぐ
場
所
で
す
。

ま
ち
の
駅
周
辺
は
古
い
町
並
み

で
散
策

す
る
に
は

持
っ
て
こ
い
の

場
所
で
す
。
新
発
売
の
神
楽
南

蛮
味
噌
味
の
柿
の
種
は

ピ
リ
ッ
と

し
た
辛
さ
が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た

で
す
。
是
非
食
べ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

中
山

佳
之

新
発

売
神

楽
南
蛮

味
噌

味
の

柿
の
種

18
46

年
（
弘
化

3年
）
創
業
の
摂
田
屋
に
蔵
を
構
え
る
味
噌
･醤

油
醸
造
元
で
す
。
中
は

落
ち
着
い
た
雰
囲
気

で
蔵
の
梁
を
再
利
用
し
た
テ
ー
ブ
ル
や
イ
ス
な
ど
、
休
憩
で
き
る
場
所

が
あ
り
ま
す
。
醸
造
元
な
ら
で
は
の
逸
品

を
購
入
で
き
る
の
で
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
商
品
の
販
売
や
お
す
す
め

レ
シ
ピ
の
紹
介

を
し
て
い
る
の
で
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

売
上

N
o.

1の
神

楽
南

蛮
味

噌
中

は
こ
ん
な
感

じ

〒
94

0-
11

05
 長

岡
市

摂
田

屋
2-

10
-3

0
営

業
時

間
8:

30
～

17
:0

0
TE

L 
 0

25
8-

33
-1

53
0

FA
X

02
58

-3
5-

82
26

お
休

み
第

2・
4土

曜
、
日
曜

、
祝

日

U
RL

 h
tt

p:
//h

os
hi

no
-h

on
te

n.
jp

/

駅
長

の
星

野
さ
ん
と

三
階

蔵

ま
ち
の

駅
情

報
て
ん
こ
も
り

【
長

岡
観

光
案

内
所

】

長
岡

１
５

〒
9
4
0
-
0
0
6
1長

岡
市

城
内
町

2
-
7
9
4
-4

長
岡

駅
構

内
■
T
E
L
･
F
A
X
/0
2
5
8
-
3
6
-
35
2
0

■
開

業
時

間
/
9
:
3
0
～

1
8:
3
0

■
お

休
み

/
12
月

3
1
,
1
月
1
日

，
1
月

2日

紹
介

長
岡
駅

２
階
改

札
口

を
出
た
正

面
に
位

置
し
、
新

長
岡

１
１
地

域
の
観

光
情

報
、
イ
ベ

ン
ト
情

報
を
旅
行

者
な
ど
の
お
問

い
合

わ
せ

に
対

し
て
発

信
し
て
い
ま
す
。
市
外

か
ら

訪
れ
て
く
る
人
が

ほ
と
ん
ど
で
、
そ
う
い
っ

た
人

に
長

岡
の

良
い
所

を
紹

介
で
き
る
よ

う
日
々

努
力

し
て
い
ま
す
。
最

近
で
は

、
JR

利
用
の

人
だ
け
で
な
く
、
車
で
訪

れ
る
人

も
い
る
そ
う
で
す
。
観

光
案
内
、
道
案

内
を
は

じ
め
人
生

相
談

ま
で
も
親

身
に
な
っ
て
の

っ
て
く
れ
ま
す
。
長

岡
の
旅

の
出

発
点

と
し
て

ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

学
生
の

つ
ぶ
や

き

い
つ
で
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気

で
迎

え
て
く
れ
ま
す
。
人
生

の
新

た
な
出
発

点
と
し
て
も
ぜ

ひ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

南
雲

涼

長
岡

の
イ
ベ
ン

ト
情

報
や

観
光

ス
ポ
ッ
ト
の
資

料
・
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が

い
っ
ぱ

い
!！
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ま
ち
の
駅

長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

【
長

岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

】

長
岡

１
７

〒
94

0-
00

66
 長

岡
市
坂

之
上
町

1-
2-

1
■

TE
L/

02
58

-3
3-

21
11

FA
X

/0
25

8-
33

-2
10

6
■
開
業

時
間

/
■
お
休
み

/な
し

■
U

R
L/

 h
ttp

://
w

w
w

.n
ag

ao
ka

gr
an

d.
co

.jp

紹
介

長
岡
駅
か

ら
と
て
も
近
く
、
名

物
で
あ
る
伝

統
野

菜
を
使
っ
た
お

料
理
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
一
人

一
人

の
大
切

な
時

間
を
提
供
で
き
る
ホ
テ
ル

で
す
。
個
人

客
は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
、
旅

行
会
社
、
映
画

の
撮

影
、
と
に
か
く
さ
ま
ざ
ま
な
人

に
ご
利

用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ャ
ペ
ル
も
あ
り
結

婚
式
も
行

え
ま

す
。
さ
ら
に
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
催

し
て

い
ま
す
。
歴
史
あ
る
長

岡
の
発

信
基
地

と
し
て
ぜ

ひ
お
立

ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

学
生
の

つ
ぶ

や
き

長
岡
を
代
表
す
る
ホ
テ
ル
で
、
地
元

食
材
を
使
っ
た
料

理
や

お
酒

も
あ
る
の
で
県

外
の
方

や
長
岡

に
住
ん
で
る
人

で
も
贅

沢
な
時

間
を
過

ご
す
の

も
い
い
と
思

い
ま
す
！

！

南
雲
涼

神
楽

南
蛮

ジ
ャ
ム
や

長
岡

野
菜
ス
ー
プ
カ
レ
ー
な
ど
の
長

岡
の

食
材

を
使
っ
た
商

品
を

多
数

販
売

し
て
い
ま
す
。

ま
ち

の
駅

長
岡
大

学
【

長
岡

大
学

】
長
岡

１
８

〒
94

0‐
08

28
長

岡
市

御
山

町
80
‐8

TE
L：

02
58
‐3
9‐
16
00

FA
X
：

02
58
‐3
3‐
87

92
お

休
み

：
土

・
祝

入
試
日

・
年

末
年

始
U
RL

：
ht
tp
:/
/w

w
w
.n
ag

ao
ka

un
iv
.a
c.
jp
/m
‐

ce
nt
er
/I
nd

ex
.h
tm

l

長
岡

大
生
は

、
長

岡
市
内
は

も
と

よ
り
県

内
各
所

で
多

く
の
市
民

の
皆

様
と
一

緒
に
活

動
を

し
て
い
ま

す
。

長
岡

大
学
が

、
若

い
力
で
地

域
を

活
性
化

で
き
る

拠
点

に
な
れ
ば

と
考

え
て
い

ま
す
。

と
話

し
て
く
れ

た
駅

長
の
児

島
先
生

挑 戦 で き る 人 材 を 育 て る

ど こ よ り も 一 生 懸 命 に

大
学

内
は

設
備
が

充
実
！

２
階

学
生

ホ
ー
ル

で
の

休
憩

や
、

図
書

館
の

利
用
も

大
歓

迎
！

ま
た

、
学
内

ほ
と

ん
ど

の
場

所
で
無

線
ラ

ン
が

使
え

る
よ

う
に

な
り
ま

し
た

。
３
階

で
は

パ
ネ

ル
展

示
も
行

っ
て

い
ま

す
。

１
階
に

あ
る

発
行

物
は

、
ご
自

由
に

お
持
ち

帰
り

く
だ

さ
い

＾
＾

長
岡

大
学

の
ま

ち
の
駅

窓
口

は
３

階
の

生
涯
学

習
セ

ン
タ

ー
で

す
。

な
に

か
あ

れ
ば

い
つ
で

も
ど

う
ぞ

♪

図
書
館
案

内
開

館
時

間
：
月

～
金
曜
日

9：
00

～
18
：

45

学
外

の
方
は
入

管
時

に
「
長
岡

大
学

図
書
館

入
管

案
内

書
」
に
必

要
事

項
を
ご
記

入
の

上
、

カ
ウ

ン
タ
ー
へ

お
出

し
く
だ
さ

い
！

2階
学

生
ホ
ー

ル
1階

発
行

物
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー

大 学 内 の 様 々 な 施 設 認 知 度 は 、

ま だ ま だ 市 民 の 方 の み な ら ず 、

長 大 生 も 少 な い の で 、 学 生 た

ち に 知 っ て も ら う こ と が 、 長

岡 大 学 の ま ち の 駅 と し て の 役

割 な の か な ぁ と 感 じ ま し た 。

中 嶋 真 悠 美

学 生 の つ ぶ や き
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〒
９

４
０

－
０

０
８

８
長

岡
市

柏
町

２
－

１
－

８
■

TE
L/

０
２

５
８

－
３

２
－

０
３

８
１

■
FA

X/
０

２
５

８
－

３
４

－
０

０
１

７
■

営
業

時
間

/9
：
00

～
20
:0
0

■
休

み
/日

祝
年

末
年

始

日
本

酒
の
販
売
が

主
体
で
、

そ
の
他
に

も
ヘ
ル
シ
ー

な
お
弁

当
や
惣
菜

を
販
売
し

て
い
る
ま

ち
の
駅
で

す
。

日
本

酒
だ

け
で
も
１

０
０
種
類

以
上
の
品

ぞ
ろ
え
で
、
そ
の

中
で
も

特
に
売
れ

行
き
が
良

い
商
品
は

越
乃
寒
梅

と
雪
中
梅

だ
そ

う
で

す
。

日
本
酒
以
外

に
は
、
手

作
り
の
ハ

ン
バ
ー
グ

弁
当
が
人
気

商
品
で

す
。
こ
の

お
弁
当
は

、
買
う
時

に
ホ
カ
ホ
カ

の
ご
飯
を

入
れ
て

下
さ
る
の

で
、
い
つ

で
も
温
か

い
ご
飯
が

食
べ
ら
れ
ま

す
。

予
約

販
売
も
行

っ
て
い
て

、
気
軽
に

入
れ
る
お

店
な
の
で
、

是
非
利

用
し
て
み

て
く
だ
さ

い
。

学
生

の
つ

ぶ
や

き

お
酒
を
販
売

し
て
い
る
お
店
で
す
が
、
立
ち
寄

り
や
す
い
雰
囲

気
を
心
掛
け
て
い
る
ま
ち

の
駅
で
す
。

ま
ち
の
駅
の
方
は
優
し
い
人

ば
か
り
な
の
で
、
気
軽
に
お
酒
の
こ
と
な
ど
も

質
問

で
き
ま
す
。

手
作
り
の
お
弁
当
や
お
に
ぎ
り
は
、
栄
養
や
健

康
に
気
を
使
っ
た
オ
ス
ス
メ
商
品
で
す
。

お
店
を
訪
れ
た
時
に
は
、
ぜ
ひ
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

店
主
お
す
す

め
の
日
本
酒

「
米

百
俵
」

お
店
の
方
々

と
学
生
の
集
合
写

真
で
す
。

お
に

ぎ
り
と
惣
菜

で
す
。
ほ
か
に
も

た
く

さ
ん
の
お
弁

当
が
あ
り
ま
す
。

大
平

雅
史

長
岡

２
０

さ
か

や

Ｄ
ａ
ｔａ

〒
94

0
-2

10
4

長
岡

市
大

島
新

町
1
-
1-

15
Ｔ

Ｅ
Ｌ

：
02

58
-
27

-
48

11
（
代

）
Ｆ

Ａ
Ｘ

：
02

58
-
28

-
33

7
7

開
業

時
間

/
9
:0

0
～

19
:0

0 
休

み
：
な

し

お
店
の
看
板

犬
、

ナ
ナ
ち
ゃ
ん
（
右
写
真
）

と
ベ

リ
ー

ち
ゃ
ん
の
芸
も

見
せ

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ミ

ニ
長

生
橋

を
渡
っ
た
り
、

火
の

輪
く
ぐ
り
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な

芸
で

楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま

し
た
。
ナ
ナ
ち
ゃ
ん
と
ベ

リ
ー
ち
ゃ

ん
は
ま
ち
の
駅

の
イ

ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
た
こ

と
が

あ
り

ま
す
。

私
達
も
松
田

さ
ん

に
教
え
て
も
ら
い
、
体
験

さ
せ

て
も

ら
い
ま
し
た
が

「
待

て
」
を
き
い
て
も
ら
う

の
も
難

し
か
っ
た
で
す
・

・
。

松
田
ペ
ッ
ト
は
犬
・
猫
の
販

売
、

ト
リ
ミ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す

。
子
犬

や
子
猫
は
見
て
い
る
だ
け

で
癒

さ
れ
て
と
っ
て
も
可
愛
い
で
す

よ
！

ペ
ッ
ト
用
品
も
カ
ラ
フ
ル

で
可

愛
い
物
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

ペ
ッ

ト
向
け
の
泥
パ
ッ
ク
も
や

っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ー
ヒ

ー
、
お
茶
等
の

他
に

、
な
ん
と
無
料

の
公

衆
電
話
も
あ
り
ま
す
！
い

す
と

テ
ー
ブ
ル
も
あ
る
の
で
、

ち
ょ

っ
と
一
休
み
で
き
ま
す
♪

駅
長
の
松
田

保
夫

さ
ん
は
社
会
貢
献
の
意
味
も
込
め
て
、

ま
ち

の
駅

を
や
っ
て
い
て
、
「
儲
け

る
だ

け
で
な
く
、
世
の
中
に
貢
献
す

る
こ

と
で
、
人
間
的
に
も
企
業

と
し

て
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
と
思

う
。

」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。

可
愛

い
ペ

ッ
ト

に
会

い
に

来
て

ね
！

ナ
ナ

ち
ゃ
ん

・
ベ

リ
ー

ち
ゃ
ん

劇
場

♪

ま
ち

の
駅

の
看

板
が

目
印

長
岡

１
９

ま
ち
の
駅

松
田
ペ
ッ
ト

【
㈱
松
田
ペ
ッ
ト
】

学
生
の

つ
ぶ

や
き

子
犬
や

子
猫

が
可

愛
く

て
、

あ
っ

と
い

う
間

に
時

間
が

過
ぎ

て
し

ま
い

ま
す

。
小

嶋
さ
や

か
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Ｄ
ａ
ｔａ

〒
9
4
0
-
0
0
3
3

長
岡

市
今

朝
白

1
-
1
-
1
8

長
岡

Ｄ
Ｎ

ビ
ル

1
階

Ｔ
Ｅ

Ｌ
/
0
2
5
8
-
3
9
-
5
5
0
0

F
A

X
/
0
2
5
8
-
3
9
-
2
8
6
8

開
業

時
間

/
9
:0

0
～

1
8
:0

0
（
月

～
金

）
1
0
:0

0
～

1
6
:0

0
（
土

）

お
休

み
/
日

曜

U
R

L
/
 h

tt
p:

/
/
w

w
w

.f
m

n
ag

ao
ka

.c
o
m

Ｆ
Ｍ
な

が
お
か
は
長
岡
の
地
域
情
報
が
ま
る
わ
か
り

の
地

域
密
着
ラ
ジ
オ
局

で
す
。
地
域
の

情
報
を
発
信
し
、
人
を
取

材
し
、
イ
ベ
ン
ト

に
も
出
か
け
ま

す
！
駅
長
の
佐
野

護
さ

ん
は
、
朝
の
情
報
番

組
「
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

Ｏ
Ｎ
」
の
月
・

金
曜
日
の
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
を
さ
れ
て
い
て
、
と
て
も
美
声

で
し
た
。

地
域
の

人
に
ラ
ジ
オ
に
出
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
友
人

の
方
々
が
聞
い
て
く

れ
る
こ
と
が
嬉
し
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。

「
な
が

お
か
夢
ラ
ジ
オ
」
と
い
う
番
組
で
は
実
際
に

長
岡

の
中
学
生
が
ラ
ジ

オ
番
組
の
制
作

・
出

演
を
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
、
学
校
教
育

に
も
ラ
ジ
オ
が

使
わ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

東
日
本

大
震
災
で
は
、
現
地
の
ラ
ジ
オ
局
の
立
ち
上

げ
と

い
う
ハ
ー
ド
面
か

ら
、
放
送
の
中

身
と

い
う
ソ
フ
ト
面
ま
で

支
援
し
、
中
越
地

震
、
中
越
沖
地

震
の

経
験
を
か
な
り
活
か

す
こ
と
が
で
き
た

そ
う
で
す
。

今
後
は

、
例
え
ば
他
の
ま
ち
の
駅
を
取
材
し
て
放
送

す
る

な
ど
「
電
波
で
人

と
人
を
つ
な
ぐ

番
組

作
り
が
し
た
い
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。

ラ
ジ

オ
の

駅
【

F
M

な
が

お
か

】

各
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
の
司
会
も
務
め
る
佐
野
さ
ん
に
、
雪

国
な
ら
で
は
の
お
祭
り
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

小
国

エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
大
会

迫
力
満
点
の
雪
上
バ
イ
ク
レ
ー
ス

川
口

雪
積
み
合
戦

制
限
時
間
内
に
雪
を
積
み
上
げ
、
高
さ
を
競
い
ま
す

長
岡

２
２

長
岡
祭
り
で
は
現
地
か
ら
放
送
を
行
い
、
花

火
会
場
か
ら
離
れ
た
所
に
い
て
も
花
火
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
交
通
情
報
、

駐
車
場
情
報
も
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
便

利
で
す
よ
。

長
岡

祭
り
の
情

報
は

〈
F
M
三
尺
玉
〉

学
生
の
つ
ぶ
や
き

佐
野
さ
ん
は
と
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
、

私
た
ち
学
生
も

負
け
て
い
ら
れ
な
い
と
思
い

ま
し
た
！
長
岡

の
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に

司
会
と
し
て
も

行
っ
て
い
る
そ
う
な
の
で
、

ど
こ
か
で
会
っ

て
い
る
か
も
？
リ
ス
ナ
ー
は

主
に
４
０
～
５

０
代
だ
そ
う
で
す
が
、
若
い

人
に
も
聴
い
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

小
嶋
さ
や
か

ま
め

ま
め

の
駅

【
吉

田
屋

豆
富

店
】

長
岡

２
１

・
〒
94
0‐
08
61

  長
岡

市
川

崎
町
22
22

‐2
・
TE
L:
02
58

‐3
2‐
15

47
FA

X/
02
58

‐3
2‐
16
07

  
・
開

業
時

間
：
7:
00

～
19
:0
0

・
お

休
み

：
日

曜
・
祝

日
・
U
RL
:h
tt
p;
//
yo
sh
id
ay
a‐
10
2.
co
m
/

店
舗

情
報

・
訪

れ
る

人
は
30

代
～
60

代
の

主
婦

が
多

い
。

・
駅

名
の

由
来

は
、

地
域

の
人

に
馴

染
ん

で
も

ら
い

た
い

と
い

う
思

い
か

ら
つ

け
た

。

・
小

中
学

生
の

職
場

体
験

の
ひ

と
つ

に
と

う
ふ

作
り

を
や

っ
て

い
る

学
校

が
あ

る
。

・
駅

長
さ

ん
は

体
を

動
か

す
こ

と
が

好
き

で
、

趣
味

の
フ

ッ
ト

サ
ル

で
は

週
に
1回

～
２

回
仲

間
た

ち
と

活
動

を
し

て
い

て
、

長
岡

大
学

と
の

練
習

も
考

え
て

い
る

。

・
豆

腐
の

「
腐

」
に

し
な

い
の

は
、

イ
メ

ー
ジ

が
悪

く
な

る
か

ら
と

の
こ

と
。

地
域

情
報

・
古

民
家

再
生

委
員

会
の

広
報

紙
で

越
後

丘
陵

公
園

の
古

民
家

再
生

の
計

画
を

知
り

、
再

生
に

携
わ

る
N
PO

の
活

動
に

参
加

し
た

。
・
川

崎
地

区
で

は
、

冬
に

雪
上

ま
つ

り
を

行
っ

て
い

る
。

学
生

の
つ

ぶ
や

き
湯

葉
の

作
り

方
が

こ
ん

な
に

簡
単

だ
っ

た
！

ま
た

、
大

豆
を

使
っ

た
商

品
が

沢
山

あ
る

こ
と

を
知

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

そ
し

て
、

古
民

家
再

生
委

員
会

の
話

を
聞

い
て

、
長

岡
市

内
の

空
き

家
を

有
効

に
活

用
し

て
再

生
し

て
欲

し
い

と
思

い
ま

し
た

。

竹
内

祐
輝

豆
乳

お
か

ら
ド

ー
ナ

ツ
豆

乳
ご

ま
プ

リ
ン

当
店

の
人

気
商

品
長

岡
黒

い
な

り

湯
葉

の
簡

単
な

作
り

方
↓

豆
乳

を
温

め
て

ほ
っ

と
く
だ

け
で
O
K！

こ
れ

だ
け

で
、

湯
葉

や
さ

ん
よ

り
上

手
に

出
来

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
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大
口

れ
ん
こ
ん
お
菓

子
の

駅

【
丸

幸
菓

子
店

】

中
之
島

２
４

↑
見

附 上
越

新
幹

線

信
越

本
線

長
岡

見
附

線

8

新
組

北

新
組
南

丸
幸

菓
子

店

〒
95

4-
01

43
長
岡
市
池

之
島

19
95

-1
■

TE
L･

FA
X

/0
25

8-
24

-1
01

3
■
開
業
時
間

/8
:0

0～
18

:3
0

■
お
休
み

/火
曜
、
元

旦

店
紹

介

信
越

本
線
・
押
切
駅
近
く
の
菓
子
店
で
す
。
お
店
の
前

に
は
蓮
田
と
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
豊
か
な
田
園

風
景
の
真
ん
中

を
電
車
が
ゆ
っ
く
り
と
走
り
ま
す
。

中
之

島
特
産
の
大
口
レ
ン
コ
ン
を
使
っ
た
「
大
口
れ
ん
こ
ん
羊
か
ん
」
、

「
さ
く
ら
の
郷
」
、
「
れ
ん
こ
ん
さ
ぶ
れ
」
な
ど
が
全
国
観
光
御
土

産
連
盟
か

ら
推

奨
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
れ

ん
こ
ん
も
な
か

」
、
諏

訪
牛

乳
の

「
ミ

ル
ク
羊
か
ん
」
も
よ
く
売
れ

て
い
ま
す
。

学
生
の

つ
ぶ
や

き

れ
ん
こ
ん
サ

ブ
レ
は
サ
ク
サ
ク
し
て
い
て
と
て
も
お
い
し
か
っ
た

で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
手

土
産
に
も
最

適
だ
と
思
い
ま
す
！
！

南
雲
涼

れ
ん
こ
ん
サ

ブ
レ

れ
ん
こ
ん
羊

か
ん

れ
ん
こ
ん
も
な
か

オ
ス
ス
メ
商

品
!!

O
N

E
 L

O
V

E
 音

楽
の
駅

【
た
つ
ま
き
堂

】

〒
94

0-
00

71
長

岡
市

表
町

2-
2-

18
中

央
ビ
ル

1F
TE

L・
FA

X/
02

58
-3

1-
44

04
開

業
時

間
/1

2:
00

～
21

:0
0

お
休

み
/元

旦
の

み
U

R
L/

ht
tp

://
w

w
w

.ta
ts

um
ak

id
o.

co
m

/

長
岡

駅
大

手
口

か
ら

徒
歩

５
分

お
店
で
は
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
か
ら
買
い
付
け
て
き
た
音
楽

・雑
貨
品
や
県
内

出
身
の
作
家
さ
ん
が
デ
ザ
イ

ン
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
お
香

立
て
、
金

賞
を
と
っ
た
県
内
産
の
お
米
な
ど
様

々
な
も
の
を
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
家
族
で
来

れ
る
店
を
目
指

し
、
子
供

服
も
扱
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県

内
の
ク
ラ
ブ
、
ロ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ラ
シ
を
多
数
取

り
揃
え
て
い
ま
す
。

店
主
の
猪

俣
さ
ん
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
長
岡
で
、
長
岡
の
こ
と
に
つ
い
て
は
知
り
つ
く
し
て
い
ま
す
。
道
に
迷
っ
た
時
は
も
ち
ろ

ん
、
お
い
し
い
ラ
ー
メ
ン
屋
や
ロ
ー
カ
ル
な
遊
び
ス
ポ
ッ
ト
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
教
え
て
く
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
長
岡

大
学
の
近

く
で
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
見
た
そ
う
で
す
。

◆
ブ
ロ
グ

店
主

の
猪

俣
さ
ん
が

や
っ
て
ま
す
！

「
た
つ
ま
き
堂

店
主

の
ブ
ロ
グ
」

ブ
ロ
グ

ht
tp

://
ta

ts
um

ak
id

o.
bl

og
10

6.
fc

2.
co

m
/

長
岡

２
３

こ
の

店
に
し

か
な
い

よ
う
な

Ｃ
Ｄ
、

地
球
に

や
さ
し

い
服
等

を
取
り

扱
っ
て

い
ま
す

。
魚
沼

で
採
れ

る
無
農

薬
の
そ

ば
茶
が

オ
ス
ス

メ
商
品

で
す
。

カ
ッ
プ

ル
が
来

れ
ば
そ

の
カ
ッ

プ
ル
に

合
わ
せ

て
道
案

内
を
し

て
く
れ

ま
す
。

是
非
1
度

行
っ

て
み
て

く
だ
さ

い
。

～
学

生
の

つ
ぶ
や

き
～

関
根

絢
也

こ
の

お
店
で

し
か
聞

け
な
い

よ
う

な
音
楽
が

た
く

さ
ん

地
球
に
や

さ
し
い

服

ヒ
ッ

ト
商

品
の

1つ
!!

魚
沼
で
と
れ
る
無
農
薬

の
そ

ば
茶

県
内

出
身

の
作

家
さ

ん
が

デ
ザ

イ
ン

し
た

お
香

立
て

Ⅱ- 71 



- 2
3 

- 
                        

 

ま
ち
の

駅
中
之
島
ふ
れ
あ
い
市

【
農
産
物
直
売
所

中
之
島
ふ
れ
あ
い
市
】

中
之

島
２
６

中
之

島
ふ

れ
あ
い
市

〒
9
5
4
-
0
1
2
4
長
岡
市
中
之
島
7
7
3

■
T
EL

/0
25
8-

61
-2
9
04

FA
X/
02

58
-

6
6-
83
35

■
開
業
時
間
/
1
2
:
0
0
～
1
6
:
0
0

■
お

休
み

/
水

曜
日

店
紹

介

JA
に
い
が

た
南

蒲
管

内
で
収

穫
さ
れ

た
農

産
物

直
売

所
で
す
。
季

節
の

旬
な
野

菜
や

果
物

が
揃

っ
て
い
ま
す
。

品
質

に
こ
だ
わ

っ
た
地

場
野

菜
を
用

意
し
、
お
客

様
が

納
得

し
て
買

っ
て
く
れ

る
も
の

を
提

供
し
て
い

ま
す
。
今

年
か

ら
、
加

工
品

（
惣

菜
）
の

販
売
も
は
じ
め
ま
し
た
。

お
昼
頃
に
行
く
と
た
く
さ
ん
商
品
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
感

謝
祭

な
ど

の
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。

学
生
の
つ
ぶ
や
き

地
場
産
の
野
菜
が
あ
り
、
と
て
も
種
類
が
豊
富

で
し
た
。

ま
た
、
お
客

さ
ん
も
た
く
さ
ん
い
て
、
と
て
も
賑

わ
っ
て
い

ま
し
た
。
旬
の
新
鮮

野
菜
が

い
っ
ぱ
い
揃
っ
て
い
る
の

で
、

ぜ
ひ
行

っ
て
み
て
く
だ
さ
い

!！
南
雲
涼

生 産 者

が 野 菜

を 作 っ

て 売 る

楽 し み

消 費 者

が 野 菜

を 買 っ

て 食 べ

る 楽 し

み

中
の
し
ま

い
っ
ぷ

く
の
駅

【
い
わ
み
や
】

中
之
島

２
５

〒
9
5
4
-
0
1
2
4
長
岡
市
中
之
島
2
1
5
-
1

■
T
E
L
/
0
2
5
8
-
6
6
-
2
0
7
6

F
A
X
/
0
2
5
8
-
6
6
-
8
0
5
5

■
開
業
時
間
/
8
:
3
0
～
1
9
:
0
0

■
お
休
み
/
日
曜
定
休

紹
介

長
岡

市
の

北
の

玄
関
、
中

之
島

。
信

濃
川

、
刈

谷
田
川

に
囲

ま
れ

、
田
園

風
景

豊
か

な
人

情
味

あ
ふ

れ
る
地

域
で
酒

店
を
営

ん
で
い
ま
す
。
大

口
れ

ん
こ

ん
の

蓮
根

で
作

ら
れ

た
全

国
で
も
珍

し
い
「
ワ
イ
ン
風

れ
ん
こ
ん
酒

」
を
は

じ
め
た
く
さ
ん
の
お
酒
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
お
つ
ま
み
や

、
ギ
フ
ト
、

タ
バ

コ
な
ど
多

く
の

商
品

が
並

ん
で
い
ま
す
。 学
生
の

つ
ぶ
や

き

駅
長
さ
ん
と
お
茶
し
な
が

ら
、
お
話

し
て

い
る
と
時
間
を
忘
れ

て
し
ま
う
よ
う
な
と
て

も
あ
た
た
か

い
お
店
で
し
た
。

南
雲

涼

「
大

口
れ
ん
こ
ん
」
を
原
料
に
し
た
、
新
し
い
中
之
島

地
域

の
特
産
品
ワ
イ
ン
風
れ
ん
こ
ん
酒
「
蓮
の
花
」
。

ほ
の
か
に
甘
く
、
さ
わ
や
か
な
口
当
た
り
。

ア
ル
コ
ー
ル
分
は

13
.0
度
以
上

14
.0
度
未
満
で

甘
味

と
若
干
の

渋
み
で
食
前
酒
と
し
て
最
適

で
す
。

れ
ん
こ
ん
は
美
容
と
健
康
に
良
い
食
品
と
い
わ

れ
て
お
り
、
特
に
女
性
に
お
勧
め
の
一
品
で
す
。
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朝
日
郷

酒
と
食
と
文
化
の
駅

【
ひ
ね
り
も
ち
総
本
舗
】

越
路

２
８

〒
94
9‐
54
12

  長
岡

市
朝

日
58
4‐
3

TE
L:
02
58

‐9
2‐
60

70
FA

X/
02
58

‐9
2‐
61
92

開
業

時
間

9:
00
～
17
:3
0

(そ
ば

処
越
州

11
:0
0～

14
:0
0)

お
休
み

元
旦

の
み

U
RL
:h
tt
p;
//
w
w
w
.a
sa
hi
.c
o.
jp
/

e/
hi
ne

ri.
ht
m

店
舗
紹

介

・
駅
名

の
由

来
は
、
酒

が
ひ
ね
り
も
ち
総
本

舗
、

食
が
ひ
ね
り
も
ち
の
隣

に
あ
る
そ
ば
処

越
州

、
文

化
が
ひ
ね

り
も
ち
の
裏

側
に
あ
る
陶

芸
工
房

で
す
。

・
店
内

に
は
、
酒
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
酒

を
使
っ

た
お
菓

子
や
、
越

路
産
の
食

材
が
売

ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
朝

日
酒

造
の
お
酒

を
販

売
し
て
い

ま
す
。

・
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

・出
店
し
て
い
て
、
多

く
の
人

に
知
っ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。

・
一
通

り
日
本

酒
を
味
わ
っ
た
う
え
で
、
店

に
き

た
お
客

さ
ん
に
日
本

酒
の
説

明
を
し
て
い
る
。

・
若
者

に
日
本

酒
の
良

さ
を
知

っ
て
ほ
し
い
！

・
近
く
に
あ
る
も
み
じ
園
は
、
長

岡
屈

指
の
紅
葉

ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。

学
生

の
つ
ぶ

や
き

店
内

に
朝

日
酒

造
の

お
酒

が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

私
が

知
ら
な
い
お
酒

も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
も
み

じ
園
は

見
頃
に
な
る
と
夜

は
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ

、
と
て
も
き
れ

い
で
す
。

越
路

に
来

た
ら
立

ち
寄

っ
て
み
て
下

さ
い
。

竹
内

祐
輝

地
酒

シ
ョ
コ
ラ

県
内
の

地
酒

お
酒

た
っ
ぷ

り
で
、

大
人

の
ス
ィ
ー
ツ
！

陶
芸

工
房

そ
ば
処

越
州

絶
景
ス
ポ
ッ
ト

近
く
に
あ
る
も
み
じ
園
は
、

長
岡

で
一

番
の
紅

葉
が

み
れ
ま
す
よ
！

メ
デ
ィ
ア
さ
ぽ
ー
と

ま
ち
の
駅

【
原

田
通

機
・
情

報
サ

ー
ビ
ス
】

中
之
島

２
７

学
生
の

つ
ぶ

や
き

駅
長
さ
ん
は

と
て
も
地

域
貢
献
や
地
域

の
発

展
に
積

極
的
な
方
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
交

流
に
も
積
極

的
な
の
で
、
気
軽

に
行
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
！

南
雲
涼

店
舗
紹
介

光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
や

、
中

之
島
地
域
に

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
広
め
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
駅
長
の
原

田
さ
ん
は
地
域
の

人
の
た
め
に
無

料
で
の
ケ
ー
ブ
テ
レ
ビ
の

局
の
見
学
会
な
ど
行

っ
て
い
ま
す
。

長
岡

市
中
之
島
地

域
で
は

22
年

春
に
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
ど
こ

で
も
視
聴
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

市
は

、
中

之
島
地
域
の

世
帯

の
3

割
ほ

ど
の

加
入
を
見
込
ん
で
い

ま
し
た
が

、
実

際
に
は

1割
程
度

の
加

入
し
か
な
く
、
そ
れ
で
は

も
っ
た
い
な
い
と
考
え
、
も
っ
と
広

め
て
い
こ
う
と
決
意

!!

毎
月

、
相

談
会
な
ど
の
い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〒
95

4-
01

24
新

潟
県

長
岡

市
中

之
島

41
7-

10
TE

L0
25

8-
66

-0
32

1
FA

X
02

58
-6

6-
03

25
営

業
時

間
：

8時
30

分
～

17
時

30
分

定
休

日
：
日

曜
日
、
祝
日

、
第
２
、
第
４
土

曜
日
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繋
が
り
の
駅

成
田

屋
【
酒

商
成

田
屋

】

越
路

３
０

〒
94
9‐
54
11

長
岡

市
来

迎
寺
19
05

TE
L:
02
58

‐9
2‐
24

78
FA
X:
02
58

‐9
2‐
56

78
開

業
時

間
;7
:0
0～

19
:0
0

お
休

み
：
元

旦
の

み

成
田
屋

さ
ん
の
情

報
・
周

辺
情
報

・
お
客

さ
ん
が

多
く
来

る
の

は
お
盆

時
で
、
中

元
で

酒
を
求
め
て
来

て
い
る
。

・
秋

に
や

っ
て
い
る
こ
し
じ
秋

ま
つ
り
で
は

他
の

店
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
る
。

・
越
路
で
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
焼
肉
屋
す
み
よ
し

に
は
酒
の
提
供
を
し
て
い
て
、
全
て
の
焼
肉
が
お
い

し
い
。

・
近

く
に
若

者
の

た
ま
り
場

は
な
い
た
め
、
駅

長
さ
ん

の
長
男
が
近
く
に
住
ん
で
い
る
２
０
代
の
人
を
集
め

て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
し
な
が
ら
交
流
を
し
て
い

る
。

・
酒

屋
さ
ん
の

店
頭

に
つ
る
し
て
い
る
す
ぎ
玉

は
、

お
酒

と
と
も
に
作

り
始

め
、
最

初
は

青
緑

か
ら
変

わ
り
赤

に
な
っ
た
ら
美
味
し
く
な
っ
た
合
図
で
す
。

畑
で
採

れ
た
夏

野
菜

当
店

お
勧
め
の

越
州

と
影

虎
、
お
会

計
の

脇
に
置

い
て
る
お
し
ゃ
れ
な
灰

皿
で
す
。

お
酒

が
苦

手
な
人

の
た
め
の

お
す
す
め
割

り
方

・
日

本
酒

に
三

ツ
矢

サ
イ
ダ
ー

・
に
ご
り
酒

に
ピ
ー
チ
リ
キ
ュ
ー
ル
な
ど

学
生
の
つ
ぶ
や
き

こ
こ
の

ま
ち
の

駅
は

、
私

の
同

級
生

の
家

の
人
が

や
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

若
者

た
ち
は

あ
ま
り
日

本
酒

を
飲

み
ま
せ

ん
が
、
炭
酸
な
ど
で
割
っ
て
飲
ん
で
少
し
で

も
日
本
酒

の
良
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
し
た
。

竹
内

祐
輝

越
路

古
民

具
の

駅
【

㈱
井

口
製

材
所

】

井
口
製
材
所
は
建
築
資
材
の
木
材
を
加
工
・
販
売
し
て
い
ま
す
が
、

扱
っ
て
い
る
も
の
は
新
し
い
木
材
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

古
民
家
の
解
体
の
際
に
出
る
、
柱
や

梁
な
ど
の
味
の
あ
る
「古

材
」
、
た

ん
す
や
ラ
ン
プ
等
の
「
古
民
具
」
、
欄
間
や
ふ
す
ま
等
の
「
古
建
具
」
も
扱
っ

て
い
ま
す
。
古
材
買
取
を
踏
ま
え
た
、
古

民
家
の
解
体
も
行
っ
て
い
ま
す
。

古
材

・
古
建
具

は
居
酒
屋
や
飲
食
店
、
住
宅
な
ど
に
使
わ
れ
て
お
り
、

一
つ
一
つ
、
色
や
形
、
木
目
な
ど
が
違

っ
て
味
が
あ
り
、
ぐ
っ
と
良
い
雰
囲

気
が
出
ま
す
。
生
活
に
潤
い
と
癒
し
を
与

え
て
く
れ
ま
す
よ
。

７
つ
の
古
材
倉
庫
に
は
、
駅
長
の
井
口

由
久
さ
ん
が
集
め
た
蔵
の
扉
や

様
々
な
古
民
具
、
古
建
具
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

学
生

の
つ
ぶ
や
き

見
た
こ
と
の
な
い
も
の
が
沢
山
あ

り
、
何
に
使
う
物
な
の
か
考
え
な
が

ら
見
る
の
が
面
白
か
っ
た
で
す
。
今

ま
で
に
な
い
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
イ

ン
テ
リ
ア
シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う
で
し
た
。

是
非
気
軽
に
足
を
運
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

小
嶋
さ
や
か

こ
れ
は
何

だ
ろ
う
・
・
？

ア
イ
デ
ィ
ア
次
第
で
使
い
方
い
ろ
い
ろ

古
材
・
古
民
具
・
古
建
具
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア
次
第
で
使
い
方
が
自
由

に
広

が
る
楽

し
み

が
あ
り
ま
す
。

左
の
写

真
は
昔

の
ハ
エ
取
り
だ
そ
う
で
す

が
、
今

な
ら
お
洒
落
な

照
明

に
使

え
そ
う
で
す
。
他
に
も
気
軽

に
使
え
る
面

白
い
も
の
が
沢

山
あ
り
ま
し
た
！

右
の
写

真
は
、
古
材
と
ガ
ラ
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
照
明
で
す
。
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
と
木
の
工
房
が
あ
り
、
井
口
さ
ん
ご
夫

婦
と
仲
間
の
方

で
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す

。

D
at
a

〒
9
49
-5
41
6

長
岡
市
不
動
沢
5
68
-
1

T
E
L
/0
25
8-
92
-2
3
57

F
A
X
/0
25
8-
92
-3
4
19

開
業
時
間
/
9:
0
0～

17
:0
0

お
休
み
/
4～

1
1月

無
休

12
～
3月

土
・
日
・ 祝

日
休
み

U
R

L
/

ht
tp

://
w

w
w

.e
-h

ou
se

.c
o.

jp
/ig

ut
i-s

ei
za

is
ho

/

駅
長
の
井
口

由
久
さ
ん
と
「
丈
夫
で
味

の
あ
る
古
材
を
次
の
世
代
に
残
し
て

い
き

た
い
。
」
と
語
る
奥
様
の
康
子
さ
ん
。

珍
し
い
両
開
き
の
蔵
の
扉

手
斧
（ち

ょ
う
な
）の

跡
が
味
わ
い
深
い
古
材

越
路

２
９
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ほ
た
る
焼

き
と
せ

ん
べ

い
峠
の

駅
【
岡

鶴
堂

菓
子

舗
】

越
路

３
２

〒
94
9‐
54
13
長
岡

市
沢
下

条
48
8‐
2

TE
L/
FA
X：

02
58

‐9
2‐
49

63
開
業
時

間
：
9：
00
～
18
：0
0（

月
～

金
）

9：
00
～
17

：0
0（
土

・日
・祝

）
お
休

み
：元

旦
の

み

岩
塚
製

菓
の
工

場
が

ス
グ
目
の
前

！
出
来
た
て
の

米
菓

を
直
販

し
て
い
ま
す
♪

♪
♪

今
年
か
ら
、
し
ょ
う
ゆ
赤
飯

「
万

吉
」
の
販
売
も
始
め
ま
し
た
！

岡
鶴

堂
菓
子
舗

に
新
し
い
仲
間
が
加

わ
り
ま
し
た
！

そ
の
名

も
「
ほ
た
る
焼
き
」
1個

12
0円

ホ
タ
ル
の

形
を
し
た
生
地
の
中

に
、
お
な
か
は
自
家
製

あ
ん
、
お

し
り
は
カ
ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー
ム
が
入
っ
て
い
ま
す
♪

世
界
で
こ
こ
し
か
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
！
一
度
、
ご
賞
味
あ
れ
♪

看
板
娘
の

あ
ん
こ

ち
ゃ
ん
で
す
♪

し
ょ
う
ゆ
赤
飯
「
万
吉
」
は
一

度
食
べ
て
み
る
価
値
ア
リ
で
す
＾＾

頂
い
た
お
せ
ん
べ
い
も
、
と
っ
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
♪

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
等
が
あ
れ
ば

お
店
を
積
極
的
に
出
店

し
た
い
と

話
し
て
く
れ
た
駅
長

の
吉
岡

さ
ん
。

地
域

に
対

す
る
思

い
入

れ
も
強
く
、

高
齢
化
に
負
け
ず
地
域

を
に
ぎ
や

か
に
し
て
い
き
た
い
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
！

中
嶋
真
悠
美

学
生
の
つ
ぶ

や
き

数
十
種

類
の
様

々
な
お
か
き
が
袋
詰

め
さ
れ

て
売

っ
て
い
る
よ
♪

ま
た
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
あ
ま
り
出
回

ら
な
い
お
せ

ん
べ
い
が
コ
コ
に
は

あ
る
か
も
・・

・
？

し
か
し
！
！

！
直

売
所
で
人
気
で
も
、
全
国
的
に
人
気
が

な
く
な
れ
ば

生
産
中
止

な
ん
て
こ
と
も
・・
・´

д｀

新
た
に
生

ま
れ
変

わ
る

岡
鶴

堂
菓

子
舗
に
期

待
！

オ
ス
ス
メ
お
か
き
ベ
ス
ト
３
♪

↑

↑

朝
日

親
沢

町

岩
塚

製
菓

コ
ン

ビ
ニ

大
積

来
迎
寺

駅

岡
鶴
堂

菓
子
舗 ↓
小
国

4
0
4

M
A
P

D
at
a

〒
94

9-
5
41
4
長

岡
市

飯
塚

2
19
1
-9

T
E
L
：0
2
58
-
92
-
64
7
7

F
A
X
：0
2
58
-
92
-
51
05

開
業

時
間

：8
:3
0～

1
7:
30
（月

・
火
・木

・金
）

10
:0
0～

16
:0
0（
土
・
日
・祝

）
お
休

み
：
水
曜

日
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：
ht
tp
:/
/
w
w
w
.d
-i
w
at
uk
a.
co
.jp
/

宝
徳

山
稲

荷
大

社
の

す
ぐ
近
く
に
あ
る
ド
リ
ー
ム
岩
塚

さ
ん
。

地
元

の
農

家
（約

２
０
軒
）か

ら
買

い
取
っ
た
野
菜

を
多

く
使
用

し
た
漬

物
や
、
梅

干
、
梅

エ
キ
ス
な
ど
の

製
造

、
販
売

を
し
て
い

ま
す
。
手
作

り
で
漬
け
、
保
存

料
・
着
色

料
な
ど
の
添

加
物

を
使
用

し
て
い
ま
せ
ん
。

漬
物

は
大

根
や

ズ
イ
キ
の

甘
酢

漬
け
、
わ
ら
び
醤
油

漬
け

み
ょ
う
が
味

噌
浅

漬
け
の

他
に
、
季
節

の
漬

物
や

こ
だ
わ

り
の

漬
物

が
あ
り
ま
す
。
商
品

は
見
て
い
る
だ
け
で
ご
飯
が

食
べ

た
く
な
り
ま
す
よ
！

学
生

の
つ
ぶ

や
き

普
段
、
な
ん
と
な
く
し
か
考

え
て
い
な
か
っ
た
「食

」に
つ
い
て

改
め
て
考

え
る
お
話

し
を
聞
か

せ
て
頂

き
ま
し
た
。
今
ま
で
と
は

違
っ
た
視
点

で
食
品
を
見
て
み

よ
う
と
思

い
ま
し
た
。 小

嶋
さ
や

か

柔
ら

か
さ

を
活

か
し

た
「

十
全

な
す

浅
漬

」

駅
長

の
内

藤
敦
さ
ん
は
「
若

い
人

は
、
う
ま
い
、

ま
ず
い
に
関
係

な
く
、
ま
ず
は
自

分
で
料
理
を
し
て

み
て
欲

し
い
。
作

物
を
作
っ
て
み
て
欲
し
い
。
そ
う

す
る
と
、
食

べ
物

の
あ
り
が

た
み

が
わ

か
る
。
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
そ

ん
な
ド
リ
ー
ム
岩

塚
さ
ん
の

思
い
が

伝
わ
り
ま
す
。

今
後
は

若
者

に
漬

物
の

漬
け
方
を
教
え
た
り
し

た
い
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

梅
エ
キ
ス

は
、
新

鮮
な
青
梅

を
穀
物

酢
や
オ
リ
ゴ
糖
な
ど
に
漬
け
込

ん
だ

天
然
搾

り
の

梅
果

汁
で
す
。

◎
ク
エ
ン
酸
が

豊
富

◎
オ
リ
ゴ
糖

使
用

で
お
腹

に
優
し
い
！

４
倍
に
薄
め
て
飲
ん
だ
り
、
牛

乳
や

焼
酎
の

水
割
り
も
お
す
す
め
で
す
。

お
料
理

に
も
使

え
ま
す
。

梅
干

は
昔
な
が
ら
の
塩

分
少
な
め
、
漬
け
込
み
塩

分
１
０
％

で
す
。

こ
の

梅
干

、
実

は
昔

の
あ
る
出

来
事

か
ら
誕

生
し
ま
し
た
。

気
に
な
っ
た
方
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
梅
干

誕
生

秘
話
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

長
岡

３
１

梅
の
汁
を
じ
っ
く
り

煮
込
ん
で
作

っ
た

梅
肉

エ
キ
ス
も
あ

り
ま
す
。
昔
は
こ
の

あ
た
り
の
地
域
で

は
薬
代
わ
り
に
舐

め
て
い
た
そ
う
で

す
。
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ま
ち

の
駅

喜
芳

【
花

み
ず

き
温

泉
旬

食
・

ゆ
処

・
宿

喜
芳

】

三
島

３
４

〒
94

0-
23

14
 長

岡
市
上
岩

井
69

64
・

TE
L;

02
58

-4
2-

41
26

・
FA

X
/0

25
8-

92
-4

22
6

・
開
業

時
間
；

10
:0

0～
22

:0
0

・
お
休

み
：
年
中
無

休
・

U
RL

:h
ttp

://
w

w
w

.k
ih

ou
.jp

/

無
料
で
入
れ
る

足
湯
だ
か
ら
、

喜
芳
に
来
た
ら

入
っ
て
み
て

ね
♪

学
生
の
つ

ぶ
や
き

無
料
の
足
湯

を
利
用
す
る
人
が

１
日

で
約
２
０
人
利

用
し
て
る
こ
と
に

驚
い

た
。

５
種
類
の
露
天

風
呂
を
楽
し
め
る

と
の

事
な
の
で
、
疲

れ
た
時
に
こ
こ
に

行
っ

て
み
た
い
で
す

。
竹
内

祐
輝

駅
の

紹
介

喜
芳
は
長

岡
市
古
正
寺
か
ら

車
で
１
５
分
の
と
こ

ろ
に
あ
り
、

休
日
に
は
多

く
の
人
が
利
用
し

て
ま
す
。

喜
芳
の
温

泉
は
福
道
の
建
設

会
社
が
立
ち
上
げ
た

温
泉
で
、

大
浴
場
・
岩

露
天
風
呂
・
泡
風

呂
・
陶
器
露
天
風
呂

・
ひ
の
き

露
天
風
呂
と

い
っ
た
お
風
呂
を

楽
し
む
こ
と
が
出
来

ま
す
。

旬
の
食
材

を
使
っ
た
お
料
理

を
堪
能
で
き
、
宴
会

や
宿
泊
も

で
き
ま
す
。

各
部
屋
か

ら
庭
園
を
眺
め
ら

れ
る
構
造
に
な
っ
て

い
て
、

夏
に
開
か
れ

る
三
島
ま
つ
り
で

は
喜
芳
の
前
で
花
火

が
見
れ
て
、

絶
好
の
場
所

で
す
。

三
島

の
特

産
物

お
酒
・
味
噌

な
ど
が
あ
り

ま
す
。

入
館

入
浴
料
→
平

日
大
人
８

０
０
円

休
日
１
，
０

０
０
円

１
７

時
以
降
は
割

引
が

あ
り
ま
す
。

※
お
食
事
の
み

の
利
用
は
か

か
り
ま
せ

ん
。

三
島

３
３

〒
9
4
0-
2
31
3

長
岡

市
吉
崎
7
5

■
T
E
L/
0
25
8
-
42
-
20
1
6

■
F
A
X/
0
25
8
-
42
-
28
3
9

■
開

業
時
間
/
7:
0
0～

1
8:
30

■
お

休
み
/不

定
休

三
島
の

お
酒
を

中
心
に
扱
っ

て
い
る

高
野

屋
さ
ん

。
駅
長

の
関
充

夫
さ
ん

は
お

忙
し
く

、
不
在
な
こ

と
が

多
い

た
め
、

お
客
さ

ん
に

合
っ
た

お
酒
を
お
す

す
め

し
た

い
け
れ

ど
な
か

な
か

難
し
い

そ
う
で
す
。

代
わ

り
に

可
愛
い

鯉
が
出

迎
え

て
く
れ

ま
す
。

お
店
の

外
に
は

珍
し
い
瓶
ジ

ュ
ー
ス

の
自

動
販
売

機
が

あ
り
ま

し
た
。

「
懐

か
し
い

ね
～
」
と
言

っ
て

買
っ

て
い
く

方
も
い

る
そ

う
で
す

。
私
た
ち
は

初
め

て
見

ま
し
た

！

充
夫
さ
ん
は

、
田
植
え
か
ら

酒
づ
く
り
を

行
う

「
和
創
良

酒
の
会
」
の
世

話
人
で
も
あ

り
ま

す
。

こ
の
会
で
は

農
家
、
酒
蔵
、

地
域
内
外
の

応
援

団
(
会
員
)
で
連
携
協
力

し
、
田
植
え
・

草
取

り
・
酒
の

仕
込
み
や

し
ぼ
り
な

ど
を
体

験
し

、
日
本
酒

を
つ
く
り
上
げ

て
い
く
そ
う

で
す

。
田
植
え

な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
の
際
に
は

、
お
手

製
の
蒸
し

焼
き
窯
で
ピ
ザ

を
焼
い
た
り

、
地
元

の
山
菜
料

理
な
ど
も
振
舞

う
そ
う
で
す

。
ぜ
ひ

参
加
し
て

み
て
は
い
か

が
で
し

ょ
う

か
。

会
費

：
１

口
1
0
,0
0
0円

年
６

本
の
和
創

良
酒
を
お
届
け

日
本

酒
と
い
う
結
晶

を
つ
く
り
上

げ
る

わ
そ
う
り
ょ
う
しゅ

「
和
創
良
酒
の
会
」

か
わ
い
い
鯉
が

お
出
迎
え
❤

学
生
の
つ
ぶ
や

き

駅
長
の
関
さ
ん
は
気
さ
く
な

方
で

、
ま

ち
の
駅
の
あ
り
方
に

つ
い

て
い

ろ
い

ろ
お
話
を
伺
わ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

気
に
な
っ
て
い
た
和
創
良
酒

の
会

の
お

話
も
聞
く
こ
と
が
で

き
、

他
の

地
域
で
も
こ
う
い
っ

た
体

験
型

の
何
か
が
で
き
る
の

で
は

、
と

参
考

に
な

り
ま

し
た
。

小
嶋
さ
や
か

ビ
ン
ジ
ュ
ー
ス
の

自
動
販
売

機
１
本
８
０
円

栓
抜
き
が
つ
い
て
い
ま
す
！

大
き
な
鯉

が
出

迎
え
ま
す
❤
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毎
週
日

曜
日
に
竹

沢
住
宅

脇
で
直
売

所
を
や
っ
て
い
ま
す
。

市
街
地
よ
り
も
安
く
新
鮮
な
も
の
を
購
入

で
き
ま
す
。
6
月
末

ま
で
は
山

菜
、
夏
は
野

菜
、
秋
は
キ
ノ
コ
が
売

ら
れ
て
い
ま
す
。

春
は
お
餅
を
つ
き
ま
す
。
夏
は
く
じ
ら
汁
、
秋
は
と
ん
汁

風
の

き
の
こ
汁
を
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
販

売
し
て
い
ま
す
。

お
盆

祭
り
は
地
域
ご
と
に
あ
り
、
お
こ
わ
を
販
売

し
て
い
ま
す
。

1
1
月
3
日

に
は
産

業
祭
り
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
つ
き
、

汁
ふ
る
ま
い
、
焼
き
芋
、
鯉
、
野
菜
直

売
等
。

ま
ち
の
駅

に
登
録
し
た
の
は
平
成

2
0
年

1
1
月

。
一

番
の
目

的
は
、
県
外
の
お
客

さ
ん
に
山
古

志
が
復

興
し
た
こ
と
を
伝

え
る
こ
と
。
談

笑
を
交

え
て
休
め
る
場
所

を
提
供

し
、
山
古

志
に
来
て
よ
か
っ
た
、
ま
た
山
古
志
に
来

た
い
と
思
え
る
よ
う
な

場
所
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

中
越
地

震
当
時
、
テ
レ
ビ
で
報

道
さ
れ
た
山

古
志
の
状
態
は

山
が
崩

れ
、
水
が
溜
ま
り
、
国
道
が
機

能
し
な
く
な
っ
た
悲

惨
な
も
の
で
し
た
。

現
在
は
地

震
の
爪

あ
と
も
殆
ど
姿
を
消

し
、
地

震
の
悲

惨
さ

を
直
接
目

の
当
た
り
に
す
る
の
は
難
し
い
で
す
。
お
客

さ
ん
に

震
災
当
時

の
様
子

を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
駅

長
さ
ん
を
含

め
た
６
人

で
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
山
古

志
地
域

復
興
支

援
セ
ン

タ
ー
山
古

志
サ
テ
ラ
イ
ト
ま
で
！

山
古

志

３
６

山
古

志
支
所

羽
黒

ト
ン
ネ

ル

↓
堀
之

内

見
附

理
容

ほ
し

の

栃
尾

中
山

ト
ン

ネ
ル

中
山

隧
道

●
山
古

志
闘

牛
場

2
9
1

3
5
2

1
7

〒
94

7-
02

04
長
岡

市
山
古
志

竹
沢
甲

20
-4

■
TE

L･
FA

X 
/ 0

25
8-

59
-2

20
7

■
開

業
時
間

/ 8
:0

0～
19

:0
0

■
お
休
み

/ 月
曜
、
第

1火
曜
、
第
３
日
曜

毎
週
日
曜

日
、
仲
間
と
竹

沢
公
営
住

宅
脇
で
、

山
菜
・野

菜
・錦

鯉
の
直
売

を
や
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
も
ち
や
、
き
の
こ
汁
も
作
っ
て
い
ま
す
。

床
屋
を
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て

お
茶
や

ら
話

し
や
ら
を
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

学
生
の

つ
ぶ
や
き

夏
に
な
れ
ば
多
く
の
ホ
タ
ル
が
見
ら
れ
る
と
の
こ
と

!!ホ
タ

ル
を
見

た
け
れ
ば
山
古

志
へ

。
い
や
、
山
古
志
の
こ
と
な

ら
「
理
容
ほ
し
の
」
へ

！
関

根
絢
也

多
く
の
ホ
タ
ル

が
見
ら
れ
る
！

バ
イ
ク
で

の
ツ
ー
リ

ン
グ
に

お
す

す
め
!!

可
愛
い
ワ

ン
ち
ゃ

ん
が
お
出
迎

え

ふ
く
い
ち

D
at
a

〒
9
4
0
-2
3
06

長
岡

市
脇

野
町

46
7

■
T
E
L
/
0
25
8
-4
2
-2
41
6

■
F
A
X
/0
2
5
8-
4
2-
4
44
3

■
開

業
時

間
/
7
:0
0
～
2
0:
0
0

■
お
休
み

/元
旦
の

み

三
島

３
５ 地
元

三
島

の
銘
酒

住
乃
井

･福
扇

・
越
の
白
雁

や
や

辛
口

な
が

ら
飲
み
や

す
く
、

普
段
日
本

酒
を
飲

ま
な
い
人

に
も

お
す
す
め
。
根
強

い
人
気
商

品
で
、

県
外
か
ら
訪

ね
て
来
る
人
も
い
る

そ
う
で
す
。

み
し
ま
交
流

セ
ン
タ
ー
の
隣

に
あ
る
、
す
み

よ
し
屋
さ

ん
は
地

元
三

島
の

お
酒
を
中
心

に
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。
す
み

よ
し
屋
さ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

お
酒
「
い
ん
ご
こ

き
」
は

根
強

い
人

気
が

あ
る
そ
う
で
す
。

最
近
は

若
い
人

が
日

本
酒
を
あ
ま
り
飲

ま
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
駅

長
の
田

中
順

子
さ
ん
が

「お
酒

も
い
ろ

い
ろ
な
味
が

あ
り
面
白

い
で
す
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
の
が

印
象

的
で
し
た
。

越
後
三
島

う
ん
め
も
ん
の
会

す
み

よ
し
屋
酒

店
、
島

屋
米

穀
店

、
（
株
）

ま
る
や

君
が

代
、
柳
醸

造
株

式
会

社
が
こ
の

会
に
入

っ
て
い
ま
す
。
三

島
の

酒
、
麺
、
米
、

味
噌

、
漬
物

等
の

、
う
ん
め
も
ん
（
美
味

し
い

物
）
を
扱

っ
て
い
て
、
各
店

で
お
互
い
の

商
品
を
紹

介
し
た
り
、
お
祭
り
に
出

店
す
る
活

動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ど
れ
も
と
て
も
美

味
し
そ
う
で
し
た
。
三

島
の
う
ん
め
も
ん
を
お
酒
と
一

緒
に
い
か
が

で
し
ょ
う
か

。
商
品

は
全

国
発

送
し
て
い
ま
す
。

学
生
の
つ
ぶ
や

き

お
話
を
伺
う
中

で
、
地
域

の
活
性

化
を
望

む
熱
い
思
い
を
感

じ
ま
し
た
。

三
島
に
は
お
酒

に
合
う
美

味
し
い
物

が
あ
る
と
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
、

喜
芳
の

お
風
呂

と
一
緒

に
三
島
の

お
酒
と
食
を
堪

能
し
に
行

き
た
い
と

思
い
ま
す
。

小
嶋
さ
や
か
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裏
山

の
湧
き

水
を
温

め
た
、

自
慢

の
お
風

呂
で
す
。

湯
と
食

と
や

す
ら
ぎ
の

駅
山

古
志

３
８

「
観
光

」
と
は
「
光
を
観
る
」と

書
き
ま
す
。

光
は
本

物
。

千
幾

百
年
変

わ
る
こ
と
の
な
い
山

古
志

の
風

と
人

々
の
暮

ら
しに

出
会

っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

山
古

志
の
本

物
を
見

に
来

て
く
だ
さ
い
。

ご
休
憩

は
あ
ま
や
ち
会

館
で
。

昔
、

ど
こ

で
も

見
ら

れ
た

棚
田

。

今
は

少
な

く
な

り
ま

し
た

が
、

山
古

志
の

原
風

景
を

お
楽

し
み

く
だ

さ
い

。

【
あ
ま
や
ち
会

館
】

あ
ま

や
ち

会
館
に

行
く

道
中

も
山
古

志
の
自

然
を
感
じ

ら
れ

る
風
景

が
多
く

見
ら
れ

ま
し
た

。
あ

ま
や

ち
会

館
で

は
ゆ

っ
た
り

と
で
き

る
空
間
と

、
自
然

に
囲

ま
れ
る

こ
と
に

よ
り
自

分
再
発

見
を
楽

し
ん
で

頂
き

た
い

で
す

。

関
根

絢
也

国
指

定
重

要
無
形

民
俗

文
化
財

で
す
。

5月
か

ら
11

月
に
月

1、
2回

行
わ

れ
て
い
ま
す
。

客
席

か
ら
も
歓
声

が
飛
び
交

い
ま
す
。

大
迫

力
の

牛
の
角

突
き
。

是
非

一
度

見
に
来

て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

山
古
志

闘
牛

会
山

古
志

観
光
協

会
TE

L.
02

58
(3

9)
39

33

D
at

a

〒
94

7-
02

01
長

岡
市

山
古

志
種
苧

原
45

26
TE

L
02

58
-5

9-
36

20
FA

X
02

58
-5

9-
36

21
開

業
時
間

9：
30

～
16

：
30

お
休

み
火

曜
、

12
月

31
日
、

1月
1日

羽
黒
ト

ン
ネ
ル

↓
至

堀
之
内

至
栃
尾

中
山
隧

道

●
山
古

志
闘
牛

場

2
9
1

1
7

3
5
2

中
山
ト
ン

ネ
ル

あ
ま

や
ち
会
館

山
古
志
支

所

至
見
附

平
成
2
0
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
地
域
復
興
を
支
援
す
る
た
め
の
縁
の
下
の
力
持
ち
と
い
う
存
在
で
す
。

そ
の

他
に
も
、
観

光
案

内
所

の
機

能
と
し
て
広

い
休

憩
ス
ペ
ー

ス
が

あ
り
ま
す
。
入

口
付

近
で
は

山
古

志
Ｔ

シ
ャ
ツ
や
山
古
志
魂
マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
な
ど
山
古
志
グ
ッ
ズ
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

復
興
支
援

員
の
方
が
常

駐
し
て
い
る
の

で
、
誰

で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
内
に
は
山
古
志

の
写

真
や
夏
に
合
宿
で
山
古
志

に
来
た
東
洋
大
学
駅
伝
部
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
見
所
満
載
で
す
。

山
古
志
六
地
蔵
の
駅

茶
坊
主

山
古
志

３
７

【
長

岡
市
地

域
復

興
支

援
セ
ン
タ
ー
山
古

志
サ
テ
ラ
イ
ト
】

〒
9
47

-0
20

4
長

岡
市

竹
沢

甲
2
8
3
5

山
古

志
会

館
1
階

T
E
L
/
02

58
-5

9-
23

01
F
A
X
/
02

58
-5

9-
23

02
開

業
時

間
/
9
:0
0
～

1
7
:0
0

休
み

/
1
月

1
日

～
3
日

人
気

商
品

山
古

志
T
シ
ャ
ツ

駅
の
名

前
に
も
入
っ
て
る
六

地
蔵

山
古

志
魂

マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル

学
生
の
つ
ぶ
や
き

山
古

志
地

域
に

は
初

め
て
行

き
ま
し
た
。
周

り
の

風
景

は
自

然
豊

か
で
、
ド
ラ
マ

や
映

画
の

撮
影

に
も
使

わ
れ

て
い

る
だ
け

あ
っ
て
、
と

て
も
眺

め
が

よ
く
い

い
と
こ

ろ
で
し
た
。
是

非
一

度
行

っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。 中

山
佳

之
山

古
志

自
慢

の
自

然
で
す
！

駅
の
前

で
写
真
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ち
ょ
こ
っ
と
休

憩
ま
ち
の

駅
お
ぐ
に

【
長

岡
市

小
国

商
工

物
産
館

】
小

国
４
０

〒
94
9‐
52
13

長
岡
市
小
国
町
法
坂
73
8‐
1

TE
L：
02
58

‐9
5‐
24

04
FA
X：

02
58

‐9
5‐
24
32

開
業
時
間
：
8：
30
～
17

：0
0

お
休
み
：
年
末
年
始
（
12
/2
9～

1/
3）

去
年

か
ら
、
物

産
の

販
売
も
は

じ
め
ま
し
た

館
内

に
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
様
子

が
伺

え
る
写

真
や

展
示

品
は

自
由
に
見
学

可
能

♪
♪

ぜ
ひ
、
気
軽
に
お
立

ち
寄

り
く
だ
さ
い
！

！

・
せ

せ
ら
ぎ
公

園
で
さ
く
ら
祭

り

・
盆

踊
り

・
8月

中
旬

小
国
森
林
公
園
で
か
か
し
祭
り

・
8月

最
終
日
曜
日

も
ち
ひ
と
祭
り
・
花
火
同
時
開
催

・
秋

ま
つ
り

・
各

地
域

で
、
無

病
息

災
を
願

う
小
正

月
の

伝
統

行
事

ど
ん
ど
焼

き
（
さ
い
の

神
）

・
雪
ま
つ
り

４
月

８
月

１
１
月

１
月

２
月

団
体
で
も
個

人
で

も
参
加
O
K♪

約
14
0体

の
か

か
し
が
並

ぶ
よ
！

雪
上
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
大
会
も
同
時
開
催
！

毎
年

初
心

者
か

ら
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

選
手

ま
で
多
く
の
選
手
が
参
加
し
て
い
る
よ
＾
＾

ま
た
、
屋

台
村

も
楽

し
み

の
ひ
と
つ
で
す
♪

か
か

し
祭

り

も
ち
ひ
と
祭

り

雪
ま
つ
り

小
国

に
伝

わ
る
「
以
仁
王

（も
ち
ひ
と
お
う
）
伝

説
」
に

ち
な
ん
だ
歴

史
ロ
マ
ン
の

お
祭

り
で
す
♪

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通

し
て
、
小

国
は
イ
ベ
ン
ト
が

多
く
開

催
さ
れ

て
い
る
な
ぁ
と
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
２
月
の
雪

ま
つ
り
に
対

し
て
、
８
月

に
あ
る
盆

踊
り
の
参
加

人
数
は

年
々
減

っ
て
き

て
い
る
い
う
話

を
聞

き
、
小

国
の

現
状
も
同
時

に
感

じ
る
こ
と

が
で
き
、
大

き
い
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
は

な
く
、
小
さ
な
イ
ベ
ン
ト

も
盛

り
上

げ
て
い
く
必

要
が

あ
る
の
か
な
ぁ
と
感

じ
ま
し
た
。

中
嶋

真
悠

美

小
国
商

工
物

産
館

長
岡
市
小

国
支

所
●

相
野

原

交
番

小
千
谷

→

←
柏
崎

2
9
1

←
柏

崎
七
日

町

法
坂

4
0
3

M
A
P

駅
長
の

米
山

優
子

さ
ん
と
♪

〒
94
9‐
52
15

長
岡

市
小

国
町

新
町
15

TE
L：
02
58

‐9
5‐
31

13
FA
X：

02
58

‐9
5‐
31
14

開
業
時

間
：
8：
30
～
17
：
30

お
休

み
：
毎
週

火
曜

日
U
RL
：

ht
tp
:/
/w

w
w
1.
tt
cn
.n
e.
jp
/5
%
7E
og
un

is
ei
sa
n/
in
de
x.
ht
m

Ｑ
．
な
ぜ

、
モ
ー
タ
ー
ス
な
の
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
販

売
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の

？ A
.小

国
が

発
展

し
て
ほ

し
い
か

ら
！

そ
こ
で
考

え
た
の
が

、
小
国

特
産

品
の

ぎ
ん
な
ん
な
ん
で
す
！

で
も
、
ぎ
ん
な
ん
は
そ
の
ま
ま
売
っ
て
も
あ
ま
り
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
の
で
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
し
た
ん
で
す
よ
＾＾

山
岸
モ
ー
タ
ー
ス
さ
ん
は
地

域
に
対

す
る
思

い
入
れ
が

強
い
な
ぁ
・
・
・

小
国

に
住

ん
で
い
て
よ
か

っ
た
！

喜
び
そ
ん
な
こ
と
を
感

じ
て
ほ

し
い
ん
で
す
♪

♪
（山

岸
恵

子
さ
ん
）

小
国

町
特

産
品

は
、
自

然
と
季
節

の
香

を
大
切

に
し
、

手
作

り
で
安

全
な
無

添
加

・
無
着

色
の

お
菓
子

や
食

品
の

製
造
・
販

売
を
行

っ
て
い
ま
す
♪

♪

お
話
を
伺

っ
た
山
岸
恵
子
さ
ん
は
、
と
て
も
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
で
ま
ち

の
駅

の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極

的
に
参

加
し
た
い
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
小

国
を
心

か
ら
愛
し
て
い
る
こ
と
が

お
話

を
し
て
い
て
と
て
も

感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
頂

い
た
ぎ
ん
な
ん
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
も

今
ま
で
に
食
べ

た
こ
と
の
な
い
味
で
ま
さ
に
初

体
験
！
！

中
嶋
真

悠
美

オ
ス
ス
メ
は

ぎ
ん
な
ん
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

・夢
み
る
バ
ニ
ラ

・さ
わ

や
か

抹
茶

・香
ば
し
い
ご
ま

・
ツ
ブ
ツ
ブ
ぎ
ん
な
ん

・
ク
リ
ー
ミ
ィ
ー
ぎ
ん
な
ん

味
は

全
5種

類
か

ら
♪

ぎ
ん
な
ん
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の

駅
【
㈲

山
岸

モ
ー
タ
ー
ス
・
小

国
町

特
産

品
生

産
組

合
】

小
国

３
９

ア イ ス の 他 に は

こ ん な 商 品 も ♪

M
A
P

Ⅱ- 79 



- 3
1 

- 
                          

 

和
紙

の
駅

【
お

ぐ
に
和

紙
売

店
・
シ
ョ
ー

ル
ー

ム
】

小
国

４
２

【
小

国
和
紙
生
産

組
合
】

〒
94

9-
53

41
長
岡

市
小

国
町

小
栗
山

14
5

T
E

L
：

02
58

-4
1-

97
70

F
A

X
：

02
58

-4
1-

97
71

開
業

時
間
：

10
：

00
～

17
：

00
お
休

み
：
冬

の
み
土

・
日
お
休

み
E

-m
ai

l：
in

fo
@

og
un

iw
as

hi
.jp

U
R

L
：

ht
tp

://
w

w
w

.o
gu

ni
w

as
hi

.jp

1.
コ
ウ
ゾ
を
育
て
て
、
収
穫

！
（
コ
ウ
ゾ
：
桑
科

の
落

葉
低
木
の
こ
と
）

↓
２
.切

り
そ
ろ
え
て
、
蒸
し
て
皮

を
む
く

↓
３
.皮

引
き

↓
４
.煮

る
↓

５
.チ

リ
よ
り

（チ
リ
、
ス
ジ
、
キ
ズ
な
ど
を
と
る
こ
と
）

↓
６
.叩

く
↓

７
.紙

漉
き
（か

み
す

き
）

↓
８
.水

分
を
し
ぼ
る

↓
９
.乾

燥
完
成

♪
♪

♪

小
国

和
紙
が

で
き
る
ま
で

こ
こ
で
作
る
和

紙
は
、

灰
も
す

べ
て
無

駄
な
く
利

用
し
て
い
ま
す
＾＾

10
0％

E
C
O
な
ん
で
す

！
！

ま
さ
に
地
産

地
消
！
！
！

今
年
の

5月
に
小

国
和

紙
生

産
組

合
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
小

国
和

紙
の
店

」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
！

！
お

店
が
出

来
た
こ
と
に
よ
り
、
現

代
の

用
途
で
使

え
る
和

紙
を
リ
サ
ー
チ
で

き
た
ら
と
奥

さ
ん
の
千

尋
さ
ん
が
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

7月
10

日
（
日
）
～
８
月

28
日
（日

）
ま
で
、
和

紙
を
使
っ
て
の
体
験

教
室
を
開
催

し
ま
し
た
！

毎
週

日
曜

全
８
回

受
付

時
間
：

10
：0

0～
15

：
30

参
加

費
：
￥

50
0～

会
場
：
小
国

和
紙
の
店

ほ
か

（
紙
漉

体
験

/カ
ー
ド
作

り
/う
ち
わ
作
り

/コ
サ
ー

ジ
ュ
な
ど
体
験
は
様

々
で
す
＾＾
）

大
人
か
ら
子

供
ま
で
楽
し
め
る
充
実

の
内
容
！
来
年
は
ぜ
ひ
参
加
す
る
べ
し
！
！

売
れ
筋
は

コ
サ
ー
ジ
ュ
♪

今
回
は
、
今

年
か
ら
出
来

た
小
国

和
紙
の

店
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
ま
し
た
。
奥
さ
ん
の

千
尋
さ
ん
に
よ
る
と
、
お

店
の
内
装
は
ま
だ

途
中
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
和
紙
の
魅
力

が
十

分
に
伝
わ
る
と
て
も
良
い
空
間
で
し
た
！

今
後
の
お
店

の
発
展

に
期
待
大

で
す
♪
♪

中
嶋
真
悠

美

学
生

の
つ

ぶ
や

き

上
手

く
作

れ
る
か
な
～

も
っ
と

詳
し
く
知
り
た
い
人

は
H

P
へ
♪

40
3

40
4

渋 海 川

相
野

原

＋
小

国
診
療

所

←
 柏

崎

小
千
谷

→

↑ 
長

岡

↓ 
十
日

町

和
紙

の
店

【
お
ぐ
に
和
紙

の
店

】
〒

94
9-

53
33

長
岡

市
小

国
町
小

国
沢

25
05

-1
TE

L：
02

58
-9

5-
30

16
開
業

時
間

：1
0：

00
～

17
：0

0
お
休

み
：
冬
の
み
土

・日
お
休

み

＊
E

-m
ai

l・
U

R
Lは

、
小
国

和
紙

生
産
組

合
と
同
じ
で
す

ま
ち
の
駅

養
楽

館
【
お

ぐ
に
森

林
公

園
（
養

楽
館

）
】

小
国

４
１

〒
9
4
9
-5
33
2

長
岡

市
小

国
町

上
岩

田
20
8

T
E
L
：
0
25
8
-9
5-
31
6
1

F
A
X
：
0
25
8
-9
5-
31
4
4

開
業

時
間

：
10

：
0
0
～
21
：
0
0

（1
2/
1～
3/
31
ま
で
は
20

：
0
0
ま
で
）

お
休

み
：
水

曜
日

温
泉

は
、
疲
労

回
復
・
リ
ュ
ー

マ
チ
・

神
経

痛
な
ど
に
効

果
が
あ
り
ま
す
＾
＾

広
い
休

憩
ス
ペ
ー

ス
で
は
、
地

元
な

ら
で
は
の
食

事
が
楽
し
め
ま
す
！

売
店

に
は
、
地
元

で
と
れ
る
季

節
の

野
菜

が
安

く
手

に
入
る
よ
♪
♪

地
元

の
お

年
寄

り
～

子
供

ま
で

み
ん
な
が
大

好
き
養

楽
館

！

養
楽
館

駅
長
：
片

桐
和
美

さ
ん

小
国

を
も
っ
と
知

っ
て
も
ら
い
た
い
！

！

・
6
5才

～
￥
20
0
→
17
時
以
降
￥
10
0

・
一
般 ￥
4
0
0
→

１
７
時
以
降
￥
20
0

・
中
学
生

￥
4
0
0
→

１
７
時
以
降
￥
20
0

・
小
学
生

￥
20
0
→

１
７
時
以
降
￥
10
0

・
幼
児
（
小
学
生
以
下
）

無
料

・
小
学

生
対
象

の
お

ぐ
り
ん
ピ
ッ
ク
の
開

催
！
！

＊
お
ぐ
り
ん
ピ
ッ
ク
は
毎

年
10

月
or
8

月
（申

込
数
が
多
い
月

）
に
開
催

さ
れ

ま
す

♪
1回

の
開
催
に
40

名
程
度

参
加

で
き
る
よ
＾
＾
優
勝

者
に
は
な
ん
と
景

品
も
・
・
・！

？
・
お
店

か
ら
見

え
る
雪
割

り
草

や
水
芭

蕉
を
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
増
や

し
て
い
く
！

養
楽
館

と
な
り
に
あ
る
体

験
館
で
は
、
様
々

な
体

験
が
で
き
ま
す

♪
〈
体
験

一
覧

〉
・
手
作

り
笹

団
子

・
お
菓

子
作

り
・
小
国

の
ご
っ
つ
ぉ
作
り
et
c…

〈
小
学

生
に
オ
ス
ス
メ
〉

・
凧
作

り
♪

＊
体
験

教
室

は
小
学
生
だ
け
で
な
く
、
大

人
も

体
験
で
き
ち
ゃ
い
ま
す
＾
＾人

気
体

験
は
、
石
釜

で
作
る
本

格
ピ
ザ
！
！
（
去
年
は
な
ん
と
20
0

人
！
！

）

こ
こ
で
し
か
手
に
入

ら
な
い
、
作

れ
な
い

も
の
を
販
売

し
た
い
！

！
・
小
国

特
産
の
小

国
和

紙
を
若
者

に
も

広
め
た
い
→

凧
な
ど
様

々
な
も
の
に
ア

レ
ン
ジ
！

・
ぎ
ん
な
ん
の
粉

を
使

っ
た
ク
ッ
キ
ー

作
り
や
こ
ん
に
ゃ
く
作

り
♪

・
様
々

な
イ
ベ

ン
ト
に
顔

を
出

し
て
、
養

楽
館
だ
け
で
は
な
く
小

国
全

体
を
ア

ピ
ー

ル
し
て
い
け
た
ら
＾＾

〈
活

動
〉

〈
体
験

〉
〈
計

画
〉

養
楽
館

は
前

に
一
度

訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
温
泉

か
ら
見
渡
せ
る

景
色
に
は
と
て
も
癒
さ
れ
ま
す
＾
＾

ま
た
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
、
駅
長
の
片

桐
さ
ん
は
養

楽
館
だ

け
で
は
な
く
小
国
全

体
の
こ
と
を
、
と
て
も
よ
く
考

え
て
い
る
な
ぁ

と
感
心

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
！

中
嶋
真

悠
美

売
店
で
買
い
物
中
♪

M
A
P

そ
の
た
め
に
・
・
・

た
だ
し
！
！

土
・
日

・
祝

は
１
７
時
以
降
半

額
に
な
り
ま
せ

ん
！
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お
店
を
構
え

て
4
代
目

と
な
り
、

絵
ろ
う
そ
く
を

作
っ
て
い

る
ま
ち
の
駅
で

す
。

ろ
う
そ
く
は
一

つ
ず
つ
全
て

手
づ
く
り

で
す

。
美

し
い
ろ
う
そ

く
と
温
か
い

職
人
の
旦
那

様
、

奥
様
に
会
い
に

行
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

和
島

４
４

D
at

a
〒

94
9-

45
25

長
岡

市
島

崎
49

03
TE

L・
FA

X
02

58
-7

4-
21

06
開

業
時

間
8：

00
～

19
：
00

お
や

す
み

不
定

休

各
地

域
を

お
み

こ
し

が
ね

り
歩

き
ま

す
！

夏
の

夜
幻

想
的

な
踊

り
を

お
楽

し
み

く
だ

さ
い

こ
の

地
域

に
昔

か
ら

伝
わ

る
一

年
を

占
う

行
事

で
す

。関
根

絢
也

１
本

３
０

０
円

で
ロ

ウ
ソ

ク
に

絵

付
け

の
体

験
を

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

予
約

制
で

体
験

時
間

は
約

30
分

と
な

り
ま

す
。

良
寛
が

74
歳

で
遷
化

す
る

ま
で
暮
ら

し
て

い
た

島
﨑

地
区
。

良
寛

と
貞

心
尼
と
の
出
会

い
の

地
で

も
あ

る
。

ま
ち

の
駅

扇
屋

【
扇

屋
】

〒
9
4
9
-
4
5
2
5

長
岡

市
島

崎
4
6
8
7

T
E
L

02
58

-7
4-

20
17

F
A

X
 0

2
58

-7
4-

28
94

開
業

時
間

：
1
0
：
0
0
～

1
9
：
0
0

お
休

み
：
不

定
休

和
島

地
域

島
崎

は
良

寛
が

晩
年

身
を

寄
せ

た
地

で
す

。
こ

の
地

で
良

寛
は

貞
心

と
出

会
い

ま
し

た
。

二
人

の
交

流
は

良
寛

が
亡

く
な

る
ま

で
続

き
、

貞
心

は
良

寛
が

残
し

た
相

聞
歌

を
「
蓮

の
露

（
は

ち
す

の
つ

ゆ
）
」
と

い
う

歌
集

に
ま

と
め

て
い

ま
す

。
そ

こ
か

ら
、

二
人

が
歌

を
詠

み
交

わ
し

な
が

ら
歩

い
た

で
あ

ろ
う

、
木

村
家

か
ら

良
寛

の
里

ま
で

の
道

筋
を

「
は

ち
す

ば
通

り
」
と

名
付

け
る

こ
と

に
し

ま
し

た
。

通
り

に
は

蓮
を

植
え

た
鉢

も
並

び
、

時
期

が
来

る
と

ピ
ン

ク
色

の
美

し
い

花
を

咲
か

せ
て

い
ま

す
。

昔
懐

か
し

い
小

路
。

貴
方

も
良

寛
の

愛
し

た
こ

の
地

を
訪

れ
て

み
て

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

ゆめの世に

かつまどろみて

ゆめをまた

かたるも夢も

それが
まにまに

良寛

和
島

４
３

君にかく

あひ見ることの

うれしさも

まだ さめやらぬ

夢かとぞ思ふ
貞心

【
㈱

早
川

商
店

（
手

ま
り

味
噌

）
】

昭
和

初
期

よ
り

、
糀

屋
と

し
て

商
売

を
始

め
、

そ
の

後
地

元
の

大
豆

と
お

米
を

使
っ

て
味

噌
作

り
を

始
め

ま
し

た
。

は
ち

す
ば

通
り

の
入

口
に

あ
る

お
味

噌
屋

さ
ん

で
す

。
赤

味
噌

、
白

味
噌

の
他

に
、

茄
子

漬
な

ど
も

お
い

て
あ

り
ま

し
た

。
自

慢
の

「
て

ま
り

味
噌

」
の

名
前

は
、

良
寛

さ
ん

が
子

ど
も

た
ち

と
遊

ぶ
姿

か
ら

名
付

け
ら

れ
ま

し
た

。

お
み

そ
屋

の
駅

学
生

の
つ

ぶ
や

き
中

山
佳

之

は
ち

す
ば

通
り

は
良

寛
さ

ん
が

晩
年

過
ご

し
た

庵
跡

や
墓

な
ど

が
点

在
し

見
ど

こ
ろ

満
載

で
す

。
黒

い
板

塀
が

続
く
細

い
路

地
は

と
て

も
雰

囲
気

が
い

い
で

す
。

是
非

は
ち

す
ば

通
り

の
景

観
と

自
慢

の
て

ま
り

味
噌

を
味

わ
っ

て
み

て
下

さ
い

。

て
ま

り
味

噌
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築
18

0年
の
古
民

家
を
再

生
し
て
出
来

ま
し
た
。

良
寛
さ
ん
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ

、
真
心

で
も
て
な
し
て
く
れ

ま
す
。

和
み
の
時
間

を
求
め
る
の

な
ら
「
も
て
な
し
家
」
へ
。

も
う
一

歩
足
を
延
ば

し
て
・
・
・

長
岡
市
和

島
中
沢
う
さ
ぎ
河
内

０
９
０
－
２
２
１
７
－

６
２
３
２

フ
ル
ー
ツ
ソ
ー
ス
の

原
材
料
な
ど

を
栽
培

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
や
あ
や
め

な
ど
の
花
が

植
え
ら
れ
て
お
り
、

景
色
に
ほ
の
か
な
色

を
つ
け
て

い
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
し
た
景
色

の
色
と

花
の
香

り
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

和
島

４
５

ガ
ン
ジ
ー
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

濃
厚
だ
け
ど
し
つ
こ
く
な
い
。

ガ
ン
ジ
ー
牛
の

魅
力
た
っ
ぷ

り
の

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
で
す
。

同
施
設

内
の
「
和

ら
ぎ
家

」
で
は

米
粉
パ

ン
の

コ
ロ
ネ

タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
。

関
根

絢
也

【
道

の
駅
良
寛
の
里
わ
し
ま
内

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
も
て
な
し
家
」
】

D
at

a
〒

94
9-

45
25

長
岡
市
島
崎

57
13

-2
TE

L
02

58
-4

1-
81

10
FA

X
02

58
-4

1-
81

12
開
業

時
間

9：
00

～
17

：
00

お
や

す
み

・第
一

月
曜

（祝
日
の
場
合
は

翌
日
）

年
末

年
始

・５
月

,６
月
は
無
休

U
R

L
ht

tp
://

w
w

w
.m

ot
en

as
hi

ya
.c

om
/

ガ
ン
ジ
ー
牛

乳
を

使
っ
た
プ
リ
ン
で
す
。

濃
厚
な
味
わ

い
で
、

卵
の
味

も
し
っ
か

り
し

て
い
て
と
て
も
美

味
し

い
で
す
。

ガ
ン
ジ
ー
プ
リ
ン

ア
ク
セ
ス

住
所

：
長

岡
市

島
崎

39
38

番
地

TE
L：

02
58

（
74

）
37

00
FA

X：
02

58
（
74

）
37

02
開

館
時
間

：
午

前
9時

〜
午

後
5時

休
館

日
：
年

末
年

始
入

館
料
：
大

人
40

0円
小

人
25

0円

新
潟

県
出
身
の
菊

盛
嘉
雄
氏
が

長
年

に
渡
っ
て
収
集

し
た
具

象
彫
刻

家
15

名
の
作

品
と
、
絵
画

11
点

を
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

作
家

オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ン
、
高
村

光
太

郎
、
木

内
克

、
清

水
多

嘉
示
、
柳
原

義
達

、
淀
井

敏
夫
、
舟

越
保
武

、
佐

藤
忠

良
、
千

野
傀
、
朝

倉
饗
子

、
細

川
宗

英
、
山

本
正
道

、
線

引
猛

志

至
柏

崎

至
新
潟

和
ら
ぎ
家

●
菊

盛
記

念
美
術

館

〒
94

0－
25

02
長
岡

市
寺
泊
磯
町

97
64

－
31

TE
L：

02
58

－
75

－
47

35
FA

X：
02

58
－

75
－

37
86

営
業

時
間
：

9：
00

～
18

：
00

お
や

す
み
：
年
中
無
休

U
R

L:
ht

tp
://

w
w

w
.n

is
hi

ya
m

as
ei

ka
.jp

/

寺
泊

４
６

4
0
2

水
族

博
物
館

文
化

セ
ン

タ
ー

寺
泊

支
所

観
光

協
会

魚
市

場
西

山
製

菓

長 岡 寺 泊 線

佐
渡

汽
船

寺
泊
港

新
潟

→

40
2

寺
泊
支

所

佐
渡

汽
船

●
●

魚
市

場
西
山

製
菓

水
族

博
物
館

文
化
セ

ン
タ
ー

寺
泊
観

光
協

会

西
山
製

菓

寺
泊
港

新
潟
→

佐
渡
汽

船
●

年
中
無
休
で
営
業
し
て
い
る
お
店
で
す
。
お
饅
頭
を
商
品
と
し
て
販
売
お
り
、
製
造

場
の
見
学
も
で
き
ま
す
。

添
加
物
を
一
切
使
わ
ず
、
手
作
り
で
作
っ
て
い
ま
す
お
客
さ
ん
は
幅
広
く
中
学
生
か
ら
高

齢
者
ま
で
訪
れ

る
そ
う
で
す
。
親
子

連
れ
で
来
る
人
も
い
る
そ
う
で
す
。
人

気
商
品

の
揚
げ
饅
頭
は
お
店
の
売
り
上
げ
ラ
ン

キ
ン
グ
で

1位
で
す
。
他
に
味
噌
饅

頭
、
蓬

団
子
な
ど
多
く
の
商
品

を
自
社

で
製
造

、
販
売

を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
商

品
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

揚
げ
饅

頭
で
す
。

カ
ロ
リ
ー
が
低
く
女

性
の
方

に
人
気
が

あ
る
そ
う
で
す
。

新
商

品
の
米
っ
こ
饅
頭

と
酒
饅

頭
で
す
。

お
饅
頭
だ
け
で
な
く
、
ク
ッ
キ
ー

や
ラ
ス
ク
な
ど
お
饅
頭
以
外
の

商
品
も
多
く
扱
っ
て
い
ま
す
。
カ

ウ
ン
タ
ー
で
試

食
も
で
き
、
道
を

尋
ね
て
く
る
お
客
さ
ん
に
は
な
る

べ
く
丁
寧

に
説
明
す
る
よ
う
に
心

掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

学
生

の
つ
ぶ

や
き

創
業

時
か
ら
変
わ
ら
な
い
お
饅
頭
作
り
は

今
後

も
続
け
て
い
っ
て
欲
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

実
際

に
食
べ
た
お
饅
頭
は
食
べ
や
す
く
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

ま
ち
の

駅
の
活
動
以
外
に
も
様
々
な
活

動
に
も
力
を
入

れ
て
い
て
、

東
京

の
上
野
公

園
で
も
出
店
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

小
林

薫
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み
な

と

寺
泊

４
８

〒
94

0-
25

02
長
岡

市
寺

泊
上
片
町

97
86

-3
-7

TE
L/

02
58

-7
5-

32
94

 F
A

X
/0

25
8-

75
-2

09
3

開
業

時
間

/(夏
季

)8
:0

0～
17

:3
0

(冬
季

)9
:0

0～
16

:3
0

お
休
み

/年
中

無
休

U
R

L/
ht

tp
://

w
w

w
.s

ad
ok

is
en

.c
o.

jp
/

無
料

駐
車

場
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

・
他

の
ま
ち
の

駅
よ
り
ス
ペ
ー
ス
が
広

く
、
来

客
し
た
お
客
さ
ん
に
は
休

憩
し
た
り
、
ま
ち
の

駅
の
パ

ン
フ

レ
ッ
ト
等

を
配

布
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

・
平

日
に
訪

れ
る
お
客

さ
ん
は

高
齢

者
の

方
が

多
く
中

に
は

、
釣

り
を
す
る
た
め
だ
け
に
佐
渡

に
行
く

方
も
い
る
そ
う
で
す
。
夏
に
は

日
帰
り
で
の
家

族
連

れ
が
多
く
来

場
す
る
そ
う
で
す
。

地
域

の
特

色

寺
泊
は
、
海
岸
沿
い
に
位

置
す
る
た
め
、
一

年
を
通

し
て

波
の

音
や
潮

の
香

り
を
味

わ
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
４
つ
の

海
水

浴
場
、
野

積
海
水

浴
場

、
中

央
海

水
浴

場
、
金
山

海
水

浴
場

、
郷

本
海

水
浴
場

が
あ

り
何
処
の
海
水
浴
場
も
夏
場

は
と
て
も
多
く
の
人
が
遊
び
に

来
て
い
ま
す
。

ま
た
魚

の
市

場
は

と
て
も
有

名
で
す
。
魚
介
類
を
使
用
し

た
料

理
な
ど
こ
こ
で
し
か

食
べ

る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
も
あ

り
、
来
客
す
る
方
が
多
く
い
ま

す
。

学
生

の
つ
ぶ

や
き

船
乗

り
場

と
い
う
こ
と
で
、
な
か
な
か

今
ま
で
関

わ
り
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が

、
中

の
ス
ペ
ー
ス
の

広
さ
は

ま
ち
の

駅
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
す
。
多
く
の
方
に
利
用
い
て
も
ら
う

だ
け
で
な
く
、
ま
ち
の
駅
の

活
動
と
し

て
交

流
の

場
や
情

報
交
換

な
ど
で
利

用
者

が
増
え
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

感
じ
ま
す
。
地
域

の
特
色

は
今

後
も
変

わ
ら
ず

に
残
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
感

じ
ま
す
。

小
林

薫

4
0
2

水
族

博
物
館

文
化
セ

ン
タ

ー

寺
泊
支

所

観
光
協

会

魚
市

場
西

山
製

菓

長 岡 寺 泊 線

佐
渡
汽
船

寺
泊

港
新

潟
→

40
2

寺
泊

支
所

佐
渡
汽

船

●
●

魚
市
場

西
山
製
菓

水
族
博

物
館

文
化
セ

ン
タ
ー

寺
泊
観
光
協

会

寺
泊
港

新
潟
→

海
な
渡

の
駅

【
佐
渡
汽

船
㈱

寺
泊
代

理
店
】

Da
ta

〒
94
0-
25
0
2

長
岡
市
寺
泊
大
町

TE
L/
02
58
-7

5-
33
63

FA
X/
02
58
-7
5-
51
26

開
業
時
間
/
8:
30
~1
7:
00

お
休
み
：
年
中
無

休

UR
L/
ht
tp
:/

/w
ww
.n
ii
ga
ta
-i
ne
t.
or
.j
p/
te
r
ad
om
ar
i/

*
寺

泊
４

７

寺
泊

の
観

光
や

地
域
の

情
報

が
多
く
揃

っ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
や

祭
り
は

も
ち
ろ

ん
、
周

辺
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
駅
長

の
足

立
さ
ん
は

寺
泊

が
今

ま
で
以

上
に
賑
わ

う
地

域
を
目

指
し
て
日

々
取

り
組

ん
で
い
ま
す
。

～
お
店

の
紹

介
～

地
域

の
イ
ベ
ン
ト
情

報

・白
山
媛

神
社
大

祭
５
月
３
．
４
日

・寺
泊
観

光
ま
つ
り
と
よ
さ
こ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

５
月

中
旬

・港
ま
つ
り

８
月
６
．
７
日

（
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

・大
民
謡
踊

り
）

・農
と
魚

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
１
０
月
中
旬

・シ
ー
サ
イ
ド
マ
ラ
ソ
ン

１
０
月
第

３
日
曜

日

寺
泊

の
夕
日
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

・み
な
と
公

園
・
日
本
海

夕
日
の
森

・河
川
公
園

・中
央
海

浜
公
園

・弥
彦
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

・越
後
七
浦

シ
ー
サ

イ
ド
ラ
イ
ン
・
日
本
海

夕
日
ラ
イ
ン

・S
O

W
A美

術
館

学
生

の
つ
ぶ

や
き

寺
泊

は
海
が
近

く
な
の
で
、
そ
の
近
く
で

の
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
あ
り
ま
す
。
夕

日
ス
ポ
ッ

ト
や

、
こ
の

地
域
で
し
か

味
わ
え
な
い
モ
ノ

も
多

く
あ
り
、
一
度

訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

小
林

薫
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栃
尾

５
０

と
ち

お
靴

の
駅

【
山

甲
靴

・
ス

ポ
ー

ツ
店

】

〒
94

0-
02

27
長
岡

市
谷

内
2-

4-
2


TE

L/
02

58
-5

2-
25

42
FA

X/
02

58
-5

2-
26

94

開
業

時
間

/8
:3

0～
19

:0
0


お
休
み

/元
旦

の
み

看
板
が

大
き

く
直
ぐ

に
わ

か
り

ま
す
。

お
店

に
入
る

と
１

階
に
は

た
く

さ
ん

の
靴
と

バ
ッ

グ
が

陳
列

さ
れ
て

い
ま

す
。

奥
に
は

下
駄

も
置
い

て
あ

り
ま
し

た
。

２
階

に
は
ス

ポ
ー

ツ
用

品
が

あ
り
、

そ
の

中
で

も
た
く

さ
ん

の
卓
球

用
品

が
あ
り

ま
し

た
。

卓
球
用

品
の

数
の

多
さ

に
ビ
ッ

ク
リ

し
ま

し
た
。

通
信

販
売
も

し
て

い
る
の

で
、

是
非

利
用
し

て
み

て
は

い
か

が
で
し

ょ
う

か
。

年
間
3
6
5日

営
業

し
て

い
る

の
で
土

日
で
も

商
店

街
の

案
内
を

し
て

く
れ

ま
す
。

主
に

靴
と

ス
ポ

ー
ツ

用
品

の
販

売
を

行
っ

て
い

ま
す

。
靴
は

通
信

販
売

を
し

て
い

て
県

外
の

人
が

購
入

す
る

こ
と

も
多
い

そ
う

で
す

。
２

階
の

ス
ポ

ー
ツ
用

品
は

卓
球

用
品

に
力

を
入

れ
て

い
て

、
ラ
バ

ー
だ

け
で

も
約
5
0
0
0
枚

あ
り

３
千

円
位

の
物

か
ら

２
万

円
位

ま
で

と
幅

広
く
、

県
下

№
１

の
品

揃
え

と
お

っ
し

ゃ
っ

て
い

ま
し

た
。

約
５

０
０
０
枚

あ
る
ラ

バ
ー

の
一

部
で

す
。
本
当

に
た
く

さ
ん

あ
り

ま
し

た
。

他
に

も
た
く
さ

ん
の
卓

球
用
品

が
あ

り
ま
し
た

。
他
の

ス
ポ
ー

ツ
用

品
も
あ
り

ま
す
。

栃
尾

の
イ
ベ
ン
ト

・
ほ

だ
れ

祭

・
栃

尾
て

ま
り

ま
つ
り

・
秋

葉
火

祭
り

・
と

ち
お

祭

・
謙

信
公

祭

・
あ

ぶ
ら

げ
ま

つ
り

コ
シ
ヒ

カ
リ

ま
つ
り

・
巣

守
神

社
裸

押
合
祭

・
と

ち
お

遊
雪

ま
つ
り

大
平

卓
弥

栃
尾

４
９

あ
ぶ

ら
げ

巻
き

寿
司

の
駅

【
食

堂
た

か
ら

や
】

〒
94
0‐
02
27

長
岡
市

谷
内
1‐
1‐
5


TE
L/
02
58

‐5
2‐
24

76
FA
X/
02
58

‐5
2‐
97

40

開

業
時
間
/1
1:
00
～
20
:0
0


お
休
み
/不

定
休

県
外
で
行
わ
れ

て
い
る
新

潟
の
物
産
展

に
多
く
参

加
し
栃
尾
名

物
の
じ
ゃ
ん

ぼ
あ
ぶ
ら

げ
巻
寿
司

を
販

売
し
て
い
ま

す
。
私
達

も
ヒ
ヤ
リ
ン

グ
を
さ
せ

て
頂
い
た
時

に
じ
ゃ
ん

ぼ
あ
ぶ
ら
げ

巻
寿
司
を

食
べ

さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

出
て
来
た
時

に
そ
の
大

き
さ
に
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し

た
。
と
て

も
太
く
て

長
く

１
人
で
は

食
べ
き
れ
ま

せ
ん
。
3
人
で
丁
度

良
い
と
感

じ
ま
し
た
。

味
は
と
て

も
お
い
し
い

の
で
皆

さ
ん
是
非

食
べ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

駅
名
の

と
お
り
、

あ
ぶ

ら
げ
巻

き
寿

司
が

売
り
で
す

。
あ

ぶ
ら
げ

を
モ

チ
ー
フ

に
し
た

マ
ス

コ
ッ

ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー

あ
ぶ

ら
げ
ん

し
ん

も
い
ま

す
。

駅
を
訪

れ
る
方

々
は
、

家
族

連
れ

か
ら

お
年
寄
り
ま

で
幅

広
く
、

県
外

で
行
わ

れ
る
物

産
展

の
リ

ピ
ー

タ
ー

も
多
い

そ
う

で
す
。 た

く
さ

ん
の
イ

ベ
ン
ト

に
参

加
し
て
い

ま
す
の
で

、
是
非

じ
ゃ

ん
ぼ

あ
ぶ
ら

げ
巻
き

寿
司

を
食

べ
て

み
て
く
だ
さ

い
。

観
光

ス
ポ
ッ
ト

・
秋

葉
神

社

・
栃

尾
美

術
館

・
道

院
高

原

栃
尾
名
物
じ
ゃ

ん
ぼ
あ
ぶ

ら
げ

巻
き
寿
司
1
本
1
6
0
0
円

あ
ぶ

ら
げ
を
モ

チ
ー
フ
に
し

た
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ

ー
あ
ぶ
ら

げ
ん
し
ん

大
平

卓
弥
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栃
尾

５
２

日
本

茶
の

駅

【
広

野
茶

店
】

〒
94

0-
02
2
7

長
岡

市
谷
内

1
-
1
-
1
7

T
EL

・
F
AX
/
02

58
-
52

-2
2
84

開
業

時
間
/
8
:
0
0
～

1
9
:
0
0

お
休

み
/
不

定
休

お
店
の

中
に

は
、

た
く

さ
ん
の

お
茶

と
急

須
が

あ
り

ま
し

た
。
私

は
緑

茶
が

好
き

な
の
で

、
見

て
い

る
だ
け

で
も

楽
し

か
っ

た
で

す
。

た
く
さ

ん
あ

る
お

茶
の

中
か
ら

お
す

す
め

の
煎

茶
を

買
わ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

買
う

時
に
は

お
い

し
い

お
茶

の
入

れ
方

も
教
え

て
く

だ
さ

い
ま

す
。

お
店

の
隣

に
は

、
お

休
み

処
「

あ
い

ぼ
」
と

い
う

休
憩

所
も

あ
り

ま
す

。
お
茶

の
好

き
な

方
、

ち
ょ

っ
と

休
憩

し
た

い
方

は
是

非
立

ち
寄

っ
て

み
て

く
だ
さ

い
。

駅
名

の
と
お

り
日

本
茶
の
専

門
店

で
す

。
煎

茶
や

ほ
う
じ

茶
、

今
話

題
の

健
康

に
良

い
掛

川
茶

の
販
売

も
行

っ
て

い
ま
す

。
急

須
で

出
す

本
格

的
な

お
茶

を
楽

し
ん
で

い
た

だ
き

た
い
で

す
。

お
茶

以
外
に

も
手
ぬ
ぐ
い
や
地

元
の
し
ょ
う
ゆ
パ
ン
、
急

須
な

ど
、

様
々

な
商
品

を
扱

っ
て

い
ま

す
。

手
ぬ
ぐ
い
は

東
京

の
手

ぬ
ぐ

い
専

門
店

か
ら
仕

入
れ

て
い

る
そ

う
で
す

。
６

０
代

の
方

々
や

女
性

の
方

々
に
人

気
が

あ
り

ま
す

。
お

茶
の

入
れ
方

な
ど

も
親

切
に

教
え

て
く

だ
さ

い
ま

す
。

お
茶

の
好
き

な
方

は
是

非
立

ち
寄
っ
て

み
て

は
い

か
か
で

し
ょ

う
か
。

大
平

卓
弥

お
茶

や
急
須

な
ど
様

々
な
商

品
が
あ

り
ま

す
。
（

左
と
上

）

一
番

左
の
写

真
は
、

８
月
10
日

に
行

わ
れ

た
谷
内

通
り
商

店
街
の

「
と
う

き
び

観
音
ま

つ
り
」

に
ゼ
ミ

生
が
参

加
し

た
様
子

で
す
。

栃
尾

５
１

栃
尾

表
町

雁
木

の
駅

【
栃

尾
表

町
雁

木
の

駅
】

〒
94
0‐
02
18

長
岡
市

栃
尾
表

町
9‐
11


TE
L/
02
58

‐5
2‐
24

22

開

業
時
間
/9
:0
0～

16
:0
0


お
休

み
/ 
 1
2/
28

～
1/
4ま

で

お
問

い
合

わ
せ
先

栃
尾

支
所
地

域
振
興

課
TE
L/
02
58

‐5
2‐
58

15
   
 F
A
X/
02
58

‐5
2‐
39

90

雁
木
の

駅
は

外
観

は
と

て
も

雰
囲

気
の

あ
る

建
物
で

、
中
に

入
る

と
た

く
さ

ん
の

雁
木

の
模

型
が

飾
ら

れ
て

い
ま

す
。

部
屋

に
入

る
と
広

々
と
し

た
和

室
が

広
が

り
と

て
も

安
ら

げ
る

所
で

す
。

通
り

に
は

新
潟

大
学

と
共
同

で
作
ら

れ
た

雁
木

が
あ

り
、

一
つ

一
つ

そ
の

家
に

合
っ

た
雁

木
が

作
ら

れ
て

い
ま
す

。
是
非

一
度

、
雁

木
を

見
に

訪
れ

て
み

て
は

い
か

が
で

し
ょ

う
か

。

栃
尾
の

雁
木

を
紹

介
し

、
城

山
登

山
の

方
た
ち

や
住

民
の
休

憩
・

交
流

の
場

と
し

て
親

し
ま

れ
て

い
ま

す
。 平

成
1
2
年
か

ら
新

潟
大

学
と

共
同

で
新

し
い
雁

木
を

作
っ
て

い
ま

す
。

駅
の

中
に

は
今

ま
で

作
っ

て
き

た
雁

木
の

模
型

が
飾

っ
て

あ
り

ま
す
。

ま
た
、

大
学

生
や

小
学

生
な

ど
の

授
業

で
も

使
わ

れ
る

こ
と

が
多

く
、

県
外

か
ら

も
来

ら
れ

る
そ

う
で

す
。

駅
に

は
幅

広
い

年
齢

の
方

々
が

来
ら

れ
ま

す
。

雁
木

の
模
型

で
す
。

雁
木

は
、
１

つ
１
つ

形
や
組

み
方
が

違
い
と

て
も
綺

麗
で
、

す
ご
い

と
思
い

ま
し
た

。
５
月

に
は
｢
雁

木
あ
い

ぼ
」

と
い
う

イ
ベ
ン

ト
が
あ

り
、
盛

り
上
が

っ
て
い

ま
す
。

冬
に

は
雪
が

た
く
さ

ん
降
る

の
で
年

間
２
回

ほ
ど
雪

下
ろ
し

を
し
て

い
る
そ

う
で
す

。
春
と

秋
に
は

た
く
さ

ん
の
人

達
が
訪

れ
ま
す

。
実

物
の

雁
木
で
す
。

大
平

卓
弥
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与
板

５
４

ま
ち

の
駅

よ
い

た

【
与

板
観

光
協

会
】

去
年

の
場
所
か

ら
少
し
移
動

し
て
楽
山

亭
の
入
口
の

所
に
移
し
た

。

与
板

の
中
心
に

建
て
ら
れ
た

の
で
観
光

帰
り
に
気
軽

に
立
ち
寄

れ
ま
す
。

店
内

に
は
、
与

板
の
名
産
品

や
直
江
兼

続
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た

T
シ
ャ

ツ
、

与
板

の
野
菜
な
ど

様
々
な
物
が

売
ら
れ
て

お
土
産
を
買

う
に
は
最
適

な
場
所

だ
と

思
い
ま
し
た

。

ま
ち
の

駅
よ
い

た
に
は

、
与

板
の

名
産

品
や

お
土
産

が
た
く

さ
ん

置
い

て
あ
り

ま
す
。

そ
の

中
に

は
、

与
板

の
名
産

品
の

打
ち
刃

物
も

販
売
さ

れ
て
お

り
、

刃
物

を
購

入
し

に
来
ら

れ
る
方

も
い

る
そ

う
で
す

。
す

ぐ
近

く
に
は

楽
山
亭

が
あ

り
観

光
の

つ
い

で
に
寄

ら
れ
る

方
も

た
く

さ
ん
い

ま
す
。

毎
週

水
曜

日
と

土
曜

日
の
午

前
９
時

か
ら

野
菜

市
も
開

催
さ
れ

て
い

ま
す

。

楽
山

亭

は
っ
か
糖

は
お
土
産
に
買

っ
て
い
か
れ

る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

人
気

商
品

・
は

っ
か

糖

・
包

丁
や

鎌

大
平

雅
史〒

94
0-

24
02

長
岡

市
与
板
町

与
板

甲
27

3番
地

1
■

TE
L・

FA
X/

02
58

-7
2-

41
61

■
開

業
時

間
/1

0:
00

～
16

:0
0

■
お
休

み
/年

末
年
始

直
江

兼
続
グ
ッ
ズ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

与
板

５
３

ま
ち

の
駅

人
生

の
交

差
点

【
与

板
刃

物
工

芸
館

】

〒
9
4
0
-2

4
0
2
 長

岡
市

与
板

町
与

板
乙

1
6
1
6
-1

5
■

T
E
L
/
0
2
5
8
-7

2
-2

6
1
9

■
F
A

X
/
0
2
5
8
-7

2
-2

7
1
1

■
開

業
時

間
/
9
:0

0
～

1
7
:0

0
■

お
休

み
/
年

末
年

始
月

曜
日

～
土

曜
日

（
開

館
は

日
曜

日
の

み
）

人
生
の
交
差
点

・
・
・
「

何
か
を
造
り

た
い
」
と

思
っ
て
い
る

人
達
の
交
流

の
場
所
で

す
。

ヒ
ヤ
リ

ン
グ
さ

せ
て

頂
い

た
時

、
川
野

さ
ん

だ
け
で

は
な

く
お
知
り

合
い

の
方

々
も

い
ら
っ
し

ゃ
っ
て

と
て

も
楽

し
く

ヒ
ヤ
リ

ン
グ

を
さ
せ

て
頂

き
ま

し
た

。
最
初

は
緊
張

し
て
い
た

の
で
す

が
緊

張
が

和
ら

ぎ
ま
し

た
。

中
に
は

、
与

板
名

産
の

打
ち
刃

物
び
っ

し
り
置
い

て
あ
り

、
驚

き
ま

し
た

。
ま
た

町
中

に
あ
り

分
か

り
や

す
い

の
で
、

み
な
さ

ん
行
っ
て

み
て
下

さ
い

。
与

板
名

物
打
ち

刃
物

を
１
度

使
っ

て
み

て
は

い
か
が

で
し
ょ

う
か
。

与
板
で

刃
物
の
展

示
を
し
て

い
る
所
は

こ
こ

に
し

か
あ

り
ま
せ
ん
!
!
普
段
は
兄

弟
で
刃
物

を
作
り
、

日
曜

日
し

か
開

い
て
い
ま
せ

ん
が

、
生

産
者

が
や
っ

て
い
る

所
は
他
に

は
あ

り
ま
せ
ん
。

そ
の
ほ

か
に

は
、

毎
週

版
画
教

室
が
行

わ
れ
、
幅

広
い

年
齢
の
方
々

が
訪

れ
ま

す
。

人
気

商
品

・
彫

刻
等

・
切

り
出

し

・
鎌

や
包

丁
様
々
な
種
類

の
打
ち
刃
物
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

す
ば
ら
し
き
刃
物
と
道
具
の
世
界
、
消
え
ゆ
く
道
具
か
ら
生
み
出
す
刃
物
ま
で
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

大
平

雅
史
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川
口

５
６

ま
ち
の
駅

あ
ん
た
や

【
㈲

安
田

屋
】

〒
9
4
9-
7
50
4
 長

岡
市
東

川
口
1
9
12

■
T
E
L/
0
25
8
-8
9
-2
0
19
 
FA
X
/0
2
58
-
89
-
41
1
2

■
開

業
時
間

/9
:
30
～
1
9
:0
0

■
お

休
み
/
 
元
旦
の

み

川
口
唯
一

の
ス
ー
パ
ー

で
す
。
地
元
の
人

や
飯
山

線
を
利
用
す

る
人
が
気
軽

に
立
ち
寄

れ
る
お
店

で
す

。
新
鮮
な
フ
ル
ー

ツ
や

野
菜
、
お
肉

、
食

料
品

か
ら
日
用
品

な
ど
豊
富

な
品
揃

え
で
、
生

活
に
必
要
な
も
の
が
何
で
も
揃

い
ま
す
。
特
製

メ
ン
チ
カ
ツ
が
１

番
の
オ
ス
ス
メ

!!ジ
ュ
ウ
シ
ー

で
と
て
も
お

い
し
い
で
す
。

毎
月
第

3日
曜
日

本
田

T
通

り
に
て
「よ

っ
て
げ
亭
ふ

れ
あ
い
市
」

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

学
生

の
つ

ぶ
や

き
人
気
商

品
は
、
惣

菜
売
り
場
か
ら
メ
ン
チ
と
キ
ャ
ベ

ツ
メ
ン
チ
だ
そ
う
で
す
。
低
価
格

な
が
ら
ボ
リ
ュ
―
ム

た
っ
ぷ
り
で
食
べ
応

え
あ
り
ま
す
。
是

非
、
ご
賞
味

あ
れ
！

！
粉
川

大
樹


お
客

様
の
必
要

な
量
を
ば
ら
売
り
し
て

く
れ
る
♪


宅
配

サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
る
の
で
、

帰
り
も
手
ぶ
ら
で
ラ
ク
ラ
ク
♪


商
品

の
品
出
し
中
な
ど
お
客

様
と
の

会
話

を
大

切
に
し
て
い
ま
す

♪

手
作
り
の

P
O

Pで
セ
ー

ル
品

が
一
目
で
わ
か
り
ま
す
。

と
て
も
オ
シ
ャ
レ
！

休
憩
ス
ペ
ー

ス
も
あ
り
、

気
軽
に
休
憩
す

る
事
も

出
来
ま
す
！

外
観
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
！

川
口

５
５

ま
ち
の
駅

あ
ぐ
り
の
里

【
え
ち
ご
川
口
交
流
物
産
館

あ
ぐ
り
の
里
】

〒
9
4
9
-
7
5
0
3
 
長

岡
市
川
口

中
山
8
4
-
2

■
TE
L
/0
25
8
-8
9
-4
55
0
 F
A
X/
02
5
8-
8
9-
46
2
2

■
開
業
時
間

/
9
:
0
0
～
1
8
:
0
0
（
4
月

～
11
月
）

■
9
:
00
～

1
7:
0
0（

1
2
月
～
3
月
）

■
お
休
み

/4
月
～
1
1月

第
1、

3
、

5
火

曜
日

1
2月

～
3月

毎
週
火
曜
日

ま
ち
の
駅
と
道
の
駅
の
両
方

に
加

盟
し
て
い
て
、
多
く
の
観

光
客

が
立

ち
寄

り
賑

わ
っ
て
い
ま

す
。
売
店
で
は
、
魚
沼

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
川
口

で
採

れ
る
新

鮮
野

菜
を
メ
イ
ン
に
販

売
し
て
い
ま

す
。
ま
た
毎
日
「
お
茶
飲

み
会
」
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
「お

茶
飲

み
会
」
は
人

と
人
が
ふ

れ
あ

え
る
楽

し
い
会
で
す
し
、
月
に

1回
行
わ
れ

て
い
る
イ
ベ

ン
ト
も
、
お
客
様
か
ら
大

人
気
で
す
。

学
生
の
つ
ぶ
や

き
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
川
口

で
採

れ
る
新
鮮
野
菜

の
他
に
も
川

口
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
鮎
の
形
を
し
た
田
舎
焼
き
や

ラ
イ
ス
バ

ー
ガ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す

。
食

い
し
ん
坊
の
あ
な
た
、
今

す
ぐ
Ｌ
ｅ
ｔ

‘ｓ
Ｇ
ｏ
！ 粉
川
大

樹

売
上
ラ
ン
キ
ン
グ

1位
わ
れ
せ
ん

2位
笹

団
子

3位
黒
糖

ま
ん
じ
ゅ
う

4月
10

日
お
い
し
い
春
を
味
わ
お
う
祭
り

5月
29

日
と
れ
た
て
山
菜
祭
り

6月
5日

初
夏
の
新
鮮

野
菜
祭
り

7月
3日

7周
年

目
の
感
謝
祭

8月
10

日
～

14
日

盆
花
即
売
会

27
日

あ
ぐ
り
の
夏
夜
の
納

涼
祭

9月
4日

秋
の
う
ま
い
も
ん
祭
り

10
月

2日
秋
の
味

覚
大
集
合
フ
ェ
ア

11
月

3日
あ
ぐ
り
畑
の
大

収
穫
際

12
月

18
日

今
年
も
あ
り
が

と
う
年
末
感

謝
祭

1月
8日

新
春
あ
ぐ
り
市

2月
5日

あ
ぐ
り
の
雪
だ
よ
り
祭
り

18
日

ミ
ニ
ミ
ニ
火
ぼ

た
る
祭

り

3月
11

日
春

一
番
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
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川
口

５
７

ま
ち
の
駅

越
後
川
口
や
な
場

【
越
後
川
口
や
な
場
】

日
本

最
古
の
や

な
場
。
占
用

面
積

も
日
本
一

で
、
日

本
を
代

表
す
る
や
な
場

で
す
。
川
口
の

豊
か
な
自

然
の
中
に
あ
る
や

な
場

で
川
の
生

物
に
ふ
れ
あ
っ
た
り
、
お
い
し
い
魚

を
食

べ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
と
て
も
お
い
し
い
の
で
オ
ス
ス
メ

で
す
！
！

ま
た
今
年

の
水
害
で
大
き
な
被
害

を
受

け
、
川
に
土
砂

が
た

ま
っ
た
り
、
建
物

が
被
害

に
あ
っ
た
り
と
大
変
な
状
況
の

中
、

職
員

た
ち
の
力
で
一

歩
ず
つ
復
興

に
向

け
て
作
業

し
て
い
ま

す
！

！

学
生
の
つ
ぶ
や

き

水
害
で
受

け
た
被
害

は
大
き
い
も
の

の
、
川
口

の
自
然

を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が

で
き
、
そ
こ
で
食
べ

る
鮎

の
塩

焼
き
は

絶
品
で
し
た
。
是
非

行
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
！
！

粉
川
大
樹

■
〒

94
9-

75
13

長
岡
市

西
川
口

10
29

■
電
話
：
02

58
-8

9-
31

04
■

定
休
日
：
4 月

か
ら

11
月

末
ま
で
（
期
間
中
無
休
）

■
営
業
時
間
：
10

時
～

17
時
半

現
在
は
別

館
で
営
業
中
で
す
。

人
気
メ
ニ
ュ
ー

鮎
の
塩
焼
き
、
あ
ゆ
め
し

水
害
以

前
の
や
な
場
で
す
。
こ
の
仕
掛
け
に
上
が
っ
て
く

る
魚
を
手
づ
か
み

で
捕

る
の
が

や
な
場
の

醍
醐
味
。
自

分
で
捕
ま
え
た
魚
を
食
べ
る
の
は
い
か
が

で
す
か

？
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3.1.2 ホームページの作成 

昨年度は学生が作成したパネルを使い、「越後長岡まちの駅」を紹介するホームページ

を作成した。今年度は、まちの駅の情報の更新や、ゼミ活動の追記、デザインの変更を行

った。なお、このページは長岡大学ホームページ内の地域活性化プログラムページにリン

クが繋がれている。このページによってひとりでも多くの方が「まちの駅」に興味を持ち、

実際に訪ねていただけるようになることを願っている。 

(1)全体像 

タイトルのデザインは「まちの駅」のマークの緑色やオレンジ色を使い統一感を出し

た。背景は文字が映えるように薄い紫色を使用し、全体的にバランスの良い配色に仕上げ

た。 

配色を決める際、まちの駅の人々や学生から感じた雰囲気を参考にして、全体的に爽やか

さと優しさのある配色とした。 

(2)各項目の説明 

＜まちの駅とは＞ 

「まちの駅」のことをご存知でない人のために、「まちの駅」の簡単な解説を入れ込ん

だ。また詳しいことはまちの総合情報交流拠点「まちの駅」公式サイト「まちの駅どっと

混む」（http://www.machinoeki.com/）で調べられるようにリンクをつけた。 

＜活動概要＞ 

このページでは昨年度と今年度の鯉江ゼミの活動を紹介した。また、長岡地域、県内

の「まちの駅」を紹介するため、｢越後長岡まちの駅」の紹介ページ（市のホームページ

内 http://www.city.nagaoka.niigata.jp/kurashi/s-center/machi/index.html）や｢まち

の駅ネットワークみつけ｣（http://www.mitsuke-machinoeki.com/）、「まちの駅 糸魚川

ぷらっと」（http://www.ito-pla.com/）とのリンクを繋いだ。 

＜まちの駅一覧＞ 

まず地域で分けて検索ができるように、地域ごとの検索ボタンを設置し、下のリスト

の項目に飛ぶことができるよう工夫した。また、下のリストは個別の画面に飛ばなくても

基本情報を見ることができるようにした。リストの「まちの駅名」をクリックすると、学

生が作成した「まちの駅」のパネルにそれぞれに飛ぶようになっており、その駅及び周辺

情報を知ることができる。 

＜昨年度からの変更点＞ 

変更点について、タイトル・活動概要・パネルの三カ所を主に変更した。 

まずタイトルは、昨年度の「楽しもう！越後長岡まちの駅」から「越後長岡まちの駅

の紹介」に変更した。これは、長岡のまちの駅を紹介するホームページだと、閲覧する人

にわかりやすく伝えるためである。 

次に活動概要を昨年度の活動概要と今年度の活動概要に分けて記載した。 

最後に、パネルは昨年度からある 50 駅については、デザインやヒアリング情報等を更

新して掲載し、新たに増えた 7 駅のパネルについても地域ごとに掲載した。その際、新た

に増えたことが分かるように、まちの駅名の前に「NEW」と表示することとした。 
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パネル展当日の様子 

3.2 パネル展及び商品展示 

3.2.1 パネル展及び商品展示取組概要 

 この企画は４年前から行っており、まちの駅の紹介パネルと、各まちの駅の商品等を一

緒に展示し、様々な方にまちの駅を PR するものである。 

(1)パネル展準備 

パネルは、各まちの駅の担当者を決め、４年生が作成した。今年は 50 駅から 57 駅に

増え、昨年までに加入していた 50 のまちの駅はパネルを更新し、新たに加わった７駅は

新しく作成した。今年度はパネル展担当者が、パネル確認のお願いの文書と共に、悠久祭

ご協力願い、展示物確認 FAX 用紙を同封し、各まちの駅に郵送した。展示物がある場合は

昨年同様、貸していただける物品、受取方法、返却の有無等を記入してもらい、FAX で送

っていただくかたちをとった。 

展示物は、各担当のまちの駅の学生がアポイントメントを取り、まちの駅に回収に伺

った。展示物回収状況がわかるよう、リストを作成し、お借りしたものから随時記入し、

確認できるようにした。 

その他の準備として、展示物を紹介するプレートや模擬店で使用したまちの駅の食材

の写真、チラシ、地域名のポップを作成した。模擬店のチラシの裏には数字を記入し、来

場者に配付することで来場者数をカウントした。市民センターさんからは展示物とは別に、

まちの駅ののぼりを貸していただいた。 

パネル展前日は、パネルやまちの駅からお借りしたもの等を展示した。 

(2)パネル展当日 

昨年同様、学生２名ずつが交代で来場者の方に「まちの駅」の紹介をした。「道の駅」

の展示だと思っている方が多く、違いを説明することが多かった。まちの駅を聞いたこと

がある、見たことがあるという方には、まちの駅についてさらに知ってもらい、足を運ん

でもらえるよう案内した。来場者に模擬店のチラシを渡し、長岡のまちの駅の食材を使っ

ていることを宣伝し、来場者数をカウントした。 

(3)パネル展終了後 

お借りした展示物は、翌日に各まちの駅へ返却

に伺った。食品など返却不要の展示物は、ゼミ生

で美味しくいただいた。後日、全駅にお礼の文章

と、悠久祭当日の様子、パネルを A4 で印刷した

もの、展示物があるところは展示した様子の写真

を郵送した。 

 

3.2.2 パネル展及び商品展示取組結果 

今年度の来場者数は 453 名で昨年度の 276 名を大幅に上回り、まちの駅を知った人が

増えたのではないかと思う。来場していただいた方からは、「合併した地域について改め

て知ることができた。」「実際にまちの駅に行ってみようと思う。」等の感想をいただき、

昨年よりもまちの駅や、合併した地域に興味、関心を示してくれる人が多いように感じた。 
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453 名の方に来場していただいた 

 

3.2.3 パネル展及び商品展示の反省点・課題 

反省点はパネル作成、展示物の受け取り、返品な

どのほとんどを４年生に任せてしまったことだ。３年

生は講義の関係上都合が合わず４年生に任せてしまい、

責任感に欠けていた。パネル作成に３年生がほとんど

関わらなかったため完成が遅くなってしまった。 

また、事前にパネル展のシフトを決めていなかっ

たり、展示物が多い駅の展示スペースが十分に確保で

きなかったりした。当日は、来場者の方に、担当して

いないまちの駅のことを聞かれても、パネルに書いて

ある以上のことは教えることが出来なかった。これは

ゼミメンバー内で情報を共有していなかったためである。 

新たな取り組み案として挙がっていたまちの駅の商品販売については、ゼミで話し合

った結果、商品や金銭の管理が難しいことから今年度は行わなかった。注文書を用意して

販売してはどうか、という意見もいただいたので、来年度の参考にしたい。 

今までパネル展では、ただパネルと展示物を並べていただけだったので、来場者の方

に対してまちの駅の知名度を調べるアンケートを行うなど、より知ってもらうための工夫

をしなければならないと痛感した。 

 今年度はパネル展においては、新たな取り組みがなされなかったので、来年度は課題を

クリア出来るよう努め、新しい取り組みにも挑戦したい。 

 

3.3 まちの駅の食材を使った炊込みご飯とみそ汁の販売 

3.3.1 まちの駅の食材を使った炊込みご飯とみそ汁の販売取組概要 

この取組は４年前より開始した企画で、まちの駅から食材を仕入れ、今年から炊き込

みご飯とみそ汁の販売を実施した。販売することで、まちの駅の PR につなげることを目

的とした取組である。また、地産地消の取組でもある。まちの駅の PR の他に、ゼミ生 17

人の個々の自立性を養うことも目的とした。 

(1)今年度使用した「まちの駅」の食材一覧 

・山古志産新鮮野菜：【竹沢よりみちクラブ２９１
ふ く い ち

の駅「理容ほしの」】 

・星野本店のお味噌、醤油：【まちの駅 セピア色のまち摂田屋 星野本店「㈱星野本店」】 

・新潟県産こしいぶき：【まちの駅 越後の米穀商 高田屋「㈱高田屋商店」】 

・吉田屋豆富店の豆腐、油揚げ：【まめまめの駅 吉田屋豆富店】 

(2)販売計画 

販売計画は以下の表のとおりである。 

品目 金額 売上目標数 売上目標金額 

炊き込みご飯とみそ汁 250 円 250 杯 62,500 円 

前売り 230 円 50 杯 11,500 円 
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目標売上 74,000 円、予算 50,000 円、目標利益を 24,000 円と設定し取り組んだ。これ

らの数字は、昨年や一昨年のデータの振り返りを試み、設定した金額である。 

 

3.3.2 まちの駅の食材を使った炊込みご飯とみそ汁の販売取組結果 

＊詳しい内訳 

 

 

 

 

 

 

上記の通り残念ながら売上目標を達成することができなかった。だが、多くの「まち

の駅」の食材を使用したことにより、「まちの駅」の PR に繋がったと思う。「まちの駅」

の協力のもと、野菜などを市場価格より安く購入できたことが経費の削減につながった。

また、昨年度の予算を参考に雑費等を抑え低予算で済んだ。 

一日目は作業の段取りが悪く、販売開始時間に遅れたこともあり売上が伸び悩んだ。

二日目は作業に慣れスムーズに行うことができた。 

 

3.3.3 まちの駅の食材を使った炊込みご飯とみそ汁の販売の反省点・課題 

(1)準備段階での問題点 

はじめに準備段階からの問題点として、昨年度にも発生

したメンバー間での温度差があげられる。３年生では部活

やサークル、アルバイトなどを掛け持っているメンバーが

多く、４年生はゼミナールでの個々の作業の取り組み（た

とえば、パネル作成など）やアルバイトなどで、全体的に

非協力的なメンバーが多くみられた。講義が少なく時間に

余裕のある４年生を中心とした取り組み活動になってしまっ

た。しかし、それが少数精鋭となり準備段階の段取りがス

ムーズいった利点でもあった。 

昨年度の模擬店の反省から、当日にシフト表が曖昧で一

人がずっと働き詰めるというケースや、何をすればいいか

わからないという状況が発生し混乱しないようシフト表を

作成した。昨年度の課題に挙げられた、「まちの駅」の食

材を取りに行った際に個数の確認をする事を今年はしっか

りと行い、模擬店終了後のまとめをする際に役立てること

 売上 利益 

目標 74,000 円 24,000 円 

実績 48,900 円 29,700 円 

販売風景 

「まちの駅」の食材を通じ

てＰＲできたと思う 

(収入の部) 

売上（2日間トータル）：     48,900 円

48,900 円

(支出の部) 

食材：                       9,265 円

雑費：                       9,935 円

経費計                       19,200 円

利益：                       29,700 円
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ができた。 

来年度の課題として挙げられることは、全体のチームワーク力である。リーダーが全

ての作業をするのではなく、自ら積極的に働きかけることで個々の自立心の向上へと繋が

り、尚且つ売上向上につながる事を知った。 

(2)当日に発生した問題点 

まず１日目は事前に調理方法を調べ、調理を実施していたのだが、料理経験不足のゼ

ミナール生が多く作業が遅くなり販売予定時間が遅れてしまった。料理経験不足から炊込

みご飯の味が薄かったり、みそ汁が濃かったりと料理の味が安定しなくお客様からの指摘

もあった。 

そこで２日目は、段取りを組み料理の作業に取り組んだことで販売予定時間前に作り

上げられた。また、調理方法を固定し味がバラバラにならないようにし一定の味づけにす

ることもできた。だが、連携不足からストック不足に陥り途中でみそ汁がなくなってしま

う事態が発生したり盛りつけの量もバラバラになってしまったりした。もっとリーダー中

心に指示を出すなど心掛けるべきであった。 

炊込みご飯の味付けの問題もあり、特に 1 日目はお客様から、「炊込みご飯の味が薄す

ぎる」「ごぼうの量が多く、他の食材の風味が消えている」「ご飯がやわらかすぎる」とい

う意見をいただき、２日目は調理法を見直し味付けを変更した。また食材を最初に鍋で炒

め水分を出すことで、ご飯を炊く際に水の量を調節できた。これによりご飯のやわらかさ

の問題の解決に至った。去年と一昨年の問題にも挙がった何個売れたかという確認は、炊

込みご飯とみそ汁をばら売りせずセットで販売する方法をとったこともあり、最終的に個

数を確認することができた。しかし、お客様からばら売りで売ってほしいという要望もあ

った。 

 ２日間を通しゼミナール生の活気の無さが目に付いた。これは少数精鋭で取り組んで

きた欠点であった。これについては、準備段階からリーダーを中心にみんなに何かしらの

仕事を任せ働かせ、チーム全体で活動すべきであった。それらが売上の伸び悩む要因とな

ってしまった。 
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3.4 まちの駅や地域におけるイベントへの参加 

イベント参加の目的は、地域交流・人的交流・地      （凡例） 

域活性化への貢献である。過去４年間の活動や、昨

年・今年の全駅への訪問から、昨年同様「まちの駅」

関連のイベントや地域の行事への参加を依頼された。

今年度はメンバーに留学生が多いこともあり、日程

調整が難しく、一部のイベントへの参加は断らざる

を得ないものもあったが、５つのイベントに参加し

た。以下、順を追って紹介していく。 

 

 

「まちの駅全国フォーラム」in 東京 

①7 月 2・3 日 

②タワーホール船堀

③市民センター 

・「まちの駅全国大会フォーラム in 東京」に参加させていただき講

演会、分科会に参加させて頂きました。 

・分科会では全国のまちの駅の関係者の普段の活動内容などを聞

き、積極的な意見交換が行われた。 

・夜は交流会に参加し、固いお話だけでなく、楽しくお話させてい

ただき交流を深めた。 

・２日目は、東京の下町を散策し、その歴史や文化に触れるととも

に、スカイツリーが見える絶景ポイントに行くなど、とても充実

したものでした。 

大平卓弥、小嶋さやか、大平雅史、賀容、刘梁、鯉江康正（引率） 

        

    

 

 

 

 

 

 

 

  

イベント名 

①日時 

②場所 

③依頼先

・イベント内容 

・手伝ったこと 

・感想 

イベント参加者 

夕方からの交流会でステージ   

に上がらせていただき、写真   

撮影をさせていただいた 

２日目の東京散策ではリラックス

しながら、楽しく東京のまちを満

喫した 
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Ｅボート長岡寺泊大会 

①7 月 9 日 

②寺泊松沢町海岸 

③長岡市地域振興

戦略部 

・長岡市から依頼をいただき、長岡市内の大学生チームとして出

場させていただいた。ゼミ生だけでは人数が足りなかったの

で、去年も E ボートに参加経験がある学生を呼び、チームを編

成した。 

・ほとんどの学生が未経験のため、練習の際うまく前に進めず、

苦戦したが、他チームの漕ぎ方、声をそろえて漕ぐなどを見よ

う見まねでやり、無事に完走することが出来た。 

・Ｅボート大会が始まる前には、ヨット乗船させていただき、普

段することの出来ない貴重な体験をさせていただいた。 

（鯉江ゼミ）大平卓弥、小林薫、関根絢也、竹内祐輝、中山佳之、大平雅史、刘梁 

渡辺直斗、山田満智子（引率） 

（長岡大生）吉田優輝 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

とうきび観音祭り 

①8 月 10 日 

②栃尾谷内商店街 

③日本茶の駅 

（広野氏） 

・当日は、子供たちに遊んでもらえる輪投げコーナーを担当させて

頂きました。子供たちに楽しんでもらい、何よりだった。 

・まつり終了後の打ち上げにも参加させて頂き、まつりに参加して

の感想などを求められ学生一人ずつお話をさせていただいた。 

・とても楽しかったというのが率直な感想です。また来年も参加さ

せていただきたい。 

（鯉江ゼミ）大平卓弥、小嶋さやか、関根絢也、竹内祐輝、大平雅史、渡辺直斗、刘梁 

（サークルナメック）多田正樹、平沢英佳 

             

今年度初めてのボランティア作

業だったため、とても緊張した。   

子ども達とも触れ合えて交流が

深まった。                            

 

暑さに負けず最後まで漕ぎ切ったが、結果には結びつかなかった 

次の日は全員が日焼けをしていたのがとても印象に残っている 
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ブースでは活動内容のパネルを展

示した 

最後に全員で集合写真を撮った 

第３回まちの駅フェスタ in 川口 

①10 月 23 日 

②川口運動公園内

特設広場 

③市民センター 

・まちの駅フェスタ in 川口に参加させていただき、鯉江ゼミナー

ルのブースでは、「まちの駅」に関する活動や、「まちの駅」の

紹介パネルの展示を行った。 

・また、事務局主催のクイズラリーで各ポイントの受付、キッズ

コーナーを担当させていただいた。午後から雨が降り、キッズ

コーナーは早目に終了した。クイズラリーは予定通り最後まで

やり遂げることが出来た。 

・「まちの駅」の各ブースを見て回ったが、商品に見惚れて買って

くる学生もいた。 

・ヒアリングに伺った「まちの駅」の方々もいらっしゃい、あい

さつをするなどし、交流を深めた。 

大平卓弥、小嶋さやか、粉川大樹、小林薫、関根絢也、中嶋真悠美、中山佳之、 

南雲涼、浅井将太、大平雅史、賀容、胡黎、陳琴、彭丹、刘梁、山田満智子（引率） 
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第６回市民活動まつり 

①11 月 5 日 

②大手通り 

③市民センター 

・大手通りで行われた市民活動まつりに、鯉江ゼミナールとナメッ

クの学生 21 名が参加した。 

・「大手通りちびっこ探検ラリー」と着ぐるみの２つの担当に分か

れて活動した。 

・「大手通りちびっこ探検ラリー」は、小学生以下の子どもたちが

対象で、大手通りの各ポイントで学生が問題を出した。当日は、

80 名を越える親子さんに参加していただいた。問題を考えたり、

ポイント地点まで走って行く子どもたちを見て楽しんでもらえて

いると感じた。 

・着ぐるみでは 6 名の学生が参加し、来場して下さった方々と写真

撮影を行ったり、着ぐるみのキャラクターの PR などをしながら

大手通りを歩きまわった。また、新市役所施設「アオーレ長岡」

を宣伝する「アオーレダンス」が披露され、多くの市民の方々と

楽しく踊る様子が見られた。 

（鯉江ゼミ）大平卓弥、小嶋さやか、粉川大樹、小林薫、関根絢也、中嶋真悠美 

中山佳之、南雲涼、浅井将太、大平雅史、賀容、胡黎、陳琴、彭丹 

刘梁、渡辺直斗 

（サークルナメック）大竹雅之、長橋賢和、平沢英佳、南千晶、森口慎也 

（松本ゼミナール）伊藤良樹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

着ぐるみは、子ども達に大人気だった 

肌寒い日だったが、終わった時には汗を

掻いていた 

問題に正解した子どもにスタンプを押し

てあげて、次の問題の場所を教えてあげ

た 
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４．地域づくりへの意識変化の検証 

4.1 アンケート調査の概要 

(1) アンケート調査の目的 

本アンケートの目的は「まちの駅」の活動が地域の連携・交流に関してどのような意識の変化

をもたらしたかを明らかにし、長岡市総合計画の目標である「多様な地域交流の推進」にまちの

駅がどう関わり合えるのかを検討することである。 

(2) 調査設計と回収結果 

調査対象：長岡市内に開設された 57 の「まちの駅」 

調査方法：訪問配布・回収ないしは訪問配布・郵送回収 

有効回収数：52 駅。回収率は 91.2％。 

調査期間：平成 23 年７月～10 月（ヒアリング調査時に配布のため） 

(3) 調査項目 

調査項目は、①基本属性、②「まちの駅」としての活動について、③「まちの駅」になる前後

での気持ちや考え方の変化、である。アンケート票および各問に対する単純集計結果は以下のと

おりである。まお、アンケート集計結果表（クロス集計表）は紙幅の都合で割愛させていただい

た。 

① 基本属性（所在地、認定日、施設形態） 

② 「まちの駅」としての活動 

（交流の場としての機能、情報発信の機能、まちの駅関連イベントへの参加の有無） 

③ 「まちの駅」の活動による意識変化 

（地域活動への興味、地域に対する理解と愛着、地域への影響意識の変化） 

(4) 集計結果の見方 

・回答者数に対する各選択肢の比率（％値）の小数点以下第 2 位を四捨五入しているため、合

計は 100.0％にならないことがある。 

・無回答、判読の困難な回答などの無効回答を「不明・無回答」として集計している。 

・各問の該当数を(n= )のかたちで示してある。 
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「まちの駅」の活動による地域づくりに関する意識調査 

長岡大学鯉江ゼミナールでは平成 19 年度より、まちの駅に関する調査を進めてまいり

ました。今年度も調査を継続して行うことにしました。 

今年度は、昨年度同様、①越後長岡まちの駅ネットワークの各まちの駅のパネル作成

（更新）、②学園祭における、まちの駅のパネル展およびまちの駅の食材を用いた模擬店

を計画しております。また、まちの駅の活動が地域の連携・交流に関してどのような意識

の変化をもたらしたかを明らかにしていきたいと考えております。 

昨年度までのまちの駅の方々のご協力に感謝するとともに、今年度の活動にもご協力

をお願いいたします。 

 なお、このアンケートに関しては、無記名となっており、地域活性化プログラムの取組

として実施するもので調査目的以外に用いることはありません。結果の公表は、地域活性

化プログラムの発表資料および報告書を考えております。 

 

＜問い合わせ先＞ 〒940－0828 長岡市御山町８０－８ 

長岡大学 鯉江研究室 

Tel 0258-39-1600（代表） 

Fax 0258-39-9566 

E-mail koie@nagaokauniv.ac.jp 

 

Ⅰ あなたのまちの駅についておたずねします。（回答はそれぞれ１つだけ）(n=52) 

問１．あなたのまちの駅の所在地を教えてください。 

①旧長岡市                         42.3%  

②旧長岡市以外（中之島、越路、三島、山古志、小国、 

和島、寺泊、栃尾、与板、川口）              57.7% 

問２．まちの駅になったのはいつですか。認定証の日付をお教えください。 

   ０～１年    13.5%    

１～３年    40.4% 

３年以上    44.2% 

不明・無回答   1.9% 

問３．あなたのまちの駅は、どのような施設ですか。 

①商業施設（商店、物産販売所、飲食店など）                             61.5% 

②宿泊施設・日帰り温泉施設（ホテル、旅館、温浴施設など）                5.8% 

③医療・福祉施設（病院、老人ホームなど）                                1.9% 

④民間文化施設（ギャラリー、工房、美術館など ※民間が経営しているもの） 3.8% 

⑤公共文化施設（図書館、美術館、市民ホールなど※役所が経営しているもの）3.8% 

⑥観光案内所（民間・役所による経営を問いません）                        7.7% 

⑦その他 ※業種名を具体的にお示しください。                           15.4% 
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問４．あなたのまちの駅は交流の場として利用されていますか。ここでいう交流とは、お

茶飲みや談笑などを言い、商業施設のお客や文化施設の入館者などは含みません。ただし、

まちの駅になったことによって、明らかに客数や入館者が増えた場合には②を選択してく

ださい。 

①まちの駅になる前から、近所の人や観光客などの交流の場になっており、 

大きな変化はない。                                                 44.2% 

②まちの駅になってから、近所の人や観光客などとの交流が増えた。       30.8% 

③近所の人や観光客が交流目的で訪問することはほとんどない。           25.0% 

問５．あなたのまちの駅は地域の情報発信の拠点になっていますか。感覚でお答えくださ

い。 

①まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを置いていない。           1.9% 

②まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを置いているが、 

ほとんど持っていく人がいない。                                      46.2% 

③まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを持ち帰る人がかなりいる。50.0% 

 ④無回答                                                               1.9% 

問６．あなたのまちの駅は、長岡市や周辺市町村で実施された「市民活動まつり」や「ま

ちの駅フェスタ」などのイベントにまちの駅として参加（出店・出展）したことがありま

すか。 

①全くない。           57.7%      ②過去に１回だけある。  7.7% 

③過去に２回以上ある。 32.7%      ④無回答                1.9% 

問７．あなたのまちの駅は、県外で行われたイベントに、まちの駅として参加（出店・出

展）したことがありますか。 

①全くない。           88.5%      ②過去に１回だけある。  1.9% 

③過去に２回以上ある。  9.6% 

 

 

 

問８．あなたのまちの駅の所在地（旧長岡市あるいは旧長岡市以外）の地域活動（イベン

ト、祭りなど）への興味の程度はどうですか。 

(1) まちの駅をはじめる前 

①まったく興味がない   3.8%      ②あまり興味がない    11.5% 

③どちらでもない     9.6%      ④ある程度の興味はある  57.7% 

⑤非常に興味がある    17.3% 

(2) まちの駅をはじめた後（現在） 

①まったく興味がない   0.0%      ②あまり興味がない     5.8% 

③どちらでもない     1.9%      ④ある程度の興味はある  57.7%  

⑤非常に興味がある    34.6% 

Ⅲ まちの駅に関わるようになってからの、あなたのお気持ちやお考えの変化についておたず

ねします。（回答はそれぞれ１つだけ）(n=52) 

Ⅱあなたのまちの駅の活動についておたずねします。(回答はそれぞれ１つだけ)(n=52) 
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問９．あなたのまちの駅の所在地以外（旧市町村以外の長岡市の地域）の地域活動（イベ

ント、祭りなど）への興味の程度はどうですか。 

(1) まちの駅をはじめる前 

①まったく興味がない 11.5%  ②あまり興味がない 15.4% ③どちらでもない 13.5% 

④ある程度の興味はある  42.3%    ⑤非常に興味がある  17.3% 

(2) まちの駅をはじめた後（現在） 

①まったく興味がない  1.9% ②あまり興味がない  1.9% ③どちらでもない  3.8% 

④ある程度の興味はある  63.5%    ⑤非常に興味がある   28.8% 

問10．あなたが観光や遊びで出かけたときに、地域全体でどのようなまちづくりが行われ

ているかに興味がありますか。 

(1) まちの駅をはじめる前 

①まったく興味がない  1.9% ②あまり興味がない 13.5% ③どちらでもない  11.5% 

④ある程度の興味はある   51.9%   ⑤非常に興味がある   21.2% 

(2) まちの駅をはじめた後（現在） 

①まったく興味がない  0.0% ②あまり興味がない 5.8% ③どちらでもない  1.9% 

④ある程度の興味はある   50.0%   ⑤非常に興味がある   42.3% 

問11． 地域の歴史や文化などを勉強して、自分の店（施設）を訪れたひとに教えてあげ

たいと思っていますか。 

(1) まちの駅をはじめる前 

①まったくそう思わない   9.6%    ②あまりそう思わない     7.7% 

③どちらでもない        11.5%      ④ある程度そう思う   46.2% 

⑤非常にそう思う        25.0% 

(2) まちの駅をはじめた後（現在） 

①まったくそう思わない   0.0%    ②あまりそう思わない     5.8% 

③どちらでもない         1.9%      ④ある程度そう思う      46.2% 

⑤非常にそう思う        44.2%      不明・無回答             1.9% 

問12． 観光客等よそから来た人に対する自分の振るまいが、地域全体のイメージを決定

づけることになると思いますか。 

(1) まちの駅をはじめる前 

①まったくそう思わない   3.8%    ②あまりそう思わない     5.8% 

③どちらでもない        11.5%      ④ある程度そう思う      32.7% 

⑤非常にそう思う        46.2% 

(2) まちの駅をはじめた後（現在） 

①まったくそう思わない  0.0%     ②あまりそう思わない     5.8% 

③どちらでもない         1.9%      ④ある程度そう思う      28.8% 

⑤非常にそう思う        63.5% 

 

ご協力ありがとうございました。 
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4.2 アンケート調査結果 

4.2.1 回答者（まちの駅）の属性 

4.2.1.1 まちの駅の所在地（問１） 

「あなたのまちの駅の所在地を教えてください」とたずねたところ、旧長岡市（長岡地域）が

42.3%、旧長岡市以外が 57.7%と旧長岡市以外が若干多くなっている。 

 

 

 

4.2.1.2 「まちの駅」になってからの期間（問２） 

「まちの駅になったのはいつですか。認定証の日付をお教えください」とたずねたところ、

「まちの駅」になってから０～１年（１年未満）が 13.5%、１～２年（１年以上３年未満）が

40.4%、３年以上が 44.2%と０～１年が少ない事がわかる。１～２年と３年以上は約４割と大き

な差は無い。 

 

 

 

旧長岡市

42.3%

旧長岡市以外

57.7%

問１ あなたのまちの駅の所在地を教えてください

(n=52）

０～１年

13.5%

１～２年

40.4%

３年以上

44.2%

不明・無回答

1.9%

問２．まちの駅になったのはいつですか。

認定証の日付をお教えください (n=52)
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4.2.1.3 「まちの駅」の施設形態（問３） 

「あなたのまちの駅は、どのような施設ですか」とたずねたところ、商業施設が 61.5%を占め

ている。その他は、宿泊施設・日帰り温泉施設 5.8%、医療・福祉施設が 1.9%、民間文化施設が

3.8%、公共文化施設が 3.8%、観光案内施設が 7.7%、その他が 15.4%となっている。商業施設が

多いのは、施設そのものも多いこともあるが、古くから商売をしている場合などは地域について

も良く知っていることが原因していると思われる。 

 なお、以下のクロス集計では、商業施設以外では施設を特定できる可能性があるため、「商業

施設」と「その他の施設」という分類で集計した。 

 

 

 

 

  

商業施設

61.5%

宿泊施設

5.8%

医療・福祉施設

1.9%

民間文化施設

3.8%

公共文化施設

3.8%

観光案内施設

7.7%

その他

15.4%

問３．あなたのまちの駅は、どのような施設ですか(n=52)
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4.2.2 「まちの駅」としての活動 

 

4.2.2.1 交流の場としての機能（問４） 

「あなたのまちの駅は交流の場として利用されていますか」とたずねたところ、「まちの駅に

なる前から、近所の人や観光客などの交流の場になっており、大きな変化はない」44.2%、「ま

ちの駅になってから、近所の人や観光客などとの交流が増えた」30.8%、「近所の人や観光客が

交流目的で訪問することはほとんどない」25.0%となっている。交流が増えたと回答している

「まちの駅」が約３割あり、一定の成果はあがっているものと思われる。 

 

【地域別】 

地域別にみると、「まちの駅になる前から、近所の人や観光客などの交流の場になっており、

大きな変化はない」は、旧長岡市 50.0%、旧長岡市以外 40.0%となっている。 

これに対して、「まちの駅になってから、近所の人や観光客などとの交流が増えた」は旧長岡

市 18.2%、旧長岡市以外 40.0%と旧長岡市以外ではその割合が高くなっている。合併地域のほと

んどは中山間地域であり、過疎地域であるため、「まちの駅」のような取り組みが地域内での交

流に一役を担っている結果となっている。 

「近所の人や観光客が交流目的で訪問することはほとんどない」については、旧長岡市 31.8%、

旧長岡市以外 20.0%となっている。 

 

 

 

 

  

40.0 

50.0 

44.2 

40.0 

18.2 

30.8 

20.0 

31.8 

25.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

旧長岡市以外(n=30)

旧長岡市(n=22)

全 体(n=52)

問４ あなたのまちの駅は交流の場として利用されていますか

まちの駅になる前から、近所の人や観光客などの交流の場になっており、大きな変化はない

まちの駅になってから、近所の人や観光客などとの交流が増えた

近所の人や観光客が交流目的で訪問することはほとんどない

不明・無回答

Ⅱ- 105 



- 57 - 
 

【期間別】 

「まちの駅」になってからの期間別にみると、「まちの駅になる前から、近所の人や観光客な

どの交流の場になっており、大きな変化はない」は、０～１年 42.9%、１～３年 47.6%、３年以

上 39.1%となっている。 

「まちの駅になってから、近所の人や観光客などとの交流が増えた」は０～１年 42.9%、１～

３年 38.1%、３年以上 21.7%と、1 年目および１年以上３年未満の「まちの駅」では交流が増加

しているようだ。 

「近所の人や観光客が交流目的で訪問することはほとんどない」は０～１年 14.3%、１～３年

14.3%、３年以上 39.1%となっている。３年以上の場合、もともと訪問者が少なかったのか、減

少したのかは不明であるが、仮に減少傾向にあるとするならば、地域交流の場としてどのように

活性化させていくかは今後の課題となってくるだろう。 

 

 

 

 

  

39.1 

47.6 

42.9 

44.2 

21.7 

38.1 

42.9 

30.8 

39.1 

14.3 

14.3 

25.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３年以上(n=23)

１～３年(n=21)

０～１年(n=7)

全 体(n=52)

問４ あなたのまちの駅は交流の場として利用されていますか

まちの駅になる前から、近所の人や観光客などの交流の場になっており、大きな変化はない

まちの駅になってから、近所の人や観光客などとの交流が増えた

近所の人や観光客が交流目的で訪問することはほとんどない

不明・無回答
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【施設別】 

施設別にまちの駅になってから、利用者との交流がどのように変化したのかを調査したところ、

商業施設では「まちの駅になる前から、近所の人や観光客などの交流の場になっており、大きな

変化はない」が 53.1%となっている。「まちの駅になってから、近所の人や観光客などとの交流

が増えた」は 18.8％と少ないものの、交流の場としての機能は十分果たしていると思われる。 

それに対して、その他の施設では、「まちの駅になってから交流が増えた」との回答が 50.0%

であった。「まちの駅になる前から、近所の人や観光客などの交流の場になっており、大きな変

化はない」が 30.0％であり、両者を合わせると 80.0％となり、交流拠点になっているようだ。 

 

 

 

  

30.0 

53.1 

44.2 

50.0 

18.8 

30.8 

20.0 

28.1 

25.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他の施設(n=20)

商業施設(n=32)

全 体(n=52)

問４ あなたのまちの駅は交流の場として利用されていますか

まちの駅になる前から、近所の人や観光客などの交流の場になっており、大きな変化はない。

まちの駅になってから、近所の人や観光客などとの交流が増えた。

近所の人や観光客が交流目的で訪問することはほとんどない。

不明・無回答
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4.2.2.2 情報発信の拠点としての機能（問５） 

「あなたのまちの駅は地域の情報発信の拠点になっていますか」とたずねたところ、「まちの

駅のパンフレットや周辺の観光案内などを置いていない」は 1.9%とほぼ無いに等しい。「まち

の駅のパンフレットや周辺の観光案内などを置いているが、ほとんど持っていく人がいない」

46.2%、「まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを持ち帰る人がかなりいる」50.0%と共

に約５割であった。 

 

【地域別】 

地域別にみると、「まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを置いていない」は旧長岡

市 0.0%、旧長岡市以外 3.3%とほぼ無いに等しい。 

「まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを置いているが、ほとんど持っていく人がい

ない」は、旧長岡市が 59.1%、旧長岡市以外が 36.7%であり、「まちの駅のパンフレットや周辺

の観光案内などを持ち帰る人がかなりいる」は、旧長岡市 40.9%、旧長岡市以外 56.7%となって

いる。旧長岡市以外の方が、観光地が多いため、このような結果になったと思われる。 

 

 

 

 

  

3.3 

0.0 

1.9 

36.7 

59.1 

46.2 

56.7 

40.9 

50.0 

3.3 

0.0 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

旧長岡市以外(n=30)

旧長岡市(n=22)

全 体(n=52)

問５．あなたのまちの駅は地域の情報発信の拠点になっていますか。

まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを置いていない

まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを置いているが、ほとんど持っていく人がいない

まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを持ち帰る人がかなりいる

不明・無回答
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【期間別】 

「まちの駅」になってからの期間別にみると、「まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内な

どを置いていない」０～１年 0.0%、１～３年 4.8%、３年以上 0.0%となっている。 

「まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを置いているが、ほとんど持っていく人がい

ない」は、０～１年 71.4%、１～３年 38.1%、３年以上 43.5%とまちの駅を始めて 1 年目では、

ここで街案内をしていることなどが、周りに知れ渡っていないためこのような結果になったと思

われる。裏返しになるが、「まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを持ち帰る人がかな

りいる」は、０～１年 28.6%、１～３年 57.1%、３年以上 52.2％となっており、期間がたつにつ

れて情報発信施設としての認知度が向上しているのではないか。 

 

 

 

  

0.0 

4.8 

0.0 

1.9 

43.5 

38.1 

71.4 

46.2 

52.2 

57.1 

28.6 

50.0 

4.3 

0.0 

0.0 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３年以上(n=23)

１～３年(n=21)

０～１年(n=7)

全 体(n=52)

問５．あなたのまちの駅は地域の情報発信の拠点になっていますか。

まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを置いていない

まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを置いているが、ほとんど持っていく人がいない

まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを持ち帰る人がかなりいる

不明・無回答
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【施設別】 

施設別に情報発信のためのパンフレット等を置いているか調査したところ、商業施設では「ま

ちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを置いているが、ほとんど持っていく人がいない」

が 56.3%であったのに対して、商業施設以外では「まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内な

どを持ち帰る人がかなりいる」が 70.0%と非常に高くなっている。 

 この点から、施設形態によって訪問する客層も異なり、それらを意識したサービスを提供する

ことによって、より地域交流の効果をあげられる可能性がありそうである。 

 

 

 

  

0.0 

3.1 

1.9 

30.0 

56.3 

46.2 

70.0 

37.5 

50.0 

0.0 

3.1 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他の施設(n=20)

商業施設(n=32)

全 体(n=52)

問５．あなたのまちの駅は地域の情報発信の拠点になっていますか。

まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを置いていない。

まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを置いているが、ほとんど持っていく人がいない。

まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを持ち帰る人がかなりいる。

不明・無回答
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4.2.2.3 長岡市や周辺市町村でのイベント参加実績（問６） 

「あなたのまちの駅は、長岡市や周辺市町村で実施された「市民活動まつり」や「まちの駅フ

ェスタ」などのイベントにまちの駅として参加（出店・出展）したことがありますか」とたずね

たところ、「全くない」が 57.7%と最も多く、「過去に１回だけある」が 7.7%、「過去に２回以

上ある」は 32.7%となっている。 

「まちの駅」の施設によってはイベントに適応できない駅もあり出店・出展ができない駅もあ

るため、「全くない」の割合が高いことは当然であるが、参加がない「まちの駅」も参加してい

ただくことにより、１回よりも２回・３回と積極的参加が期待されるのではないか。 

実際、私達がまちの駅の活動に参加してわかるように、参加するまちの駅の顔ぶれはかなり固

定的である。 

 

【地域別】 

地域別にみると、「全くない」が旧長岡市 59.1%、旧長岡市以外 56.7%と共に 6 割弱、「過去

に１回だけある」が旧長岡市 4.5%、旧長岡市以外 10.0%、「過去に２回以上ある」が旧長岡市

31.8%、旧長岡市以外 33.3%と共に約 3割と地域による差はあまり見られない。 
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問６．あなたのまちの駅は、イベントにまちの駅として参加したことがありますか。

全くない 過去に１回だけある 過去に２回以上ある 不明・無回答
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【期間別】 

「まちの駅」になってからの期間別にみると、「全くない」が０～１年 57.1%、１～３年

66.7%、３年以上 47.8%となっている。 

 「過去に１回だけある」が０～１年 14.3%、１～３年 4.8%、３年以上 8.7%となっている。

「過去に２回以上ある」が０～１年 14.3%、１～３年 28.6%、３年以上 43.5%と、「まちの駅」

になってから３年以上の施設ではイベント参加回数も多くなっている。 

３年未満の「まちの駅」の参加が期間の問題もあり若干低いが、積極的に参加している「まち

の駅」もあり、今後イベントに参加する動機付けを検討していけば地域交流に十分貢献できるも

のと思われる。 
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問６．あなたのまちの駅は、イベントにまちの駅として参加したことがありますか。

全くない 過去に１回だけある 過去に２回以上ある 不明・無回答
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【施設別】 

施設別にまちの駅としてイベントに参加したことがあるか調査したところ、「一度だけ参加し

たことがある」との回答は商業施設が 12.5%、その他の施設は 0%だったが、2 回以上参加したこ

とがあると回答したのは、その他の施設が 40.0%と商業施設の 28.1%より多い結果となった。ま

ちの駅に加入してもそれぞれの事情などによりイベントには参加できない施設があるが、参加を

一度すればそれ以降続けている施設が多い結果となった。 
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問６．あなたのまちの駅は、イベントにまちの駅として参加したことがありますか。

全くない。 過去に１回だけある。 過去に２回以上ある。 不明・無回答
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4.2.2.4 県外でのイベント参加実績（問７） 

「あなたのまちの駅は、県外で行われたイベントに、まちの駅として参加（出店・出展）した

ことがありますか」とたずねたところ、「全くない」が 88.5%、「過去に１回だけある」が 1.9%、

「過去に２回以上ある」が 9.6%であった。「まちの駅」が個人商店や小規模施設が多いことか

らこのような結果になったと思われる。 

「２回以上」が約１割あり、このような「まちの駅」を通して、様々なイベントの魅力を発信

してもらうことも、地域間交流を進める方法として考えられるのではなかろうか。 

 

【地域別】 

地域別にみると、「全くない」が旧長岡市 90.9%、旧長岡市以外 86.7%、「過去に１回だけあ

る」が旧長岡市 0.0%、旧長岡市以外 3.3%、「過去に２回以上ある」が旧長岡市 9.1%、旧長岡市

以外 10.0%と地域での差はほとんど無いことがわかった。 
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問７．あなたのまちの駅は、県外で行われたイベントにまちの駅として

参加したことがありますか。

全くない 過去に１回だけある 過去に２回以上ある 不明・無回答
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【期間別】 

「まちの駅」になってからの期間別にみると、「全くない」と答えたのが０～１年 85.7%、１

～３年 95.2%、３年以上 82.6%と、やはり県外で行われるイベントには日程の問題や費用対収入

の問題などがあり参加できてないのが現状である。「過去に１回だけある」が０～１年 0.0%、

１～３年 4.8%、３年以上 0.0%、「過去に２回以上ある」が０～１年 14.3%、１～３年 0.0%、３

年以上 17.4%と参加率は低いが、積極的に参加している「まちの駅」もみられる。 
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参加したことがありますか。

全くない 過去に１回だけある 過去に２回以上ある 不明・無回答
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【施設別】 

県外で行われる「まちの駅」のイベントに参加したことがあるか調査したところ、全体の９割

近くが参加したことがないと回答している。ここでの参加は出店・出展を対象としているため、

まちの駅全国大会などへの個人参加は含まれていない点に注意が必要である。 

参加実績について、「全くない」は商業施設 96.9％、その他の施設 75.0％、「過去に１回だ

けある」は商業施設 3.1%、その他の施設 0.0％、「過去に２回以上ある」は商業施設 0.0%、そ

の他の施設 25.0%となっている。 

商業施設では県外でのイベント参加は様々な面でリスクが大きく二の足を踏んでいるのかもし

れない。その他の施設は 25.0%が過去に２回以上参加したことがあると回答しており、公共施設

などが参加する場合には、長岡のまちの駅や長岡の魅力を発信することも必要であろう。 

また、まちの駅全国大会などは出店とは関係なく情報交換できる場であるので、ＰＲ活動だけ

でも参加する意味はあると思われる。実際、その場で知り合うことにより通信販売が発生した事

例の紹介もあった。 
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参加したことがありますか。

全くない。 過去に１回だけある。 過去に２回以上ある。 不明・無回答
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4.2.3 「まちの駅」の活動による意識変化 

4.2.3.1 「まちの駅」の所在地における地域活動への興味（問８） 

(1) 「まちの駅」の所在地における地域活動への興味の変化 

「あなたのまちの駅の所在地（旧長岡市あるいは旧長岡市以外）の地域活動（イベント、祭り

など）への興味の程度はどうですか」とたずねたところ、まちの駅をはじめる前は、「まったく

興味がない」が 3.8%、「あまり興味がない」が 11.5%、「どちらでもない」が 9.6%、「ある程

度の興味はある」が 57.7%、「非常に興味がある」が 17.3%であった。「ある程度興味がある」

と「非常に興味がある」を加えると 75.0%となっている。「まちの駅」による地域交流が「長岡

市総合計画」の施策になっているため、長岡市主導で展開された可能性がある。 
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合計

0 3 1 30 18 0 52
0.0% 5.8% 1.9% 57.7% 34.6% 0.0% 100.0%

0 1 0 1 0 0 2
0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0%

0 2 0 3 1 0 6
0.0% 33.3% 0.0% 50.0% 16.7% 0.0% 100.0%
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0 0 0 0 9 0 9
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全　　　　　体

問８．あなたのまちの駅の所在地（旧長岡市あるいは旧長岡市以外）の地域活動
　　　（イベント、祭りなど）への興味の程度はどうですか。

まちの駅
をはじめ
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どちらでもな
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ある程度の興
味はある
非常に興味が
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まちの駅をはじめた後（現在）
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 同様の設問をまちの駅をはじめた後（現在）について行ったところ、「まったく興味がない」

が 0.0%、「あまり興味がない」が 5.8%、「どちらでもない」が 1.9%、「ある程度の興味はある」

が 57.7%、「非常に興味がある」が 34.6%であった。「ある程度興味がある」と「非常に興味が

ある」を加えると 92.3%となっている。 

 なお、まちの駅になる前後でクロス集計をした結果、まちの駅になった後の方が地域活動への

興味は同等かより高まる方向に変化している。 

 

(2) 「まちの駅」の所在地における地域活動への興味の変化【地域別】 

地域別にみると、まちの駅をはじめる前の段階では、「まったく興味がない」が旧長岡市

4.5%、旧長岡市以外 3.3%、「あまり興味がない」が旧長岡市 9.1%、旧長岡市以外 13.3%、「ど

ちらでもない」が旧長岡市 9.1%、旧長岡市以外 10.0%、「ある程度の興味はある」が旧長岡市

54.5%、旧長岡市以外 60.0%、「非常に興味がある」が旧長岡市 22.7%、旧長岡市以外 13.3%と、

旧長岡市の方が、若干興味が高かったことが伺える。 

また、まちの駅をはじめた後（現在）では、「まったく興味がない」が旧長岡市、旧長岡市以

外ともに 0.0%、「あまり興味がない」が旧長岡市 9.1%、旧長岡市以外 3.3%、「どちらでもない」

が旧長岡市 0.0%、旧長岡市以外 3.3%、「ある程度の興味はある」が旧長岡市 50.0%、旧長岡市

以外 63.3%、「非常に興味がある」が旧長岡市 40.9%、旧長岡市以外 30.0%となっている。 

「ある程度の興味はある」と「非常に興味がある」を加えると、旧長岡市では 77.3%が 90.9%

に、旧長岡市以外では 73.3%が 93.3%に上昇しており、旧長岡市以外の地域の「まちの駅」での

地域活動への興味の上昇が大きくなっている。 
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まったく興味がない あまり興味がない どちらでもない ある程度の興味はある 非常に興味がある
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(3) 「まちの駅」の所在地における地域活動への興味の変化【期間別】 

「まちの駅」になってからの期間別にみると、まちの駅をはじめる前の段階では、「まったく

興味がない」が０～１年 0.0%、１～３年 9.5%、３年以上 0.0%、「あまり興味がない」が０～１

年 28.6%、１～３年 9.5%、３年以上 8.7%、「どちらでもない」が０～１年 0.0%、１～３年 9.5%、

３年以上 13.0%、「ある程度の興味はある」が０～１年 57.1%、１～３年 52.4%、３年以上 60.9%、

「非常に興味がある」が０～１年 14.3%、１～３年 19.0%、３年以上 17.4%となっている。「あ

る程度の興味はある」と「非常に興味がある」を合わせると、早い時期に「まちの駅」になった

「まちの駅」の方が、興味の度合いが高いことがわかる。 

また、まちの駅をはじめた後（現在）では、「まったく興味がない」が０～１年、１～３年、

３年以上ともに 0.0%、「あまり興味がない」が０～１年 0.0%、１～３年 4.8%、３年以上 8.7%、

「どちらでもない」が０～１年 0.0%、１～３年 4.8%、３年以上 0.0%、「ある程度の興味はある」

が０～１年 57.1%、１～３年 61.9%、３年以上 56.5%、「非常に興味がある」が０～１年 42.9%、

１～３年 28.6%、３年以上 34.8%と「まちの駅」を始めたあとの方が地域活動への興味を示して

いることがわかる。特に 1年目のまちの駅は大きな意識の変化がみられる。 

「ある程度の興味はある」と「非常に興味がある」を加えると、０～１年では 71.4%が 100%に、

１～３年では 71.4%が 90.5%に、３年以上では 78.3%が 91.3%に上昇している。 
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(4) 「まちの駅」の所在地における地域活動への興味の変化【施設別】 

 施設別にみると、まちの駅をはじめる前の段階では、「まったく興味がない」が商業施設

3.1%、その他の施設 5.0%、「あまり興味がない」が商業施設 12.5%、その他の施設 10.0%、「ど

ちらでもない」が商業施設 9.4%、その他の施設 10.0%、「ある程度の興味はある」が商業施設

59.4%、その他の施設 55.0%、「非常に興味がある」が商業施設では 15.6%、その他の施設 20.0%

となっている。「ある程度の興味はある」と「非常に興味がある」を合わせると、商業施設、そ

の他の施設ともに 75.0%と同じ割合であった。 

また、まちの駅をはじめた後（現在）では、「まったく興味がない」が商業施設、その他の施

設ともに 0.0%、「あまり興味がない」が商業施設 6.3%、その他の施設 5.0%、「どちらでもない」

が商業施設 3.1%、その他の施設 0.0%、「ある程度の興味はある」が商業施設 65.6%、その他の

施設 45.0%、「非常に興味がある」が商業施設では 25.0%、その他の施設 50.0%となっている。

「ある程度の興味はある」と「非常に興味がある」を合わせると、商業施設 90.6%、その他の施

設 95.0%となっており、まちの駅を始める前よりもその割合は高まっている。 
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4.2.3.2 「まちの駅」の所在地以外の地域における地域活動への興味（問９） 

(1) 「まちの駅」の所在地以外の地域における地域活動への興味の変化 

「あなたのまちの駅の所在地以外（旧市町村以外の長岡市の地域）の地域活動（イベント、祭

りなど）への興味の程度はどうですか」とたずねたところ、まちの駅をはじめる前は、「まった

く興味がない」が 11.5%、「あまり興味がない」が 15.4%、「どちらでもない」が 13.5%、「あ

る程度の興味はある」が 42.3%、「非常に興味がある」が 17.3%であった。「ある程度興味があ

る」と「非常に興味がある」を加えると 59.6%となっている。所在地での活動に比較して、興味

の度合いが若干低くなっている。 
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13.5 

63.5 

42.3 

28.8 

17.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

まちの駅をはじめた後(n=52)

まちの駅をはじめる前(n=52)

問９．あなたのまちの駅の所在地以外（旧市町村以外の長岡市の地域）の地域活動

（イベント、祭りなど）への興味の程度はどうですか。

まったく興味がない あまり興味がない どちらでもない ある程度の興味はある 非常に興味がある

まったく
興味がな
い

あまり興
味がない

どちらで
もない

ある程度
の興味は
ある

非常に興
味がある

不明・無
回答

合計

1 1 2 33 15 0 52
1.9% 1.9% 3.8% 63.5% 28.8% 0.0% 100.0%

1 0 0 5 0 0 6
16.7% 0.0% 0.0% 83.3% 0.0% 0.0% 100.0%

0 1 0 5 2 0 8
0.0% 12.5% 0.0% 62.5% 25.0% 0.0% 100.0%

0 0 2 5 0 0 7
0.0% 0.0% 28.6% 71.4% 0.0% 0.0% 100.0%

0 0 0 18 4 0 22
0.0% 0.0% 0.0% 81.8% 18.2% 0.0% 100.0%

0 0 0 0 9 0 9
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0%

問９．あなたのまちの駅の所在地以外（旧市町村以外の長岡市の地域）の地域活動
　　　（イベント、祭りなど）への興味の程度はどうですか。

まちの駅
をはじめ
る前

まったく興味
がない
あまり興味が
ない
どちらでもな
い
ある程度の興
味はある
非常に興味が
ある

まちの駅をはじめた後（現在）

全　　　　　体
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 同様の設問をまちの駅をはじめた後（現在）について行ったところ、「まったく興味がない」

が 1.9%、「あまり興味がない」が 1.9%、「どちらでもない」が 3.8%、「ある程度の興味はある」

が 63.5%、「非常に興味がある」が 28.8%であった。「ある程度興味がある」と「非常に興味が

ある」を加えると 92.3%となっている。まちの駅を始める前の 59.6％よりも 32.7 ポイントも高

まっている。また、この割合は、所在地における割合と同数であり、「まちの駅」になることに

より、地域活動への興味がより広範囲になってきたことが伺える。 

 なお、まちの駅になる前後でクロス集計をした結果、まちの駅になった後の方が所在地以外の

地域における地域活動への興味でも同等かより高まる方向に変化している。 

 

(2) 「まちの駅」の所在地以外の地域における地域活動への興味の変化【地域別】 

地域別にみると、まちの駅をはじめる前の段階では、「まったく興味がない」が旧長岡市

27.3%、旧長岡市以外 0.0%、「あまり興味がない」が旧長岡市 18.2%、旧長岡市以外 13.3%、

「どちらでもない」が旧長岡市 13.6%、旧長岡市以外 13.3%、「ある程度の興味はある」が旧長

岡市 27.3%、旧長岡市以外 53.3%、「非常に興味がある」が旧長岡市 13.6%、旧長岡市以外 20.0%

と、旧長岡市の方が周辺地域における地域活動への興味が低い結果となっている。 

また、まちの駅をはじめた後（現在）では、「まったく興味がない」が旧長岡市 4.5%、旧長

岡市以外 0.0%、「あまり興味がない」が旧長岡市 4.5%、旧長岡市以外 0.0%、「どちらでもない」

が旧長岡市 0.0%、旧長岡市以外 6.7%、「ある程度の興味はある」が旧長岡市 63.6%、旧長岡市

以外 63.3%、「非常に興味がある」が旧長岡市 27.3%、旧長岡市以外 30.0%となっている。 

「ある程度の興味はある」と「非常に興味がある」を加えると、旧長岡市では 40.9%が 90.9%

に、旧長岡市以外では 73.3%が 93.3%に上昇している。興味の割合は旧長岡市以外よりも若干低

いものの、旧長岡市に所在する「まちの駅」では旧長岡市以外の地域における地域活動への興味

が大幅に上昇する結果となっている。この結果から、「越後長岡まちの駅」相互のネットワーク

が強化されていると思われる。 
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問９．あなたのまちの駅の所在地以外（旧市町村以外の長岡市の地域）の地域活動（イベ

ント、祭りなど）への興味の程度はどうですか。(1) まちの駅をはじめる前

まったく興味がない あまり興味がない どちらでもない ある程度の興味はある 非常に興味がある
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(3) 「まちの駅」の所在地以外の地域における地域活動への興味の変化【期間別】 

「まちの駅」になってからの期間別にみると、まちの駅をはじめる前の段階では、「まったく

興味がない」が０～１年 14.3%、１～３年 4.8%、３年以上 17.4%、「あまり興味がない」が０～

１年 28.6%、１～３年 14.3%、３年以上 8.7%、「どちらでもない」が０～１年 0.0%、１～３年

19.0%、３年以上 13.0%、「ある程度の興味はある」が０～１年 42.9%、１～３年 38.1%、３年以

上 47.8%、「非常に興味がある」が０～１年 14.3%、１～３年 23.8%、３年以上 13.0%となってい

る。「ある程度の興味はある」と「非常に興味がある」を合わせると、０～１年 57.2%、１～３

年 61.9%、３年以上 60.8%となっており、大きな違いはみられない。 

また、まちの駅をはじめた後（現在）では、「まったく興味がない」が０～１年、１～３年、

ともに 0.0%、３年以上 4.3%、「あまり興味がない」が０～１年 14.3%、１～３年、３年以上が

0.0%、「どちらでもない」が０～１年 0.0%、１～３年 4.8%、３年以上 4.3%、「ある程度の興味

はある」が０～１年 57.1%、１～３年 66.7%、３年以上 60.9%、「非常に興味がある」が０～１

年、１～３年が 28.6%、３年以上 30.4%となっている。 

「ある程度の興味はある」と「非常に興味がある」を加えると、０～１年では 57.2%が 85.7%

に 28.5 ポイント、１～３年では 61.9%が 95.3%に 33.4 ポイント、３年以上では 60.8%が 91.3%に

30.5 ポイント上昇している。 
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(4) 「まちの駅」の所在地以外の地域における地域活動への興味の変化【施設別】 

 施設別にみると、まちの駅をはじめる前の段階では、「まったく興味がない」が商業施設

15.6%、その他の施設 5.0%、「あまり興味がない」が商業施設 15.6%、その他の施設 15.0%、

「どちらでもない」が商業施設 9.4%、その他の施設 20.0%、「ある程度の興味はある」が商業施

設 40.6%、その他の施設 45.0%、「非常に興味がある」が商業施設では 18.8%、その他の施設

15.0%となっている。「ある程度の興味はある」と「非常に興味がある」を合わせると、商業施

設 59.4%、その他の施設 60.0%とほぼ同じ割合であった。 

また、まちの駅をはじめた後（現在）では、「まったく興味がない」が商業施設 3.1%、その

他の施設 0.0%、「あまり興味がない」が商業施設 3.1%、その他の施設 0.0%、「どちらでもない」

が商業施設 6.3%、その他の施設 0.0%、「ある程度の興味はある」が商業施設 68.8%、その他の

施設 55.0%、「非常に興味がある」が商業施設では 18.8%、その他の施設 45.0%となっている。

「ある程度の興味はある」と「非常に興味がある」を合わせると、商業施設 87.6%、その他の施

設 100%となっており、その他の施設のまちの駅では広域的な地域活動への興味が上昇している

ことがわかる。その他の施設は観光施設や文化施設が多いことが影響しているものと思われる。 
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4.2.3.3 まちづくりへの関心度（問 10） 

(1) まちづくりへの関心度の変化 

「あなたが観光や遊びで出かけたときに、地域全体でどのようなまちづくりが行われているか

に興味がありますか」とたずねたところ、まちの駅をはじめる前は、「まったく興味がない」が

1.9%、「あまり興味がない」が 13.5%、「どちらでもない」が 11.5%、「ある程度の興味はある」

が 51.9%、「非常に興味がある」が 21.2%であった。「ある程度興味がある」と「非常に興味が

ある」を加えると 73.1%となっている。所在地以外での具体的な地域活動への関心よりも、興味

の度合いが高くなっている。 

 

 

 

 

 

  

0.0 

1.9 

5.8 

13.5 

1.9 

11.5 

50.0 

51.9 

42.3 

21.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

まちの駅をはじめた後(n=52)

まちの駅をはじめる前(n=52)

問10．あなたが観光や遊びで出かけたときに、

地域全体でどのようなまちづくりが行われているかに興味がありますか。

まったく興味がない あまり興味がない どちらでもない ある程度の興味はある 非常に興味がある

まったく
興味がな
い

あまり興
味がない

どちらで
もない

ある程度
の興味は
ある

非常に興
味がある

不明・無
回答

合計

0 3 1 26 22 0 52
0.0% 5.8% 1.9% 50.0% 42.3% 0.0% 100.0%

0 1 0 0 0 0 1
0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

0 2 0 4 1 0 7
0.0% 28.6% 0.0% 57.1% 14.3% 0.0% 100.0%

0 0 1 4 1 0 6
0.0% 0.0% 16.7% 66.7% 16.7% 0.0% 100.0%

0 0 0 18 9 0 27
0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 33.3% 0.0% 100.0%

0 0 0 0 11 0 11
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0%

問10．あなたが観光や遊びで出かけたときに、
　　　地域全体でどのようなまちづくりが行われているかに興味がありますか。

まちの駅
をはじめ
る前

まったく興味
がない
あまり興味が
ない
どちらでもな
い
ある程度の興
味はある
非常に興味が
ある

まちの駅をはじめた後（現在）

全　　　　　体
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 同様の設問をまちの駅をはじめた後（現在）について行ったところ、「まったく興味がない」

が 0.0%、「あまり興味がない」が 5.8%、「どちらでもない」が 1.9%、「ある程度の興味はある」

が 50.0%、「非常に興味がある」が 42.3%であった。「ある程度興味がある」と「非常に興味が

ある」を加えると 92.3%となっている。まちの駅を始める前の 73.1％よりも 19.2 ポイント上昇

している。このことから、「まちの駅」になることにより、まちづくりへの関心が高まっている

と思われる。 

 なお、まちの駅になる前後でクロス集計をした結果、まちの駅になった後の方がまちづくりへ

の関心が同等かより高まる方向に変化している。 

 

(2) まちづくりへの関心度の変化【地域別】 

地域別にみると、まちの駅をはじめる前の段階では、「まったく興味がない」が旧長岡市

4.5%、旧長岡市以外 0.0%、「あまり興味がない」が旧長岡市 22.7%、旧長岡市以外 6.7%、「ど

ちらでもない」が旧長岡市 13.6%、旧長岡市以外 10.0%、「ある程度の興味はある」が旧長岡市

40.9%、旧長岡市以外 60.0%、「非常に興味がある」が旧長岡市 18.2%、旧長岡市以外 23.3%と、

旧長岡市の方がまちづくりへの関心が低い結果となっている。旧長岡市は都市部が中心で、旧長

岡市以外（合併地域）は中山間地域や農漁村地域であり高齢化や過疎問題が深刻化していること

も影響しているものと思われる。 

また、まちの駅をはじめた後（現在）では、「まったく興味がない」が旧長岡市、旧長岡市以

外ともに 0.0%、「あまり興味がない」が旧長岡市 13.6%、旧長岡市以外 0.0%、「どちらでもな

い」が旧長岡市 0.0%、旧長岡市以外 3.3%、「ある程度の興味はある」が旧長岡市 54.5%、旧長

岡市以外 46.7%、「非常に興味がある」が旧長岡市 31.8%、旧長岡市以外 50.0%となっている。 

「ある程度の興味はある」と「非常に興味がある」を加えると、旧長岡市では 59.1%が 86.3%

に、旧長岡市以外では 83.3%が 96.7%に上昇している。「まちの駅」の活動を通して旧長岡市で

もまちづくりの機運が高まっていることが伺える。 
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(3) まちづくりへの関心度の変化【期間別】 

「まちの駅」になってからの期間別にみると、まちの駅をはじめる前の段階では、「まったく

興味がない」が０～１年 0.0%、１～３年 4.8%、３年以上 0.0%、「あまり興味がない」が０～１

年 28.6%、１～３年 19.0%、３年以上 4.3%、「どちらでもない」が０～１年 0.0%、１～３年

19.0%、３年以上 8.7%、「ある程度の興味はある」が０～１年 42.9%、１～３年 38.1%、３年以

上 65.2%、「非常に興味がある」が０～１年 28.6%、１～３年 19.0%、３年以上 21.7%となってい

る。「ある程度の興味はある」と「非常に興味がある」を合わせると、０～１年 71.5%、１～３

年 57.1%、３年以上 86.9%となっており、３年以上前から「まちの駅」になっている「まちの駅」

の方がまちづくりへの関心が高い結果となっている。 

また、まちの駅をはじめた後（現在）では、「まったく興味がない」と回答しているまちの駅

は０である。「あまり興味がない」は０～１年 0.0%、１～３年 14.3%、３年以上 0.0%、「どち

らでもない」は０～１年 0.0%、１～３年 4.8%、３年以上 0.0%、「ある程度の興味はある」が０

～１年 57.1%、１～３年 42.9%、３年以上 56.5%、「非常に興味がある」が０～１年 42.9%、１～

３年が 38.1%、３年以上 43.5%となっている。 

「ある程度の興味はある」と「非常に興味がある」を加えると、０～１年では 71.5%が 100%に

28.5 ポイント、１～３年では 57.1%が 81.0%に 23.9 ポイント、３年以上では 86.9%が 100%に

13.1 ポイント上昇している。「まちの駅」になってからの期間が１年未満と３年以上では、

「まちの駅」をはじめた後（現在）では、すべての「まちの駅」がまちづくりに関心があると回

答していることは特筆すべきである。 
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(4) まちづくりへの関心度の変化【施設別】 

 施設別にみると、まちの駅をはじめる前の段階では、「まったく興味がない」が商業施設

0.0%、その他の施設 5.0%、「あまり興味がない」が商業施設 9.4%、その他の施設 20.0%、「ど

ちらでもない」が商業施設 9.4%、その他の施設 15.0%、「ある程度の興味はある」が商業施設

62.5%、その他の施設 35.0%、「非常に興味がある」が商業施設では 18.8%、その他の施設 25.0%

となっている。「ある程度の興味はある」と「非常に興味がある」を合わせると、商業施設

81.3%、その他の施設 60.0%と商業施設の方が高い結果となっている。 

また、まちの駅をはじめた後（現在）では、「まったく興味がない」が商業施設、その他の施

設ともに 0.0%、「あまり興味がない」が商業施設 3.1%、その他の施設 10.0%、「どちらでもな

い」が商業施設 3.1%、その他の施設 0.0%、「ある程度の興味はある」が商業施設 56.3%、その

他の施設 40.0%、「非常に興味がある」が商業施設 37.5%、その他の施設 50.0%となっている。

「ある程度の興味はある」と「非常に興味がある」を合わせると、商業施設 93.8%、その他の施

設 90.0%となっており、まちの駅を始める前ほどの差はみられない。その他の施設は観光施設や

文化施設が多く公的機関も含まれるため、職場の移動の影響があるかもしれない。 
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4.2.3.4 地域の歴史や文化への関心度と教示意欲（問 11） 

(1) 地域の歴史や文化への関心度と教示意欲の変化 

「地域の歴史や文化などを勉強して、自分の店（施設）を訪れたひとに教えてあげたいと思っ

ていますか」とたずねたところ、まちの駅をはじめる前は、「まったくそう思わない」が 9.6%、

「あまりそう思わない」が 7.7%、「どちらでもない」が 11.5%、「ある程度そう思う」が 46.2%、

「非常にそう思う」が 25.0%であった。「ある程度そう思う」と「非常にそう思う」を加えると

71.2%となっている。 
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合計

0 3 1 24 23 1 52
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0 2 0 1 1 0 4
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問11．地域の歴史や文化などを勉強して、
　　　自分の店（施設）を訪れたひとに教えてあげたいと思っていますか。

まちの駅
をはじめ
る前
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思わない
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どちらでもな
い
ある程度そう
思う
非常にそう思
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まちの駅をはじめた後（現在）
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 同様の設問をまちの駅をはじめた後（現在）について行ったところ、「まったくそう思わない」

が 0.0%、「あまりそう思わない」が 5.8%、「どちらでもない」が 1.9%、「ある程度そう思う」

が 46.2%、「非常にそう思う」が 44.2%であった。「ある程度そう思う」と「非常にそう思う」

を加えると 90.4%となっている。まちの駅を始める前の 71.2％よりも 19.2 ポイント上昇してい

る。このことから、「まちの駅」になることにより、地域の歴史や文化への関心と教示意欲が高

まっていると思われる。 

 なお、まちの駅になる前後でクロス集計をした結果、１駅を除いて、まちの駅になった後の方

が地域の歴史や文化への関心と教示意欲が同等かより高まる方向に変化している。 

 

(2) 地域の歴史や文化への関心度と教示意欲の変化【地域別】 

地域別にみると、まちの駅をはじめる前の段階では、「まったくそう思わない」が旧長岡市

13.6%、旧長岡市以外 6.7%、「あまりそう思わない」が旧長岡市 9.1%、旧長岡市以外 6.7%、

「どちらでもない」が旧長岡市 9.1%、旧長岡市以外 13.3%、「ある程度そう思う」が旧長岡市

45.5%、旧長岡市以外 46.7%、「非常にそう思う」が旧長岡市 22.7%、旧長岡市以外 26.7%と、旧

長岡市の方が地域の歴史や文化への関心度と教示意欲が若干低い結果となっている。 

また、まちの駅をはじめた後（現在）では、「まったくそう思わない」が旧長岡市、旧長岡市

以外ともに 0.0%、「あまりそう思わない」が旧長岡市 13.6%、旧長岡市以外 0.0%、「どちらで

もない」が旧長岡市 4.5%、旧長岡市以外 0.0%、「ある程度そう思う」が旧長岡市 40.9%、旧長

岡市以外 50.0%、「非常にそう思う」が旧長岡市 40.9%、旧長岡市以外 46.7%となっている。 

「ある程度そう思う」と「非常にそう思う」を加えると、旧長岡市では 68.2%が 81.8%に、旧

長岡市以外では 73.4%が 96.7%に上昇している。旧長岡市では不明・無回答を除くとその割合は

100%である。 
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(3) 地域の歴史や文化への関心度と教示意欲の変化【期間別】 

「まちの駅」になってからの期間別にみると、まちの駅をはじめる前の段階では、「まったく

そう思わない」が０～１年 14.3%、１～３年 14.3%、３年以上 0.0%、「あまりそう思わない」が

０～１年 14.3%、１～３年 4.8%、３年以上 8.7%、「どちらでもない」が０～１年 0.0%、１～３

年 14.3%、３年以上 13.0%、「ある程度そう思う」が０～１年 57.1%、１～３年 42.9%、３年以上

47.8%、「非常にそう思う」が０～１年 14.3%、１～３年 23.8%、３年以上 30.4%となっている。

「ある程度そう思う」と「非常にそう思う」を合わせると、０～１年 71.4%、１～３年 66.7%、

３年以上 78.2%となっており、３年以上前から「まちの駅」になっている「まちの駅」の方が地

域の歴史や文化への関心度と教示意欲が高かった結果となっている。 

また、まちの駅をはじめた後（現在）では、「まったくそう思わない」と回答しているまちの

駅は０である。「あまりそう思わない」は０～１年 0.0%、１～３年 9.5%、３年以上 4.3%、「ど

ちらでもない」は０～１年 0.0%、１～３年 0.0%、３年以上 4.3%、「ある程度そう思う」が０～

１年 42.9%、１～３年 52.4%、３年以上 39.1%、「非常にそう思う」が０～１年 57.1%、１～３年

が 38.1%、３年以上 47.8%となっている。 

「ある程度そう思う」と「非常にそう思う」を加えると、０～１年では 71.4%が 100%に 28.6

ポイント、１～３年では 66.7%が 90.5%に 23.8 ポイント、３年以上では 78.2%が 86.9%に 8.7 ポ

イント上昇している。「まちの駅」になってからの期間が１年未満では、地域の歴史や文化への

関心度と教示意欲が非常に高まった結果となっている。 
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(4) 地域の歴史や文化への関心度と教示意欲の変化【施設別】 

 施設別にみると、まちの駅をはじめる前の段階では、「まったくそう思わない」が商業施設

12.5%、その他の施設 5.0%、「あまりそう思わない」が商業施設 9.4%、その他の施設 5.0%、

「どちらでもない」が商業施設 3.1%、その他の施設 25.0%、「ある程度そう思う」が商業施設

50.0%、その他の施設 40.0%、「非常にそう思う」が商業施設、その他の施設ともに 25.0%となっ

ている。「ある程度そう思う」と「非常にそう思う」を合わせると、商業施設 75.0%、その他の

施設 65.0%と商業施設の方が高かった結果となっている。 

また、まちの駅をはじめた後（現在）では、「まったくそう思わない」が商業施設、その他の

施設ともに 0.0%、「あまりそう思わない」が商業施設 9.4%、その他の施設 0.0%、「どちらでも

ない」が商業施設 0.0%、その他の施設 5.0%、「ある程度そう思う」が商業施設 50.0%、その他

の施設 40.0%、「非常にそう思う」が商業施設 40.6%、その他の施設 50.0%となっている。「あ

る程度そう思う」と「非常にそう思う」を合わせると、商業施設、その他の施設ともに 90.0%と

なっており、施設による差はみられない。 
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4.2.3.5 自分の振るまいが地域に及ぼす影響に関する意識（問 12） 

(1) 自分の振るまいが地域に及ぼす影響に関する意識の変化 

「観光客等よそから来た人に対する自分の振るまいが、地域全体のイメージを決定づけること

になると思いますか」とたずねたところ、まちの駅をはじめる前は、「まったくそう思わない」

が 3.8%、「あまりそう思わない」が 5.8%、「どちらでもない」が 11.5%、「ある程度そう思う」

が 32.7%、「非常にそう思う」が 46.2%であった。「ある程度そう思う」と「非常にそう思う」

を加えると 78.9%となっている。 
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 同様の設問をまちの駅をはじめた後（現在）について行ったところ、「まったくそう思わない」

が 0.0%、「あまりそう思わない」が 5.8%、「どちらでもない」が 1.9%、「ある程度そう思う」

が 28.8%、「非常にそう思う」が 63.5%であった。意識変化を聞いた設問（問８～問 12）におい

て、この設問における「非常に興味がある・非常にそう思う」割合が最も高く、「まちの駅」の

駅長さんの地域に対する責任感の現れと思われる。「ある程度そう思う」と「非常にそう思う」

を加えると 92.3%となっている。 

 なお、まちの駅になる前後でクロス集計をした結果、まちの駅になった後の方が、自分の振る

まいが地域に及ぼす影響があるという考えが同等かより高まる方向に変化している。 

 

(2) 自分の振るまいが地域に及ぼす影響に関する意識の変化【地域別】 

地域別にみると、まちの駅をはじめる前の段階では、「まったくそう思わない」が旧長岡市

9.1%、旧長岡市以外 0.0%、「あまりそう思わない」が旧長岡市 0.0%、旧長岡市以外 10.0%、

「どちらでもない」が旧長岡市 13.6%、旧長岡市以外 10.0%、「ある程度そう思う」が旧長岡市

22.7%、旧長岡市以外 40.0%、「非常にそう思う」が旧長岡市 54.5%、旧長岡市以外 40.0%となっ

ている。 

また、まちの駅をはじめた後（現在）では、「まったくそう思わない」が旧長岡市、旧長岡市

以外ともに 0.0%、「あまりそう思わない」が旧長岡市 9.1%、旧長岡市以外 3.3%、「どちらでも

ない」が旧長岡市 0.0%、旧長岡市以外 3.3%、「ある程度そう思う」が旧長岡市 18.2%、旧長岡

市以外 36.7%、「非常にそう思う」が旧長岡市 72.7%、旧長岡市以外 56.7%となっている。 

「ある程度そう思う」と「非常にそう思う」を加えると、旧長岡市では 77.2%が 90.9%に、旧

長岡市以外では 80.0%が 93.4%に上昇している。 
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(3) 自分の振るまいが地域に及ぼす影響に関する意識の変化【期間別】 

「まちの駅」になってからの期間別にみると、まちの駅をはじめる前の段階では、「まったく

そう思わない」が０～１年 0.0%、１～３年 4.8%、３年以上 0.0%、「あまりそう思わない」が０

～１年 0.0%、１～３年 4.8%、３年以上 8.7%、「どちらでもない」が０～１年、１～３年ともに

14.3%、３年以上 8.7%、「ある程度そう思う」が０～１年 42.9%、１～３年 23.8%、３年以上

39.1%、「非常にそう思う」が０～１年 42.9%、１～３年 52.4%、３年以上 43.5%となっている。

「ある程度そう思う」と「非常にそう思う」を合わせると、０～１年 85.8%、１～３年 76.2%、

３年以上 82.6%となっている。 

また、まちの駅をはじめた後（現在）では、「まったくそう思わない」と回答しているまちの

駅は０である。「あまりそう思わない」は０～１年 0.0%、１～３年 4.8%、３年以上 4.3%、「ど

ちらでもない」は０～１年 0.0%、１～３年 4.8%、３年以上 0.0%、「ある程度そう思う」が０～

１年 28.6%、１～３年 19.0%、３年以上 39.1%、「非常にそう思う」が０～１年 71.4%、１～３年

が 71.4%、３年以上 56.5%となっている。 

「ある程度そう思う」と「非常にそう思う」を加えると、０～１年では 85.8%が 100%に、１～

３年では 76.2%が 90.4%に、３年以上では 82.6%が 95.6%に上昇している。「まちの駅」になって

からの期間が１年未満のまちの駅では、自分の振るまいが地域に及ぼす影響が大きいと感じてい

る。 
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(4) 自分の振るまいが地域に及ぼす影響に関する意識の変化【施設別】 

 施設別にみると、まちの駅をはじめる前の段階では、「まったくそう思わない」が商業施設

3.1%、その他の施設 5.0%、「あまりそう思わない」が商業施設 6.3%、その他の施設 5.0%、「ど

ちらでもない」が商業施設 9.4%、その他の施設 15.0%、「ある程度そう思う」が商業施設 34.4%、

その他の施設 30.0%、「非常にそう思う」が商業施設 46.9%、その他の施設 45.0%となっている。

「ある程度そう思う」と「非常にそう思う」を合わせると、商業施設 81.3%、その他の施設

75.0%と商業施設の方が高かった結果となっている。 

また、まちの駅をはじめた後（現在）では、「まったくそう思わない」が商業施設、その他の

施設ともに 0.0%、「あまりそう思わない」が商業施設 6.3%、その他の施設 5.0%、「どちらでも

ない」が商業施設 3.1%、その他の施設 0.0%、「ある程度そう思う」が商業施設 34.4%、その他

の施設 20.0%、「非常にそう思う」が商業施設 56.3%、その他の施設 75.0%となっている。「あ

る程度そう思う」と「非常にそう思う」を合わせると、商業施設 90.7%、その他の施設 95.0%と

なっており、意識の変化はその他の施設の方が大きくなっている。 
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５. とりまとめ 

 以下、今年度の活動・研究の結果明らかとなった点まとめ、今後の課題を整理しておく。今

年度の活動・研究の目的は、「越後長岡まちの駅ネットワーク」の情報発信と「まちの駅」の活

動がまちの駅の方にどのような意識の変化をもたらしたのかを地域づくりの観点から検証するこ

とである。 

「越後長岡まちの駅ネットワーク」の情報発信については、昨年度同様、①「越後長岡まちの

駅ネットワーク」57 駅のパネル作成、②作成したパネルと各駅で扱われている商品などを学園

祭で展示することにより情報発信をしようとする試みである「パネル展及び商品展示」、③まち

の駅のすばらしさを体験してもらうための「まちの駅の食材を使った学園祭での炊き込みご飯と

みそ汁の販売」である。この点については、当初からゼミ生の中でコンセンサスが得られていた

が、追加的研究をどうするのかが全く五里霧中であった。 

今年度は追加的研究（『「まちの駅」の活動による地域づくりに関する意識調査』）のテーマ

決定に時間を費やしたために、ヒアリング開始が 7 月からになってしまった。昨年度同様 5 月に

テーマ決定をし、6 月からヒアリングを行うという当初の予定が 1 か月近く遅れたために、学園

祭で発表するパネル展に間に合わせることができるのか、また新たに加わった 7 駅のまちの駅を

一から調べるということに、とても焦りを感じたことを覚えている。 

7 月になり実際にヒアリングを開始すると、積極的なまちの駅が増え様々なお話を聞くことが

出来た。これは、昨年度ヒアリングを行ったことで、まちの駅と学生との間に信頼関係が築けた

ためであると感じた。また、新しく出来たまちの駅にもヒアリングを行い、まちの駅担当者の熱

心に語っている姿を見て、新しく出来たまちの駅に興味をもつことが出来き、無事にヒアリング

を終えることができた。そして、ヒアリングを参考にして作成したパネルを無事に学園祭に発表

することが出来た。 

パネル展は過去最高の来場者を記録することができた。その場で来場していただいた方とお話

をしてみて、合併後の長岡市内の 11 地域について、まだまだ知らない人が多いと感じた。パネ

ル展に来ていただいたことで、長岡の 11 地域について知ってもらうと同時に、今までまちの駅

のことを知らなかった人にも知ってもらうことができたと思う。また、旧市町村について興味を

持ってもらうきっかけになったのではないかと思う。 

また、模擬店ではまちの駅の食材を使用したことで多くの方々にまちの駅に対して興味を持っ

ていただき PR へ繋がったと思う。模擬店の取組みを始めて 4 年目ということもあり、食材を提

供してくださるまちの駅の数が増えた。今までのまちの駅の研究をしてきたことが、数多くのま

ちの駅の皆様に模擬店の取組みへ協力していただけた成果の 1つであったと思う。 

ヒアリングやパネル展、模擬店の実施、イベントへの参加により、地域と関わり合いを持つこ

とができ、また旧市町村の相互理解を深めることに繋がったのではないかと思う。 

 以上のことから、第１の目的である「越後長岡まちの駅ネットワーク」の情報発信については、

昨年度よりも一歩進むことができたと自負している。 

 

 今年度新たに追加した『「まちの駅」の活動による地域づくりに関する意識調査』は、ヒアリ

ング時に趣旨説明とともにアンケート票を配布し、郵送で回収する方法（一部はその場で回収）

をとった。アンケート調査から得られた結果の概要は以下のとおりである。 
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アンケート対象は「越後長岡まちの駅ネットワーク」に参加している 57 駅であり、有効回収

数は 52 駅（回収率 91.2%）であった。 

＜回答者（まちの駅）の属性＞ 

 所在地は旧長岡市 42.3%、旧長岡市以外 57.7%である。 

 「まちの駅」になってから期間は、０～１年（１年未満）が 13.5%、１～２年（１

年以上３年未満）が 40.4%、３年以上が 44.2%、不明・無回答が 1.9%である。 

 「まちの駅」の施設形態は商業施設 61.5％、その他の施設が 38.5%である。 

＜「まちの駅」としての活動に関するアンケート結果＞ 

 「まちの駅」の機能の一つに「交流の場としての機能」があるが、30.8%のまちの

駅では交流が増えたと回答しており一定の成果があがっていることが明らかとなっ

た。とりわけ、中山間地域や過疎地域が多い旧長岡市以外（合併地域）では、「ま

ちの駅」のような取り組みが地域内での交流に一役を担っている結果となっている。 

 「情報発信の拠点としての機能」については、50.0%のまちの駅が「まちの駅のパ

ンフレットや周辺の観光案内などを持ち帰る人がかなりいる」と回答している。と

りわけ、商業施設以外の「まちの駅」では 70.0%のまちの駅が「かなりいる」と回

答している。この結果を見る限り、かなり成果をあげているようであるが、「まち

の駅」の方のお話によれば、何となく持って行かれる方が多いようで、それがどれ

だけの意味をもっているかは疑問視する向きもある。 

 長岡市や周辺市町村でのイベント参加実績は 40.4%であった。県外でのイベントへ

の参加については 11.5%と大幅に減少してしまう。「まちの駅」はそもそも個人商

店が多いため、このような結果になっていると考えられるが、長岡地域の売り込み

のためには、公的機関や観光振興機関が中心となって県外へも積極的に売り込んで

いくことが必要であろう。 

＜「まちの駅」の活動による意識変化＞ 

 「まちの駅」の所在地における地域活動への興味の変化をみると、まちの駅をはじ

める前から「ある程度興味がある」「非常に興味がある」と回答しているまちの駅

は 75.0%であったが、まちの駅をはじめた後（現在）では 92.3%に増加している。 

 「まちの駅」の所在地以外の地域における地域活動への興味の変化をみると、「あ

る程度興味がある」「非常に興味がある」と回答しているまちの駅は 59.6%であっ

たが、まちの駅をはじめた後（現在）では 92.3%に増加している。この割合は、所

在地における割合と同数であり、「まちの駅」になることにより、地域活動への興

味がより広範囲になってきたことが伺える。地域別にみると、まちの駅になる前は

旧長岡市での割合が低かったが、現在は旧長岡市、旧長岡市以外での差はあまり見

られず、「越後長岡まちの駅」相互のネットワークが強化されていると思われる。 

 まちづくりへの関心度の変化をみると、「ある程度興味がある」「非常に興味がある」

と回答しているまちの駅は 73.1%であったが、まちの駅をはじめた後（現在）では

92.3%に増加している。地域別に「ある程度の興味はある」と「非常に興味がある」

を加えると、旧長岡市では 59.1%が 86.3%に、旧長岡市以外では 83.3%が 96.7%に上

昇している。「まちの駅」の活動を通して旧長岡市でもまちづくりの機運が高まっ
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ていることが伺える。まちの駅を始める前の地域差が大きいが、旧長岡市は都市部

が中心で、旧長岡市以外（合併地域）は中山間地域や農漁村地域であり高齢化や過

疎問題が深刻化していることも影響しているものと思われる。また、施設別に「あ

る程度の興味はある」と「非常に興味がある」を加えると、商業施設では 81.3%が

93.8%に、その他の施設では 60.0%が 90.0%に上昇している。その他の施設は観光施

設や文化施設が多く公的機関も含まれるため、以前はまちづくりに直接関係のない

部署に所属していた可能性があるかもしれない。 

 地域の歴史や文化への関心度と教示意欲の変化をみると、「ある程度そう思う」「非

常にそう思う」と回答しているまちの駅は 71.2%であったが、まちの駅をはじめた

後（現在）では 90.4%に増加している。まちの駅になってからの期間別にみると、

期間が３年未満のまちの駅で、地域の歴史や文化への関心度と教示意欲が非常に高

まった結果となっている。 

 自分の振るまいが地域に及ぼす影響に関する意識の変化をみると、「ある程度そう

思う」「非常にそう思う」と回答しているまちの駅は 78.9%であったが、まちの駅

をはじめた後（現在）では 92.3%に増加している。施設別にみると、まちの駅をは

じめる前は商業施設 81.3%、その他の施設 75.0%と商業施設の方が高かったが、ま

ちの駅をはじめた後（現在）では商業施設 90.7%、その他の施設 95.0%となってお

り、意識の変化はその他の施設の方が大きくなっている。 

（注）なお、まちの駅の所在地別、まちの駅になってからの期間別、まちの駅の施設

形態別結果の詳細については本文を参照されたい。 

 

 以上のことから、「越後長岡まちの駅の情報発信」への貢献はある程度はできたと思われる。

また、「まちの駅」自身からの情報発信も進んでいることがわかる。しかしながら、それを受け

止める側の認知度は必ずしも高いものではなく、今後一層の発信が必要であろう。 

 また、「まちの駅」の方の地域づくりへの意識変化は予想以上に大きいものであった。このよ

うな意識変化が長期的には長岡市をより魅力のある活力のある都市にしていくものと思われる。

アンケート調査を通じて得られた結果は、すでに『長岡市総合計画』の目標を達成しているよう

にも感じられるが、一層身のあるものにするために、今後もゼミの先輩や後輩と協力して、まち

づくりに関連する活動や情報発信に寄与していきたいと考えている。 

 

（以上） 
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